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　　　プロローグ







　薄暗い空間。透明な柩ひつぎの中に、少女の亡なき骸がらが眠ねむっている。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、透すき通るように白いすべやかな肌はだ、しなやかな裸ら身しん。

　年は十代前半だろう。花開く前の蕾つぼみにも似た、あどけなさを残す美び貌ぼうである。

　生まれたままの姿を晒さらしていても、劣情を煽あおるような要素はまるでない。

　成長の過渡期における、ごく短期間に限定された未成熟ゆえの魅み力りよくに加え、あまりにも整い過ぎた人形めいた容よう貌ぼうが、少女に侵しがたい神秘性を与えていたからだ。

　少女の胸には、心臓の位置に孔あなが穿うがたれていた。

　明らかに致命傷と見て取れる無む惨ざんな傷きず痕あと。……もう二度と動くことのない、美しき骸むくろ。

「私を恨うらむかしらね、貴女あなたは」

　甘やかな女性の声が、薄うす闇やみに溶とけて消えた。

　声の主は棺に手を添え、少女の顔を見下ろす。

　愛いとおしむような眼まな差ざしで、眠る少女を見詰める女。その肢し体たいはすらりと伸びて起伏に富み、成熟した色香を醸かもしている。背に落ちる長ちよう髪はつは輝かんばかりの光こう沢たくを放ち、彼女の絢けん爛らんな雰囲気はきっちりと着込んだ地味な白衣ですら、到底覆おおい隠せるものではなかった。

　第十二研究室室長、『白はく面めん金こん毛もう』ラミア・フォックス博士。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに白はく皙せきを持つラミアの顔は、眠ねむる少女のものと酷こく似じしていた。長い時が経たち、少女が妙みよう齢れいに達すれば瓜うり二つになるだろう、そう確信できるほどに。

　棺ひつぎが安置されているのは、数多あまたの機械で埋うめ尽くされた実験室だ。

　棺の下部からは幾つもの管が伸びている。

　いや、棺などではない。これは、いわば人に造られた子宮であろう。

　与えられた役目に従って、人工の胎たい内ないでは、今まさしく命が誕生しようとしていた。

　あるいは蘇そ生せいというべきか。『ＬＴスフィア』によって新たなる生命を注入された少女は、つい先ほど一度死んでいるのだから。

　経過は順調だった。少女が眠る棺には、素体の自己治ち癒ゆ力を促進させる液体が満たされており、左胸に穿うがたれた傷きず痕あとを急速に癒いやし再生させている。

　ほどなく少女は目覚めるだろう。新たなる己として。

　ラミアの背後で、自動扉が開く音がした。

「そこで止まりなさい加か賀が見みくん。娘むすめの肌はだを見ていいのは、私だけよ」

　ラミアは少女の顔を見詰めたまま、顧かえりみることもなく闖ちん入にゆう者へと声をかける。

「それは失礼。共犯者に素体の顔も見せていただけぬとは、ずいぶんなことですな」

　低く通る声の主は、白衣を着た長身瘦そう軀くの男だった。真一文字に引き延ばされた口元といい、鋭く細い双そう眸ぼうといい、まるで人間味を感じぬ冷血な雰囲気である。

　第六研究室室長、『剝はく落らく四し魂こん』加賀見構こう造ぞう博士。

　極度の神経酷こく使しによって白化した頭とう髪はつが、彼の年ねん齢れいを実際以上に高く見せている。

　加賀見は入口で足を止め、手に持っていた機械で何らかの操作をした。

　ヴン、という起動音。壁面に据すえられた大きなディスプレイに光が灯ともり、無数の文字列が流れていく。およそ凡人には理解できぬ膨ぼう大だいなデータ群である。

「『六番目シクスス』との比較によれば総合出力の値はおよそ九割減の十二パーセントと低く、しかし共振反応エコーは零ゼロ──驚くべき数字ですな。どんな手品を？　ドクター・フォックス」

「別に何も。これは──この『十三番目のサーテイーンススフィア』は、最初からこういうものだったのよ加賀見くん。だからこそ、今まで誰に知られることもなかったのだから」

　ふむ、と加賀見は顎あごを撫なでた。

「なるほど、それで得心がいった。先ほど貴女あなたがこともなげに『十三番目のスフィアそれ』を出してきたときには、仰ぎよう天てんしてこの目を疑ったものですが。つまり探知不可の休きゆう眠みん状態というわけですか……原因は？」

「例のごとく不明。『十二番目のトウエルフススフィア』発掘作業の折に、偶然見付けたの。『十二番目トウエルフス』と同型でありながら、共振反応エコーを返さない休きゆう眠みん状態のスフィアをね」

「それで抜け駆がけで解かい析せき作業をしていた、と。実に貴女あなたらしい、利己的なやり口ですな」

　加か賀が見みは嫌いやみを言うときですら口調がまったく変わらない。彼自身が研究機材のような男だとラミアは思う。故にこそ彼の言葉には裏表がなく、信用できるのだが。

　ただただ己おのが研究に没頭し、それ以外のものに興味を持たぬという偏へん執しつ的な一面はあるものの、魑ち魅み魍もう魎りようのごとき狂科学者たちが跋ばつ扈こする組織の中で、彼──加賀見はラミアが幾許いくばくかの信をおく希け有うな人物だった。

「加賀見くん、貴方あなたはこれをどう思う？」

「休眠状態である理由ですか？　さて、存在を隠いん蔽ぺいするようなステルス機能があるのか、単に欠陥品なのか、耐用年数が過ぎて劣化しているのか。いずれにせよ、解析をしていた貴女に分からぬことが、この私に分かるわけもありますまい。そも……よろしいですかな。このＬＴ──ロストテクノロジースフィアという常識の埒らち外がいにある物質について、我等に分かっていることなどほとんどないのです、言うまでもないことですが」

　ＬＴスフィアとは、組織によって世界各地で発掘された未知の物質オーパーツである。

　これを秘密裏に解析、研究するのがこの施設が持つ本来の用途であった。

「そうね、難なん儀ぎな代しろ物ものだわ。だけどその分からないものを、分かるようにするのが私たちの仕事だった。……なのに、今や分からないものを、分からないままに使おうとしているのよね、貴方たちは」

「私たちは、と言うべきでしょうなそれを言うならば。私は、己の研究成果がどのように用いられようと一いつ顧こだにすることもない。我が研究が進展するのならばそれでよろしい。今まで貴女もそうだと思っておりましたが──違うと？」

　ラミアが振り返り返答するまでには、しばらくの間があった。

「……昨日きのうまでは、そう思ってた。けど、けどね……もうイヤになったの色々と。一抜けたわ私──」

　両手を広げて肩かたをすくめ、飄ひよう然ぜんとした、しかし力ない口調でラミアは言った。

「然さ様ようですか。結構、それで貴女はこれからどうすると？　『アレ』を組織が見逃すとは思えませんが」

　極めて淡々と放たれた言葉を受け、ラミアは厳しく目を眇すがめた。

「『アレ』だなんて、そんな風ふうに呼ばないで頂ちよう戴だい。私の娘むすめよ──誰がなんと言おうとね」

　加賀見は答えず、黙したまま踵きびすを返す。彼の背に向かって、ラミアは声をかけた。

「私の研究室と資料は、貴方にあげるわ」

「だからここで行われたことすべてに目を瞑つむり、見逃せと。ふむ、悪くない取引だ。異存はない、今日の出来事は我が内のみに秘め置くと約束しましょう。手配りは施します、貴女は私にすべてを託たくし、研究から退しりぞき、機密を外に漏もらすことはない。……やれやれ、あの癖くせ者ものどもを納得させるのは、骨が折れる作業ですな」

「ありがと、後は任せたわね」

　ラミアは安心し、謝しや辞じを述べた。

　加か賀が見みに事後処理を任せられるのならば、間違いはありえない。

「礼など不要です。しかし」

　自動扉が閉まるまでの僅わずかな時間、加賀見は最後にこう言った。

「お分かりでしょうな。休きゆう眠みん状態のＬＴスフィア。すなわちそれは、いずれ目覚めるかもしれぬということです。明日あしたか、それとも百年後か……それとも永遠にこのままなのか。無論、私の知ったことではありませんが」

　扉が閉まり、実験室には静寂が残る。

「百年後なら有り難いのだけれど。……楽観かしらね、これは」

　いつか訪れるかもしれない『その時』を想い、ラミアは自じ嘲ちようと諦てい念ねんを口元に乗せる。

「静しずか……」

　縋すがるように呟つぶやいたのは、今は亡き夫の名だ。

「──どうかこの子を護まもってあげて。……穏おだやかに、幸せに暮らせるように」

　癒いやしの水にたゆたい……静かに眠ねむる少女の姿は、どこまでも美しく幻想的だ。

　胸の傷はすでになく、透き通るような珠たまの肌はだが水中で揺れている。

　ゆっくりと目ま蓋ぶたが開き始め、そして──
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　　　第一章　九条院家令嬢の休日







　そして、九く条じよう院いんアリスは目を覚ました。

「ふぁ」

　小さな欠伸あくび。

　天てん蓋がい付きの寝台から身体からだを起こしたアリスは、涙なみだの滲にじんだ瞳ひとみで虚こ空くうを睨にらみ付ける。

（……なんだか、嫌いやな夢を見たような気がします）

　小窓から差し込む朝日が麗うららかな黎れい明めいを告げ、カーテンを揺らす微風に乗って、豊ほう潤じゆんな自然の香りが忍び込んでくる。

「……すぅ、はぁっ」

　アリスは深く息を吸い込み、吐はき出す。次に世界の全すべてを睥へい睨げいするかのような吊つり目を数度瞬またたかせて視界を確保、そっと寝台を降りる。

　ここは内装から調度に至るまで、遍あまねく気品を湛たたえた洋風の寝室である。

　壁面にかかる姿見に煌きらめく容姿を映しながら、アリスは寝室に備えられた休憩室サンルームへと歩く。

　寝室と扉で隔へだてられているわけではなく、大きな窓の下にリクライニングチェアとテーブルが並ぶ一角が何のために設けられているか、それはアリスの行動を見ていれば瞭りよう然ぜんである。

　窓辺まで辿たどり着いた彼女はやおらカーテンと窓を開き、朝の光こう輝きを一杯に浴びた。

　太陽の部屋サンルームに、眩まばゆい陽光が燦さん々さんと降り注いで周囲を満たす。祝福のように。

「ん……っ」

　視界に広がるのは雲一つない蒼そう穹きゆう。

　花々が咲き誇る広い庭の先には、緑深き雄大な山々が広がっている。

　七月の早朝風景。

　身体からだを伸ばして再び深呼吸をすると、力溢あふれる新緑の芳ほう香こうが、鬱うつ々うつとした気分ごと眠ねむ気けをまとめて吹き飛ばしてくれた。

　陽光を帯びた金きん髪ぱつを揺らして振り返れば、寝室が見渡せる。

　高い天てん井じようから下がるのは小ぶりのシャンデリア。

　フローリングには柔やわらかな絨じゆう毯たんが敷かれており、瀟しよう洒しやなアンティークが並ぶという、高級ホテルのスイートルーム同然の豪ごう奢しやさだった。

「おはようございます」

　全世界に向けて挨あい拶さつをして、一日が始まる。

　部屋には専用シャワールームが備え付けられている。アリスはまずシャワーを浴びて朝の身支度を整えると、じっくりと時間をかけて服を選ぶ。

　姿見の前に立ち、隣りん接せつする衣い裳しよう部屋から引っ張り出してきた服を代わる代わる試着して、アリスはいつものように一人ファッションショーに興じ始めた。

「よし、と」

　鏡を眺め、満足の笑みを浮かべるアリス。

　彼女はファッションに、自分なりのこだわりを持っている。

　ゴシックロリータ、いわゆるゴスロリである。

　袖そで口ぐちにフリルのついた半袖の黒いブラウス。

　闇やみに棲すまう蝙蝠こうもりのような漆しつ黒こくのスカート。

　黒一色に鮮やかな色彩を添えるブロンドヘアを、赤いリボンで九つに分けている。

　この髪かみ型はツインテールの変形だから、ナインテールとでも呼ぶべきだろう。

「うん……完かん璧ぺきです」

　本日のファッションは、これにて決定した。




　九く条じよう院いん家の邸てい宅たくは、木造二階建ての洋館である。

　塔屋がつき、天然スレート葺ぶきの屋根を頂く、建造から二十年に満たない建物だ。

　富豪の本邸にしてはそれほど仰ぎよう々ぎようしい大きさではなく、山の自然と調和するように、ひっそりと静かに佇たたずんでいる。周囲の山林を含む広大な土地が九く条じよう院いん家のものであることを鑑かんがみれば、これは建築を命じたアリスの父の、質実な気風を反映したものだと察することができよう。

　それでもアリスが住む邸てい宅たくは、月つき城しろ町の高級住宅街においても一ひと際きわ立派な屋敷ではあった。

　つまりアリスは、正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢じよう様さまということだ。

　九条院邸の主あるじであった父はすでに亡く、放ほう蕩とう癖へきのある母も家にはあまり帰ってこない。

　だから現在この洋館には、娘むすめであるアリスが一人暮らし同然に住んでいる。

　ならば富豪の邸宅につきものの、侍じ女じよや家政婦といった住み込みで家事云々を担になう人々が当然いるのだろうと推量されそうだが、残念ながらそのような事実はない。

　庭の整備や普段使用しない部屋の掃除など、週一で業者に頼んではいるものの、炊すい事じ洗濯掃除をはじめとする一般家庭程度の家事は、アリスが手ずからこなしているからだ。

　養われの身分である自分が、父の遺のこした財産にあかせて怠たい惰だを貪むさぼるわけにはいくまいと、そう思うがゆえのことだった。

　できることは自分でやるというのは、アリス自ら定めた九条院家令嬢の心得の一つである。

（そう……常に向上心を忘れないように）

　理想の自分に、日々近づけるように。

　誇り高く、高潔に。誰にも恥じることなき、人間であるように。

　うん、と一人頷うなずく。

　重厚な扉を開け放ち、アリスは玄関を後にした。

　彼女は踊おどるように軽やかな足取りで、花壇の垣かき根ねで仕切られた小道を進む。

　垣根はアリスの腰こしに届かぬほどの高さであり、植えられているのは薔薇ばらを中心に揃そろえられた色とりどりの花々である。歩いているだけで、目と鼻を愉たのしませてくれる素敵な庭園だ。

　九条院邸南、正門側の庭園には、白い屋根のテラスがある。

　庭の花々を眺めつつ、このテラスにてお茶を頂くのがアリスは好きだった。

　紅茶もいいが、本当のところをいうと緑茶の方がより好みである。もっともこの洋風然とした場所で、令嬢がのんびりと湯飲みを傾けるわけにもいかないが。

　ちょうどそこに差し掛かったとき、携帯電話に着信が入った。

　クラシックの不ぶ気き味みな着信音を聞きながら、アリスは嫌いやな顔をしつつも仕方なく電話に出る。

『アーリス、ママだけどぉ』

「お母さん、面倒だから切ってもいいですか？」

　携帯から母のいい加減そうな声が聞こえてくるや、アリスは抑よく揚ようのない声で即答した。

『わっ、切らないでよっ⁉　アリスってば冷たいんだから、もう！』

「これから外出するところなので、お母さんの相手してる余よ裕ゆうはないんですけど。急用ですか？」

『こんな朝早くからどこ行くのよ貴女あなた。あ、そっか三み月つきくんとデートでしょ。そうでしょう、ねえ？』

　アリスは無言で電話を切った。

　再びおどろおどろしい着信音が鳴り始める。何を隠そう母専用着メロだ。聞くと気分が暗くなって、母のハイテンションを幾分か相そう殺さいすることが可能。

　アリスはたっぷり十回のコールを鳴らしたあとで、何事もなかったかのように電話に出た。

「はい、どちらさまですか？」

『いやぁん、決まってるじゃなーい。貴女あなたの愛する麗うるわしきママよ』

「では人違いですね。私の愛する麗しきママには生まれてから十四年と十一ヶ月、一度たりとも会ったことがありませんから。ずぼらでいい加減で酔っぱらいの母親失格なら若じやつ干かん一名、よく存じ上げておりますけど？」

『あらあら、世の中には駄だ目めな母親がいるものね？』

「ええ、私も今それを痛感しているところです。で、本当のところ何の用なんですか、お母さん。仕方なく聞いてあげますから、要点を簡潔に述べてください」

　アリスはテラスの椅い子すにふんぞり返って偉そうに脚あしを組んだ。

『──決まってるわ。貴女もう少しで誕生日でしょう』

「あ……」

　アリスは母から出た予想外の台詞せりふに驚き、小さく開いた口元へ片手を添えた。

『ふふん、任せなさいアリス！　私それまでには絶対帰って、ものすっごいパーティを開いてあげるからっ！　もうすでに色々と手配をね──』

「お断りします」

『なぎょっ⁉』

　電話の向こうで、母は奇声を発した。

　アリスはさも迷めい惑わくそうに片眼を閉じて、携帯を耳から遠ざける。

『な、なんでぇっ⁉　ママもう会場予約しちゃったのに……！　お友達一杯呼んじゃったのにっ！』

「知りませんよそんなこと。大体どうしてそういうことを私に黙って進行させるんですか、お母さんは。誕生日くらい、私にだって予定があるんですよ？」

『ママ大ショック……⁉　アリスがついに大人おとなへの階段を……！』

　アリスはまた電話を切った。

　しかし間かん髪はつ入いれずに着信が入る。

『ごめんね、ママもう変なこと言わないから切らないでね。オッケー、パーティは中止、と。でもなんで？』

「それは……」

　そう、アリスの十五歳さいの誕生日には、とても大事な予定があるのだった。

「覚えてますか。私の四歳さいの誕生日に話してくれた……お母さんが十五歳になった日の話です」

　アリスの台詞せりふが意外なものだったからだろう、やや小さめの声で返事が来た。

『……えぇ、もちろん覚えてるけど』

「あの時から決めてたんです。十五歳になったら、きっと私もそうしようって」

　幼い日の想い出だ。まだ父が生きている頃の。

『ふぅん……いいんじゃなぁい。ふふっ、アリスがまだ膝ひざの上に乗せられるくらいちっちゃい頃に話してあげたお話なのに。……懐なつかしいわ、まだ覚えてたんだ』

「忘れませんよ。お父さんとの想い出は、あれが最後ですから。……忘れるわけがありません、絶対」

『そうね。……そうだったわね』

　電話越しに、二人はしばしの感慨に沈んだ。

『そうだ。アリス貴女あなた、身体からだの調子はどう？』

　ラミアの声には気き遣づかうような色がある。

「……えぇ、いつもどおり、良好すぎるほどに良好ですよ。それが何か？」

　少し嫌いや味みに聞こえただろうか、とアリスは少しだけ後悔する。

『そう、なら、よかったわ。変なこと聞いてごめんね』

「？　はあ……」

　どうも様子がおかしい感じがしたのだが、この時はあまり気にしなかった。

（そっか……私、あともうちょっとで、十五歳なんですね）

　アリスの頭の中は、たった今思い返したばかりの──幼い頃に思い描いた夢想が、ぐるぐると渦うずを巻いていたから。

　椅い子すの背もたれに首を乗せて、アリスは果てしない蒼そう天てんを仰あおぎ見た。

　澄み渡る大気が心地よい、いい天気だ。誕生日を間近に迎え、世界は鮮やかに色づいている。

　きっとアリスのために。

「──では。行ってきます、お母さん」

　電話を切り、ハンドバッグに仕舞う。

　躍おどる胸に手を当てて、アリスは眩まばゆい光に目を細めた。




　　　　　　†




　アリスの住む月つき城しろ町は、都市部より離れた山よりの土地にある高級住宅街だ。

　その性質上、町は高低差が大きく、坂や石段が多い。

　大通りの坂道を下りきると、そこは月城町駅だ。駅以下の南部は、開発が進んだ市街地となっている。

　現在時刻、午前九時五十五分。場所は駅前、花時計の前。

　駅前は午前中だというのに賑にぎやかな喧けん騒そうが溢あふれている。待ち合わせスポットである花時計の周りには、アリスと同じ目的であろう男女が幾人か見られた。

「遅いですね……」

　アリスは口元をへの字にし、腕うでを組み、不ふ機き嫌げん顔で仁に王おう立だちしている。

　約束の場所でもう四十分も待っているというのに、一向に待ち人がやってこないからだ。

　腕にかかるものは黒のハンドバッグ、脇わきには大きなキャリートランクを鎮ちん座ざさせている。

　アリスは苛いら々いらと時間を確認し、何度目かの溜ため息いきを吐つく。

「きっと例のごとく寝坊してるんでしょうね……はぁ」

　物憂げな表情は、深しん窓そうの佳か人じんの趣だ。ただし眼まな差ざしは鋭く、氷の刃やいばのようではあるが。

　すでに少女の脳裏では、他ほかならぬアリスとのデートに遅刻するという大罪を犯した者への処断について、幾種類ものシミュレーションが行われていた。

（……まったくもう。どう償つぐなわせてあげましょうか──ふふふふふ）

　口元は嗜し虐ぎやくの艶えん笑しように歪ゆがんでおり、誰にも聞き止められないほどの小さな声で、よからぬ妄もう想そうが漏もれている。

「ねぇ君、ちょっといいかな？」

　その時、アリスに唐とう突とつに声をかける者があった。

　盛り上がりつつあった妄想を途中で切られ、アリスはめんどうそうな目を声の主に向ける。

　長身の男性、それも中々整った顔付きだ。年は、アリスよりも幾分上だろうか。

　洗練されたファッションセンスといい、甘い声といい、一般的な女性の好みからすればかなり上級に分類されるだろう。

「驚いた。君さ、凄すごく可愛かわいいね」

「はい、それが何か」

　アリスはつんけんした声で即答した。何をいまさら当たり前のことを言っているのかと思う。

「うわ、凄すげぇ自信。まいったね。……ねえ、さっきからずっと立ってるよね、君。もしかして待ちぼうけしてる？」

　実は俺おれもなんだ、と男は頰ほおを搔かいた。

「ようするに、ナンパですか」

「そういうこと」

　悪びれずに男は白い歯を見せる。

　何度もこうやって女性を引っ掛けてきたのであろう経験と自負、そして爽さわやかな態度の裏側に、如何いかがわしい下心がアリスにはありありと透すけて見えた。ろくなものではない。

「せっかくですが、お断りします。待ち合わせ中ですから」

　アリスはまず、無難な文句ですげなく断ったのだが。

「そう言わずにさ。彼氏よりも、俺おれの方がよくない？」

「まさか。私の基準でいえば、貴方あなたなんか百点満点中、せいぜい二点ってとこでしょう」

　ごみくずですとアリスは言った。

　心底正直に答えただけなのに、何故なぜか男の顔色は目に見えて悪くなり、次に顔面全体を紅潮させ、あっという間に怒りの形ぎよう相そうに変へん貌ぼうした。

「……おまえ。あんま調子乗るなよ……！」

　色男はがらりと態度を変えて、低い声で絡からんできた。がらの悪い男に詰め寄られ、普通ならば怯ひるみ、涙なみだの一つも流す場面だろう。だがその時すでに男に興味をなくしていたアリスはまるで動じず、どこ吹く風と聞き流した。それどころか再び花時計を振り返り、時間を確認している有様だった。

「おい！　聞いてんのかよ……！」

　男は怒りのままに、肩かたを摑つかんでくるが、

「つっ……⁉」

　男の手を、アリスは勢いよく払った。体格のいい男性が痛みのあまり患かん部ぶを抑おさえて呻うめいてしまうほどの痛打を与えた上で、冷たい流し目で狼ろう藉ぜき者ものを睨にらみ付ける。

「お断りします、と言いました。汚きたならしい手で私に触ふれないでください」

　厳げん然ぜんと言ったものだ。大だいの男を逆に怯ませるほどの辛しん辣らつ極まる視線である。

（もうっ、こんなに私を待たせるから、ヘンなのが寄って来るんです）

　こういう時にタイミングよく現われて、男らしく助けてくれたりしたら……ちょっとは見直してあげるところなのに。

（あら、それはなかなか……悪くありませんね）

　アリスは自分の思いつきに、くすりと口くち端はを吊つり上げたのだが。

　その態度は、男の自尊心をさらに深々と傷つけたようだった。

「い、いい加減にしろよオマエ……！」

　男は少女の尊大な態度に怯みつつも、つまらない誇りを振り絞しぼり、殴なぐりかかってくる。

「ちょっと待ったっ！」

　果たして、完かん璧ぺきな間を持って助けは来た。

　拳けん打だがアリスに届く直前、庇かばうように人影が割り込む。

　颯さつ爽そうと登場したのは、華きや奢しやな瘦そう軀くを持つ黒くろ髪かみの少年だ。

「あら」

　アリスはこの嬉うれしい展開を、期待の眼まな差ざしで見守った。

「あうぅっ」

　だが両手を広げて立ち塞ふさがった少年は頰ほおに打撃を受け、少女の胸へ無ぶ様ざまに倒れ込んだ。

　アリスを助けるべく窮きゆう地ちに飛び込んできたのはいいが、彼は荒あら事ごとにはまったく向いていないのであった。

「いたたた……うぅ」

　彼の名は、鬼おに百合ゆり三み月つき。言わずもがな、アリスの待ち合わせの相手である。

「三月くん……貴方あなたって人は」

「あはは……ぼ、僕は大丈夫。アリスに怪け我ががなくて、よかった」

　精一杯強がった声で、庇かばった女の子を安心させようとする三月。

　だが、そんな健けな気げな少年に向かって、

「滅め茶ちや苦く茶ちや格好悪いんですけど。どうして貴方はそう、私の組み立てた素敵な予定を狂わせるんですか？」

　醒さめた半目になって、アリスは言った。

「えぇ……、そ、そんなこと言われても」

「ふん、三月くんなんかに期待した私が馬鹿でした」

　恐らく痛みではない理由で、三月は瞳ひとみを潤うるませた。

　そして彼は頰ほおを押さえながら身体からだを起こし、涙なみだながらに長身の男を仰あおぎ見る。

「あのう、ええと……今ので少しは気が済んでくれました？」

「な、なにい……？」

「……これ以上騒ぐとあそこの交番から人が来ちゃいますし……見逃して欲しいな、なんて、はは」

　暴漢と真まっ直すぐに相対し、へりくだった態度で許しを請う三月。

　その光景を見ながら、アリスはお腹なかがむかむかと煮えくりかえるのを実感していた。

（なんて……情けない……）

　アリスの怒りは碧へき眼がんから発射される視線に変換されて、三月の背後から男を串くし刺ざしにする。

　元より怯おびえの色を見せていた暴漢は、アリスの威圧だけで気勢を根ね刮こそぎにされてしまう。

「フン……！」

　男は苦し紛まぎれに鼻を鳴らして、逃げるように去っていった。

「ふぅっ……怖かったぁ」

　三月は胸に手を当てて息を吐はいた。途と轍てつもなく情けない姿である。

　もはやアリスは目を覆おおわんばかりだった。だというのに、すぐさま三月は気を取り直して、

「や、お待たせアリス」

　あっけらかんと言ったものだ。数秒前の無ぶ様ざまな姿など、最初からなかったかのような颯さつ爽そうたる態度だった。というかこれはアリスの予定どおり、暴漢から見事美少女を華か麗れいに救出して見せた人間が言うべき台詞せりふであろう。それを貴方が言いますかとアリスは思う。

　しかし、確かに、一応、最終的な結果だけを見るならば。

　同じことではあるのだけれど。

　三み月つきが来たことによって、暴漢は追い払われ、アリスは無傷のまま事態は収まったのだから。

「…………」

　釈しやく然ぜんとしないアリスだった。

「三月くんが来るのが遅かったせいで、変なのに絡からまれたじゃないですか。しかも何ですか、こんな格好悪い登場をして……ありえません、いきなり台無しです」

　辛しん辣らつな叱しつ責せきを放ちながら、アリスは傍かたわらのキャリートランクを無造作に摑つかんで、三月へ突き出した。

　これは無論、持て、ということである。

「重っ⁉　何が入ってるのさこれ……」

　ずしりと重い荷物を持たされた三月は、少しばかりふらついた。

「秘密です。女の子には必要なものが多いんですよ。あ、車輪に疵きずが付くから地面につけないようにしっかり持ってくださいね」

「え、ええ……？」

　三月は華きや奢しやな細ほそ腕うででトランク側面の持ち手を摑み、泣きそうな顔をする。

「と、ところでさ。遅いって言ってたけど、待ち合わせの時間って十時じゃなかったっけ？」

　彼は花時計を見ながら言った。

「よく時計を見てください。今はもう十時五分です。女の子を五分も待たせるなんて、最低ですね三月くんは」

　実は四十五分も前から待ってましたとは、さすがに言えないアリス。

　張り切って滅茶苦茶早く来てしまったなんて、そんな恥ずかしい勘かん違ちがいをされたくはない。

　そもそもアリスとのデートなのだから、その相手は待ち合わせ時間よりも一時間は早く来ているのが当然なのだ。

「途と轍てつもなく寛かん容ような私だからこそ、許してあげますけど」

　あげますけど、の『ど』を強く言って、アリスはさらに別の切り口から文句を述べ始めた。

「その格好」

「ん、何か変かな？」

　三月は少女のような美び貌ぼうの少年である。射干ぬば玉たまの黒くろ髪かみは男性にしては長く、身長もあまり高くないので、それらが彼の中性的な印象をさらに強めている。ほどよく小麦色に焼けた肌はだには、健康的な色気があった。そんな彼は、グレーのハーフズボンに半はん袖そでシャツという少年らしいラフなスタイルに、麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶっている。

「五十点」

　アリスは三月の服装を含めた容よう貌ぼうについて、自分の基準による点数を述べた。

「き……厳しいね」

「私の隣となりを歩くんですから、これでも甘すぎるくらいです」

「そうかなぁ」

「そうです」

　アリスは憮ぶ然ぜんと鼻を鳴らした。

　三み月つきの服装は別段周囲と比べて奇き妙みようなわけではないが、アリスの要求水準を満たすにはまったく足らない。やはり今日は、彼の服を見立ててやらなければとアリスは決意した。

　とくにこの、麦むぎ藁わら帽ぼう子しがよくない。確かに似合っているし、これはこれでいいものだとは思うのだが……いくら夏場だといっても、男の子がデートに麦藁帽子。これはまったくの論外だった。

「私と会うのにそんなもの被かぶってきて……虫取りにでも行くつもりですか？」

「うん、それもいいね」

　三月は目を煌きらめかせた。危険な兆ちよう候こうである。

　放置しておくと、ゴスロリ服で山や森に連行されかねない。

　アリスは嫌いやな顔をした。

「いや、でもさ、日射病予防にはいいんだよ、これ。特に今日なんかは日差しが強いから、帽子を被った方がいいって。ほら、貸してあげる」

　三月は持ち前のおせっかいを発揮して、麦藁帽子をアリスに被せた。

「ちょっと、やだ、止やめてください」

　アリスはかぶりを振って腕うでを伸ばし、三月を遠ざけた。しかし帽子が頭から落ちそうになったので仕方なく両手で押さえる。

「だからこの服には合わないっていつも言ってるのに……。そんなことよりほら、もう少し傍そばに来てください」

「え……？」

「早く」

　訝いぶかりながらも三月が言うとおりにすると、アリスは彼の頰ほおにそっと掌てのひらを当てた。

「わ……」

　三月は驚いたように瞠どう目もくし、固まってしまう。

　頰が熱を持っているのは、腫はれているからだとアリスは判断する。

「三月くん」

「な、なに……？」

「ありがとう、助けてくれて。──とっても格好悪かったですよ」

　アリスは意地悪そうに笑んで、麦藁帽子を三月の頭に被せてやった。




　花時計を出発した二人は、駅前から南に向かって延びるショッピングモールを歩いていた。

　三み月つきの頰ほおには湿しつ布ぷ薬が貼はられており、彼は片手に重そうなキャリートランクを持たされている。もちろん引き摺ずったりはしていない。

　トランクの側面ファスナーに腕うでを引っかけるようにして、可愛かわいらしいうさぎのぬいぐるみがちょこんと顔を出していた。洒落しやれた黒リボンを首に飾る彼の名前は、『ミトくん』という。

　その名も知れた大企業、『マーチヘアグループ』のマスコットキャラクターだ。

　どことなく三月に似ているミトくんは、つぶらな瞳ひとみを外に向け、少年の歩みに合わせて長い耳をぴょこぴょこと揺らしている。なんの変哲もないぬいぐるみであるはずの彼なのに、目の錯覚なのか怪奇現象なのか──とてもご機き嫌げんの様子だった。

　彼の主人である、ビスクドールめいた可か憐れんな容よう貌ぼうのアリスが歩いていると、道行く人々が時折はっと振り返る。

　その視線の幾つかは、三月に向けられたものだったかもしれないが。

「今日は暑いですね、少しカフェにでも入りますか」

　アリスは喉のどが渇かわいてきたので、飲み物を奢おごって欲しいという要求を率直に伝えてみた。

　けれど肝かん心じんの三月は、なんということか財さい布ふすら持っていないという。

「ごめんアリス。僕、六十円しか持ってないんだ」

「……じゃあ、この陽気の中、休きゆう憩けいもせずに歩き続けろっていうんですか？　ありえません。今すぐ私の乾きを何とかしてください」

「ええっと……そうだね」

　ハーフズボンのポケットから十円硬貨六枚を取り出した三月は、すまなそうに十円を掌てのひらに並べたあげく道みち端ばたの自販機を指差して、できればあと百八十円払って欲しいというような意味の言葉を吐はいた。

「はぁっ。甲か斐い性しようなしなんですね、三月くんは」

　多分に呆あきれの混じった溜ため息いきを吐ついたアリスは、これ以上ない止とどめの言葉を告げた。

「う、仕方ないだろう。僕の小こ遣づかい月に三千円なんだからさ。しかもアリス毎回僕にお金使わせるし……」

　この期ごに及んで言い訳をのたまい続ける情けない男。

「それでも私の婚約者ですか、まったく。この程度のお願い、ぱっと叶かなえてくれないと困ります」

　そう、実は三月とアリスは許婚いいなずけという関係にある。

　つまり、今の状況を改めて説明すると。

　久しぶりのデートということで街に繰り出した、将来を約束された二人。夏の休日に浮かれる町並みを歩きつつ、さて喉が渇いたからカフェにでも入って涼みながら談笑でもというところで、衝しよう撃げきの事実発覚。ダーリンは六十円しか持っていなかった。

　これは女の子としてへそを曲げてもいいところではないかとアリスは思う。

　けれどへそを曲げたところで喉が潤うるおされるわけでもないので、アリスはしぶしぶと手に持ったバッグから自分の財さい布ふを取り出した。クレジットカードが一枚。バスカードが一枚。ブティックのポイントカードが一、二、三、四枚。一円玉が二枚。五円玉が一枚。五十円玉が一枚。

　合計、全財産五十七円也。

「む……」

　言い訳をしておくと、別にアリスの家計が貧ひん窮きゆうしているとか、そういう事実はない。

　あまり現金を持ち歩く習慣がないだけだ。

　昨さつ今こん、クレジットカード一枚あれば大抵の店では事足りるのだから。

　とはいえ男女二人でカフェに入って、アリスが払うというのも嫌いやな構図である。

　デートでは男性が飲食代を負担するものなのだ、少なくともアリスのルールブックではそういうことになっている。しかし現状、喉のどが渇かわいているという事実は動かしようがない。自販機を眺めながら妥だ協きよう点を模も索さくし、答えを出した。

「仕方ありません。この瓶びんのもので妥協します」

　三み月つきの手から六十円を手に取ったアリスは、自分の持ち金と合わせて百十円を自販機に投入して、他ほかのジュースよりも十円安い瓶ジュースのボタンを連打した。

　がこん、と硝子ガラス瓶が落ちてくる。

　三月は、僕が六十円出したのだから六十円分は飲む権利があるのではないかと主張したが、アリスは断固譲ゆずらなかった。

「三月くんは、そこの公園で水道水でも飲んでください。これは私が一人で全部飲みます。絶対に一いつ滴てきも分けてあげません」

　ぷしゅ、とアリスがキャップを開けたところで、三月はなんでだよぉ、と情けない抗議の声を上げた。私は喉が渇いているんです冷たい炭酸が飲みたいんですと偽いつわらざる本音をぶつけてみると、三月は諦あきらめた様子で公園の水飲み場へ向かって悄しよう然ぜんと歩いていった。

「ふぅ……」

　アリスは、こくりこくりと炭酸飲料を嚥えん下かする。

　ショッピングモールの突き当たりにある市立公園はレストランやミュージックホール、美術館、博物館、記念館などを含み、市民グラウンドとプールに隣りん接せつする立派なものだ。

　デートスポットや親子連れのピクニックなどにもよく利用されている。

　アリスはゴミ箱に空き瓶を捨てると、三月の背を追う形で公園入口をまたいで進む。

　中央広場は何層かの段差を形成しており、最上段はちょっとした展望台のようになっている。

　眼下に広がるのは山側から流れる夜や光こう川がわ。対岸遠方には、少し離れて二つ並んだ観覧車を臨むことができる。片方は真新しく、片方は古い。

　アリスはその光景に、じっと見入ってしまう。

「お待たせ。……どうかしたの？」

　口をハンカチで拭ぬぐいながら、三月が戻ってくる。

「……いいえ、なんでも。ところで今日はこれからどこに？」

「うん、市民グラウンドの方に行ってみようかと思ってる。今日、リトルリーグの試合があるって聞いたから。ほら、僕が昔入ってたチームなんだけど」

「野球観戦ですか……ふうん」

　視線だけで市民グラウンドの方を見み遣やり、アリスは気のない返事をする。

（正直、興味ないんですけれど……）

　しかし三み月つきが思いつくデートプランなど、所しよ詮せんこの程度のものだろう。彼なりに頑がん張ばって考えた結果なのだろうから、特に異存はない。まだ時間はあることだし。もっとぶっちゃけると予算もないし。

「ええと……気に入らなかった？」

　三月は不安そうだ。また文句を言われるのではないかという恐れが、表情から窺うかがえる。

　アリスは遠えん慮りよなく文句を述べた。

「それっぽくないですよね。別に駄だ目めとはいいませんけど」

「……それ、って？」

　三月は、落ち込んだ声で答えにくいことを問うてくる。

　そんなこと、言わなくても分かりそうなものなのに。

「それは、その……二人でこうやって、一緒に……分かるでしょう？」

　アリスは口ごもりながらも、何とか伝えようとする。

「え、ええっと」

　それでこちらが言わんとすることを理解してくれたのか、気を取り直した様子の三月は、きょろきょろと周囲を見渡し始めた。

　休日の公園には、幾組かのカップルが見られる。

　三月は彼らをしばし観察し、腕うでを組んで歩いている仲なか睦むつまじい二人連れを指差した。

「それっぽくって、あんな感じなのかなあ……？」

「な……⁉　ば、馬鹿じゃないですかっ⁉　事には順番というものがあるんです！　あんな高等テクニックは私たちには早すぎます！」

　アリスはお嬢じよう様さまらしからぬ大声を上げて喝かつ破ぱした。

　理想の令嬢を目指すアリスにとって、恋愛関係の諸もろ々もろは数少ない弱点の一つである。

　九く条じよう院いん家令嬢の心得に従って、婚約者との誠実かつ堅実な関係進しん捗ちよくのプランを立てているアリスだが、想定以上の事態には対応しきれず狼ろう狽ばいしてしまうのだ。

　本来アリスとしては、今日は手を繫つなぐくらいのレベルでよしというところだったのに。

　それを一いつ足そく飛びに『腕を組む』などと……

（なんという破は廉れん恥ちな……け、けしからんことです）

「……？」

　三み月つきは不思議そうに首を傾げた。彼はアリスとは違う意味で恋愛関係には疎うといというか、適当というか……奇き妙みような天然さを発揮する奴やつなのだった。

「まあいいや。じゃあ、そろそろ行こうか」

　三月はごく自然に手を延ばし、

「あっ……」
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　掌てのひらに触ふれる柔やわらかい感触。

　小麦色に焼けた女の子みたいに華きや奢しやな手が、アリスの手をきゅっと握る。

　三月はアリスの手を引いて、熱気漂ただようグラウンドへと早足で歩いていく。

「よ……予定通りです、問題ありません」

　アリスは頰ほおを紅潮させて、小さく呟つぶやいたのだった。




　　　　　　†




　子供たちの試合は中々の好勝負だった。三月の応援している青いユニフォームのチームが一点ビハインドで最終回を迎え、タイムリーヒットでサヨナラ逆転勝利を決めた。

　喜びを抱ほう擁ようで表現しようとする三月を片かた腕うでで引き離しつつ、アリスは切り出す。

「そろそろランチにしませんか」

「そうだね。じゃあ家に帰って食べようか？　婆ばあちゃんがお昼ご飯はん用意してると思うし」

「初めからそのつもりだったんですね、三み月つきくんは。たまには二人で外食しようとか、そういう甲か斐い性しようはまったくないんですね」

「うっ……ご、ごめん」

　大企業の跡あと取とりの台詞せりふじゃないですよね、とアリスは内心で嘆たん息そくした。

　そう、鬼おに百合ゆり三月の父親は件くだんのマーチヘアグループの経営者なのだ。そうでもなければ名家に名を連ねる九く条じよう院いん家の令れい嬢じようであるアリスと、婚約なんて話が挙あがるはずもない。

　すなわち、将来は社長婦人というのがアリスの予定なのだ。

　だというのに三月は、父の跡を継ぐつもりはないなんて馬鹿なことを言っている。

　三月くんそれは詐さ欺ぎですと何度言って聞かせてもまったく聞く耳を持ってくれない。

　……まあ、彼の夢は数年おきくらいの間かん隔かくでころころ変わるので、あまりアテにはならないのだが。

　先日聞いた時には祖父のような帽ぼう子し屋やになりたいとか、たわけたことを吐ぬかしていた。

　彼の祖父は帽子造り専門の職人で、月つき城しろ町の東にある商店街に小さな店を構えている。海外に在住する多忙な両親に代わり、三月の親代わりをしているのが彼の祖父母というわけだ。

　三月の祖父母にはアリスも非常にお世話になっているが、それとこれとは話が別だった。

　九条院アリスともあろうものをちっぽけな個人商店の嫁よめにしようなどと、ふざけるのも大たい概がいにしろというのだ。

（はぁ……）

　溜ため息いき。

　アリスは食事の件を解決すべく、三月から見えぬよう背を向けた上で、秘密のトランクを開けた。キャリートランクの中には、さまざまな乙女おとめの秘密道具が詰まっている。

「こんなこともあろうかと、持ってきて正解でした」

　アリスはトランクからランチボックスを取り出して、膝ひざの上に広げた。

「わっ、凄すごい。美味おいしそう」

「ふふ、当然です」

　三月の感嘆に気をよくし、顔の前で指を振るアリス。

　絶対にこういう展開になるであろうと予想が付いていたので、あらかじめ昼食を用意してきたのだった。ランチボックスには、様々な具を挟はさんだサンドイッチが、一口サイズに四角くカットされて並んでいる。手間と時間をたっぷりかけた自信作である。

「じゃあ私が食べ終わるまで、少し待っていてくださいね」

　婚約者を放置して食事を始めようとするアリスの横で、三月が不思議そうな顔になった。

「……あれ、僕の分は？」

「ありません。何を期待しているんですか？」

　少年の顔を流し見て、アリスはさも嬉うれしそうに口元を歪ゆがめる。

　しゅんとしてしまう三み月つき。

「あの……お願いだから、ちょっとだけ分けてくれない？」

「駄だ目めです」

「……どうしても？」

「そんな声出したって駄目です。あげません」

「アリスのサンドイッチ、食べたいなあ……」

　空腹を抱かかえ、三月は訴えるような上うわ目め遣づかいの視線を発射した。自覚のない、しかし破壊力満天の表情がアリスを襲う。

「……ぅ」

（ず、ずるいです……もうっ）

　反則的な瞳ひとみで見詰められると、くらくらと目め眩まいがして、妙みような気分になってしまいそう。

「し、仕方ないですね。トマトサンドなら分けてあげてもいいですけど」

「え……いや、僕野菜はちょっと」

（自分でせがんでおいて、やっぱりそういうことを言うんですね──）

　そう、こいつは極度の野菜嫌ぎらいなのだ。自ら料理を作り栄養管理を徹底しているアリスにとって、三月の偏へん食しよくはこの腕うでに挑戦されているようなものだ。こういう機会に好き嫌いを解消してやるのも、婚約者の務めというものだろう。

　──と、そんな口実を脳裏に構築したわりに、アリスの表情は嬉しそうだったのだが。

「へえ、可愛かわいい婚約者の手作り料理が食べられないというんですね、三月くんは。ふふ、そんな極ごく悪あく非ひ道どうがこの世界でまかり通ると本当に思っているとしたら、それはあまりにも無知蒙もう昧まいというものですよ？」

　アリスは右手で三月の頰ほおを挟はさみ込み、むりやり口を開かせた。

　そして空あいている利き手でトマトサンドを摑つかんで、口の中に放り入れる。

　そこまでしてようやく三月は観念したらしく涙なみだ目めでサンドイッチを咀そ嚼しやくし、ごくんと喉のどを鳴らして飲み込んだ。

「やだ……少し照れますね」

「今のアイアンクローのどこに、照れる要素が……？」

　アリスは極上の笑みで、今度はサラダマリネサンドを摑んだ。

「……いやごめん、僕が悪かったよ」

　厳おごそかに首を振るアリス。

「こんなに素敵な婚約者に、お弁当を手ずから食べさせてもらえるなんて。三月くんは、なんて果か報ほう者ものなんでしょうね。存分に感謝するといいですよ」

　アリスの小さな掌てのひらが、にぎにぎと開閉しながら三月に迫る。

　ここに至って彼に許された選せん択たく肢しはたった一つ。

　黙って口を開けるしかなかった。




　小食なアリスが一人で食べ切るにはかなり量が多いサンドイッチは、結局二人で半分ずつ食べることになった。これはあくまでアリスが作る分量を間違えた結果であって、別に三み月つきのためにわざわざ早起きして、高価で新鮮な食材を使って一生懸けん命めいたくさん作ってあげたというような事実は一切ない。そこは勘かん違ちがいしてほしくない大事な点である。

（ほ、本当ですからねっ）

　ともあれアリスたちは今、食事を摂とりながら談笑をしていた。

「それで、なんでそんなに金欠なんですか三月くんは。週末に二丁目の介護施設でアルバイトをしているのは、もうお見通しなんですよ？」

　アリスは三月をちょっと困らせてやるつもりで、そんなことを言ってみた。

　実は、聞くまでもなくその理由には心当たりがある。そう、あと幾日もなくアリスの誕生日がくる。だから三月はアリスに隠れて、こっそりとプレゼントを購入するお金を貯ためていたに違いないのだ。

「あれ、知ってたのアリス」

「もちろんです。貴方あなたのことで、私に知らないことなんてありません」

　なかなか可愛かわいいところがあるじゃないですか、と内心ほくそ笑んだアリスだったが。

「でも、あれはボランティアだよ？」

「ボ、ボランティア？　それってまさか……お金がもらえないということですか？」

　アリスはやや声を震わせながら言った。

「そりゃもらえないよ。だって僕はお手伝いを『やらせてもらっている』わけだから」

　予想外の返答に、アリスは狼ろう狽ばいする。

「介護施設の下働きを……無む償しようでやっているというんですか？　何のために？　そんなの、三月くんには何の得にもならないのに」

　そうでもないよ、と三月は照れたように鼻を搔かいた。

「施設にいるお爺じいちゃんとかお婆ばあちゃんの話し相手をしたり、ちょっとした買い物を頼まれたり、掃除をしたり。そんな大したことはしてないんだけどさ……それでも、喜んでもらえると嬉うれしいから。それって、ボランティアの報ほう酬しゆうって言わないかな？」

　言いませんとアリスは断定した。

「報酬とはマネーです。お金がなければ洋服も指輪も買えません。それとも、誰かの笑顔が私の身を飾ってくれるとでも？」

　お嬢じよう様さまらしからぬ俗物っぷりを発揮して、とうとうと持論を展開するアリスに対し、でもさぁと三月は反論する。

「そもそもアリスはどうして洋服や指輪を買うのさ。色々あるんだろうけど、最終的には『嬉うれしい』からだよね」

　ほら、同じじゃないかと彼は主張する。

「納得できません。そんなの三み月つきくんだけです」

「うん、だから僕のことだよ？」

　確かに……三月にとっては同じことなのかもしれない。彼は『他人の笑顔』なんていう、価値なんてあるのかないのか分からないような曖あい昧まいなもので、心底から幸せに浸ることができるという奇き特とくな特技の持主なのだ。そういうのを世間では、お人好しとか馬鹿とか言うのである。

　別に蔑さげすむわけではないけれど、利用されやすい質たちではあるのだろう。

　こんな奴やつを一人にしておいたら、どんどんいいように使われるに決まっているのだ。

（そんなのは駄だ目めです。三月くんをいいように使っていいのは、私だけなんですから）

　だから、アリスは三月の隣となりにいて、見張っていてやらなければいけないのだ。

　仕方ないから。

「──でも、それじゃあ私の誕生日はどうなるんですか⁉」

　わりと本気でアリスは怒った。こういうことはあくまで三月から言い出すべきなのに、誕生日という単語を自ら口にせざるを得なかったこの無念を、どうすればいいのだろう。

　同じ状況に立たされた女の子なら、みんな怒るのではなかろうか。

　なのに三月はこともあろうに、

「え……誕生日？」

　なんて疑問形で言ったのだ。

「ああ、もうすぐアリスの誕生日かぁ。うん、そう言えばそうだったね」

「へぇ……婚約者の誕生日に対しての台詞せりふが『そう言えばそうだったね』なんですね三月くんは。それは誕生日プレゼントを用意していないと解釈しても？」

　詰め寄るアリスに脅きよう威いを感じたのか、三月はぶんぶんと首を振った。

「いや、いやいやいや。ちゃんと用意してるよ？　そりゃあほとんどお金は掛けられなかったけどさ、こういうのって気持ちが大切だと僕なんかは思うんだ。まぁ、期待しててよ」

（明らかに忘れてたっぽいんですけど……大丈夫でしょうか）

　胸を張って自信ありげな三月の姿を見て、しかしアリスはかなりの不安を感じていた。
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　三月はアクセサリーショップにて、婚約者の買い物に付き合わされていた。

「これ、ちょっといいと思いませんか？」

「えっ？」

　アリスが胸のあたりにあてたのは、いったい幾らするのか想像も付かないくらい大量の宝石が散りばめられた見るからに高価そうなチョーカーだ。

「うわ、アリス……それ、どこから持ってきたの？」

「ちゃんと試着許可はいただきました。お得意さまですから、私。それより感想を聞いているんです。買おうかどうか迷っているんですから、ちゃんと答えてください」

　なんて恐ろしいことを、と三み月つきは怯ひるむ。確かに離れて暮らす彼の両親は金持ちではあるのだけれど、三月自身の金銭感覚は一般家庭よりもむしろ低いくらいである。

「た、高そうだね」

　だから、咄とつ嗟さに出てきた言葉はこれだった。

　アリスは沈黙したまま、三月をじろりと横目で眇すがめ見てくる。何か間違っただろうかと三月は狼ろう狽ばいし、彼なりに思案した結果として次の台詞せりふを放った。

「えぇと……うん、いいんじゃないかな、凄すごく」

「……ふん、貴方あなたに聞いた私が馬鹿でしたね」

　しっかり褒ほめたはずなのに、なぜかアリスは非常に機き嫌げんを悪くしてしまったようだった。

　結局何も購入することなく、彼女はすたすたと早足で店外へと歩いていってしまう。

「ア、アリス、ちょっと待ってよ！」

　慌あわてて黒いスカートのお尻しりを追いかけていく三月。

（な、なんで怒ってるんだろう……？）

　以前似たようなことを聞かれたとき、三月は「アリスには似合わないね」と明めい瞭りように答えたのだったが、そのときは酷ひどい目に遭あったものだ。だからきっと褒めて欲しかったんだろうなと思い、反省して次はアリスが何を持ってきても、ちゃんと褒めようと決めていたのに。

　何がまずかったのだろうか。

　確かに、値段について言げん及きゆうしたのは失敗だったかもしれない。

　それは三月にも分かる。

　だけど、その後で改めてちゃんと褒めたのに。それなのに何故なぜ火に油を注ぐような結果になってしまったのか──

（？？？）

　やはり女の子の思考というものは、複雑怪奇極まりないものだと思う。

　三月にはさっぱり理解ができない。

　彼はすぐにアリスの後を追ったものの、休日のショッピングモールには人通りが多く、重い荷物を抱かかえた身ではなかなか追いつくことができず──律りち儀ぎにも、言いつけどおりキャリートランクを地面に引き摺ずったりしてはいない──そのうちに隣となり町まちとの境界となる交差点にまで来てしまった。

　三月の前をずんずん怒りのオーラを振りまきながら歩いていくアリスは、交差点へと入っていってしまう。

　歩行者信号はすでに点灯を終え、赤へと変わりつつあったというのに。




「あっ⁉」




　三み月つきは叫ぶや、荷物を放り投げて駆かけ出した。信号を無視して横断歩道を渡るアリスの右手から、乱暴な運転で速度を緩ゆるめず走ってくる車両が見えたからだ。

「アリス危あぶないっ！」

「きゃ……⁉」

　三月はアリスを突き飛ばして安全地帯まで押し出したが──自分はその場で前のめりに倒れてしまった。生命の危機に瀕ひんし、感覚だけが加速して一瞬がスローモーションで流れていく。

（あ……やば）

　ゆっくりと、しかし絶対に避けられぬ速度で迫る車両を顧かえりみて、三月は目を閉じた。

　しかし次の瞬間彼が感じたのは激痛ではなく、奇妙な浮遊感だった。いきなり疾しつ走そうするジェットコースターの中へと放り込まれたような、水平方向のＧが全身にかかる。

「うわ……っ！」

　何が起こったのか分からなかった。

「え……っ」

　気付くとそこは、交差点からずいぶん離れた植え込みの中だった。

　横断歩道の真ん中に倒れていたはずの三月は、この一瞬の間に、十メートル以上の距離を飛び越えた位置で尻しり餅もちを着いていた。草がクッションになったためか、痛みはない。

　彼は平へい衡こう感覚がおかしくなってふらつく頭を手で押さえながら、辛かろうじて立ち上がった。

「な、なんで……？」

　答えを求めるように周囲を見渡すが、道行く人々は突然植え込みから現われた少年を見ても、一瞬怪け訝げんそうな視線を向けるだけで、すぐに興味を失って通り過ぎて行くばかり。

　とても不思議な出来事だった。

「三月くん」

「アリス……？」

　いつの間にかアリスは、三月の目の前にいた。

「怪け我がはありませんか？」

「うん……大丈夫。だけど──」

「じゃあ行きましょう」

　三月の言葉を遮さえぎるように、アリスは有無を言わせぬ口調でそう言った。

「あ……でも、荷物が」

「ここです」

　即座に差し出されたのは、放り投げたはずのトランク。アリスから荷物を渡されて、三み月つきは余計に頭が混乱してきた。

「え……？　ど、どうして……」

「いいんです、もう行きましょう」

　アリスは踵きびすを返し、すたすたと歩き去ってしまう。

「ま、待ってよ……！」

　それ以上何を言っても彼女は振り返ることもなく、無言で三月の先を早足で歩いていく。

　そのまま一分あまりも歩き続け……ようやくアリスは足を止めた。

　彼女は勢いよく振り返り、三月を睨にらみ付けるようにして、言う。

「あんなこと、二度としないでください」

（あ……）

　その表情を見て、三月は気付いた。

　アリスが自分のことを、とても心配してくれたのだということを。

「ごめん」

　だから頷うなずかず、違う意味を込めて、彼は真しん摯しな気持ちで詫わびた。

　あんなこと、二度としないでください──アリスはそう言うけれど、そんなことはとても約束できないから。きっと同じ状況に立てば、三月は何度だって同じ行動を繰り返す。

「ねぇ、アリス」

「なんですか」

　アリスは目を逸そらし、小さな声で答える。その不自然な態度に、三月は当然気付いていたが。

「次はどこに行こうか？」

　何事もなかったように笑って見せた。実際、さっきの不思議な出来事は、もう忘れているも同然だった。

　もっと大事なことが、目の前にあったから。

「…………は」

　何故なぜかアリスは安心したように息を吐はき、

「もちろん、ショッピングを続けましょう。覚かく悟ごしてくださいね。これから貴方あなたにコーディネイトというものを、キッチリしつけてあげますから」

　三月が望んだとおりの、不敵な笑顔を見せてくれた。
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　　　第二章　皇城学院の日常







　気付くと、アリスは夜の遊園地に立っていた。

　水晶のお城、メリーゴーランド、コーヒーカップ、ジェットコースター、お化け屋敷。

　そして大観覧車──鮮やかにライトアップされた夜景は満天に広がる星々のごとく煌きらびやかで、夢の世界に迷い込んだような錯さつ覚かくさえ感じるほどだ。

　光り輝く夢幻の楽園。夜や光こう川がわ遊園地は、市の南部にあるアミューズメントパークである。

　アリスの周りは、クラシカルなタイル張りの広場になっている。

　すぐ傍そばにあるのは『女神の噴ふん水すい』

　名前のとおり、噴水の中心に月の女神を模した石像が佇ちよ立りつし、像の足下から月光を含んだ水がきらきらと輝きながら流れていく。

　水面には揺らめく満月が映っていた。

（あれ……？）

「どうしたの、アリス？」

　ん？　と隣となりからアリスの顔を覗のぞき込んでくるのは、

「三み月つきくん……いえ、その……私たち、どうしてここにいるんですか？」

「なに言ってるんだよ。今日は、アリスの誕生日じゃないか」

「えっ……？　そ、そうでしたっけ？」

「そうだよ。へんなアリス」

　くすくすと微笑する三月。

　そうだった。どうして忘れていたんだろう。

　不思議になってしまうくらいあっさりと、ここに至るまでの経けい緯いを思い出すことができた。

　そう、今夜はアリスの十五歳さいになる誕生日だった。

　だから二人はこの場所へとやってきたのだ。祝うために、デートのために。

（……なんだか緊張しちゃいますね）

　アリスはきゅっと両手を握りしめて俯うつむいた。頰ほおは紅潮し、心臓はばくばくと破は裂れつしそうなほどに脈打っている。

　──この遊園地は、アリスにとって特別な『想い出の場所』だった。

　以前にも一度だけ、両親に連れられて来たことがある。

　物心がついたばかりの、ほんとうに幼おさない頃……父と母の間に入って、三人で手を繫つないで。

　そうして幼いアリスは両親を引き摺ずるようにして、一日中無む邪じや気きにはしゃぎまわったものだ。

　その時、母の胸に抱だかれながら、教えてもらった。

　この場所はママとパパの想い出の場所なのよ、と。

　母が十五歳の時──渋しぶる父を誕生日だからという名目で半ば強引に誘い出し、女神の噴水の前で愛を告白したのだそうだ。

　それに対する父の返答は──確かに聞いたはずなのに、どうしてか忘れてしまったけれど。

　満天の星々と月の下、女神の前で誓ちかわれる愛。

　なんてロマンティックで素す敵てきな光景だろうか。

　幼いながらも、アリスは両親の馴なれ初そめに強く憧あこがれたのである。

　そして夢見た。いつか私も十五歳になったら、きっと好きな人と一緒に、ここに来ようと。

「はぁ……」

　うっとりと溜ため息いきを吐つく。

「またぼうっとしてる……なんだか顔も赤いし……熱でもあるの？」

　はっと気付けば、三月の心配そうな顔が間近にある。彼は掌てのひらを伸ばし、アリスの額ひたいに当てた。

　い、という言葉にならぬ声を出し、アリスは仰のけ反ぞってしまう。

「だ、大丈夫ですから……」

「ならいいけど」

　十五歳の誕生日──こうして将来を約束された婚約者と一緒に来ることができたのだから、夢の半分は叶かなったわけだ。だけど別に、愛の告白をするつもりなんてない。

　早熟だった母とは違い、そういう愛だの恋だのは、まだ二人には早すぎると思うから。

　だから、今夜夢見た場所へ来ることができたというそれだけで、アリスは満足だった。

「誕生日おめでとう、アリス」

　夢に思い描いていたとおりのシチュエーション。しかし相手が今の三み月つきでは、若じやつ干かん役に力量が足りていない。

　彼がアリスに相応ふさわしい紳しん士しに成長するまでには、まだまだ時が必要だろうから。

（今日のところは、今の三月くんで我慢してあげます……）

　そう思うアリスだったが……状況による錯覚なのか、目の前の少年は普段よりもずっとアリスの理想に近いように思えた。元々姿すがた形かたちは及第以上なのだ。ファッションセンスが悪かったり、いいところで妙みようなことを口走ったり、情けない姿を晒さらしたり、配はい慮りよのない態度を取ったりしなければ──ほら、こんなにも。

　こんなにも……なんだというのか。

（ば、ばか……何を考えて）

　赤面した顔を隠すように、さっと俯うつむいたアリス。その首に、そっと鎖くさりがかけられる。

「え……？」

　それは、精せい緻ちな意い匠しように宝石を塗まぶしたチョーカー。

　アリスの好みにぴったり嵌はまっており、まるで自分自身が幾いく重えにも吟ぎん味みを重ねて選び出したような──いや、むしろ理想の形がそのまま具現化したような、非の打ち所がない品物だった。

　アリスはチョーカーを掌てのひらに載のせて、わ……と蕩とろけるような息を吐はいた。

「これは？」

「もちろん、誕生日プレゼント。……気に入ってくれた？」

「…………はい。ありがとう、三月くん」

　自分でも吃驚びつくりしてしまうほど、素直にお礼が言えた。いつもの三月なら、ここで変なプレゼントを取り出したりしてロマンティックな気分を台無しにしてくれるところなのに。

　さっきだって、せっかくアクセサリーの感想を聞いているのに、三月ときたらとにかく褒ほめればいいとでも思ったのだろう、適当なことを言ってアリスを怒らせてくれたのだ。

　……いまだかつて、こんなに思いどおりの展開になったことがあっただろうか。

　思いがけず、いい雰囲気である。

　夢のようだ。

（いつもこうだったら……そうしたら、私だって……）

「アリス……」

　両りよう肩かたに手を置かれて、アリスはびくっと俯いていた顔を上げた。

「いい……よね……？」

　段々と、少年の顔が近付いてくる。

「えっ、三み月つきくん……？　ええっ……⁉」

　透すき通るような黒こく瞳どうが潤うるみを帯びて、青せい瞳どうを見詰めてくる。

　二人のシルエットは少しずつ重なり合い、そして──
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「ちょ、調子に乗りすぎですっ！」

　スナップを利かせた平手打ちは確かに三月の頰ほおを直撃したはずなのに、しかし手て応ごたえは感じられず空を切った。

（あれ？）

　靄もやがかかったようにぼやけた視界には遊園地の夜景ではなく、豪ごう奢しやな天てん蓋がいが映っている。

　アリスが寝ているのは、自室の寝台だ。とすると、今までのことは全部、

（な、なんだ……夢ですか。そっ、そんなことだろうと思いましたけどっ！）

　だって三月があんなにセンスがいいはずはないし、積極的なはずもないのだ。

「ふぅっ」

　アリスの息は荒い。薄い生き地じのパジャマは、汗でじっとりと湿ってしまっている。

　頰は羞しゆう恥ちのために紅潮して、頭の中は溶よう岩がんみたいにグツグツ煮立っていた。

　そう……今日は誕生日などではなかった。

　昨日きのう、三月とはあの後デパートや服飾品店を巡めぐり、一時間ほど買い物をしてから帰ってきた。

　もちろん特別なことは何もなく、いつものとおり別れただけだ。なのに、

（まったく……なんだってあんな夢を見てるんですか、私は）

　アリスは身体からだを起こし、胸に手を当てた。

　心臓が痛いくらいにどきどきしている。

「……⁉」

　その時。鼻の下に、つぅっと異様な感触が。

　そして唇くちびるから、錆さび鉄てつの味が伝わってくる。

（ま、まさか……）

　スタンドミラーを片手に、アリスは愕がく然ぜんと信じられない光景を見た。

　鼻血である。

　白いパジャマの胸元にも、赤い染みがついてしまっていた。

「そんな、なんという……あああ……っ」

　勢いよく溢あふれ出てくるものをティッシュペーパーで押し留とどめるお嬢じよう様さまの図。

　九く条じよう院いん家の令嬢として、ありえない無ぶ様ざまさだった。

　妙みような夢を見たことといい、無意識のうちに欲求不満になっているのだろうか。

「なっ、違……⁉」

　直前の考えを全力で否定する。アリスは貞てい淑しゆくたる乙女おとめなのであり、そんないかがわしい煩ぼん悩のうとは無縁なのであり、こんなはしたないイベントは悪い夢か何かなのである。

　夢というフレーズが、アリスの思考を飛ひ躍やくさせた。

「ふん…………夢、ですか」

　アリスはティッシュで鼻を押さえ、涙なみだ目めで呟つぶやく。

　叶かなったと思った夢は、やはり夢でしかなかった。当然だ、現実では夜や光こう川がわ遊園地はすでに閉へい鎖さされ、取り壊こわしを待つばかりの廃はい墟きよと化しているのだから。

　昨日きのうは結局言い出せなかったけれど、次の休日、アリスの誕生日に三み月つきと二人で行こうと計画を立てているのは、想い出の場所から少し離れたところにある、まだ新しいアミューズメントパークである。だから、どうやったって夢のとおりのシチュエーションになるはずはない。

「ん……」

　安心したような、残念なような、複雑な気分だった。

「……そろそろ起きましょう」

　軽く頭を振って眠ねむ気けを飛ばす。壁時計の針は七時ちょうどを指し示している。

　休日は終わり、今日は月曜日。

　学校が始まる。
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　アリスが通う学校は、駅前から延びる大通りの坂道沿い、高級住宅街の中にある。

　道順としては九く条じよう院いん邸てい前の坂を南西に下って大通りに入り、その後さらに南へと下っていくというものだ。

　高低差の大きい町の特性上、自転車通学をする生徒は少ない。

　閑かん静せいな町並みには、やはり徒歩が相応ふさわしいと思う。

　三月の家はもっと東の方にあるので、彼とアリスは登校路の途中で待ち合わせをしている。

　学校まで残り二百メートルほどの地点にある交差点、そこがクラスメイトたちとの合流地点。

　いつの間にかそういう風ふうに決まっていた。

　周囲を歩く他ほかの生徒たち同様、アリスは夏用の制服を着用している。

　白い半はん袖そでブラウスと、チェックのプリーツスカートだ。アリスは鞄かばんを前に提さげ持ち、すっと姿勢良く佇ちよ立りつしている。名門学院の生徒として非の打ち所がない立ち姿である。

「残り三分」

　携帯電話の時刻表示を見ながらアリスは言った。

　朝が弱い三み月つきにずるずると付き合っていたら遅刻常習者になってしまうので、始業の鐘が鳴る十五分前までしか待たないと決めてある。どうもこの分だと、三月は本日の遅刻者名簿に名を連ねることになりそうだった。

　そんなことを考えていると、学生寮方面からクラスメイトの二人連れがやってきた。

「よう、おはよう九く条じよう院いん」

「おはよう、九条院さん」

「おはようございます、誠人まことくん、怜れい奈なさん」

　挨あい拶さつを交わす。

「ふん、三月はまだ来てねえようだな」

　仕方のねえ奴やつだ、と鼻を鳴らしたのは桐きり山やま誠人。背の低い、黒くろ髪かみの少年だ。

　やや乱暴な口調と鋭い三さん白ぱく眼がんが特徴だが、見た目に反して面倒見のいい誠実な人間である。

　成績優秀、生徒教師からの評判もすこぶるよく、クラスでは委員長を務めている。

「ええ、この分だと今日も遅刻みたいですね。また寝坊でしょう。構うことはありません、見捨てて先に行きましょう」

「冷たいことを言う。君らは恋人同士なのだから、毎朝起こしに行けばいいではないか」

　脱力を誘う抑よく揚ようのない声。無表情。常時半目気味の大きな瞳ひとみ。栗くり色いろのセミロングヘア。

　男性のような口調で喋しやべる彼女は、宮みや田た怜奈。背の高い、モデルのような体型の少女である。

「……別に恋人じゃありません。ただの婚約者です」

「君は奇き妙みような台詞せりふを言っているぞ。わたしの感覚では、婚約者は恋人同士よりも深い関係だ」

「それは誤った認識です。そうではない場合もあります」

「そうだな。そうではない場合もあるな」

　怜奈は表情を動かさずに言った。

　彼女がときたま口にする意味深な台詞が、アリスは苦手だった。

「ちなみに誠人は毎朝わたしを起こしに来てくれる。朝の女子寮への入室許可を特例で取り付けてまでだ。この素敵な状況を、九条院さんはどう思う？」

「怜奈さんが、風紀委員の癖くせに遅刻常習者ブラックリストに載のったからじゃないですか？」

「そのとおりだバカ野や郎ろう、あんま世話かけんじゃねえよ」

　鞄かばんを左肩かたに背負った体勢で怜奈を見上げ、低い声で至し極ごく迷めい惑わくそうに言った誠人だが。

「そんなに照れることはないのにな、可愛かわいい奴め」

「頭を撫なでるな頭を……！」

　怜奈には誠人の日本語がまったく通じていない。何か大きな勘かん違ちがいをしている様子だった。

「やれやれです……」

　友人たちの擦すれ違い恋愛模様を俯ふ瞰かん視点で眺めながら、アリスは肩をすくめて吐と息いき。

「二、一、零ゼロ。──時間です、行きましょうか」

　カウントダウンを終え、アリスは踵きびすを返す。

　アリスを待たせていた不ふ埒らち者ものの声が聞こえてきたのは、ちょうどその時だ。

「ま、待ってよ……！」

　声がした方向を流し見れば、鞄かばんを脇わきに抱かかえた三み月つきが全力疾しつ走そうしてくるところだった。

「はぁ……はぁ……おはよ」

「おはようございます。遅いですよ三月くん、前々からねぼすけでしたけど、最近さらに酷ひどくなってます。──釈しやく明めいがあるなら聞きますが？」

「ごめん。昨夜ゆうべ夜中まで起きてたから……つい夢中になっちゃって」

　アリスの視線に突き刺され、三月は両手を拝おがむようにして謝った。

（？　三月くん、夜中までいったい何を……？）

　絆ばん創そう膏こうが貼はられている三月の両手を見て、アリスは首を傾げる。

「つい夢中になっちゃって？　それは言い訳だ鬼おに百合ゆり君。君と一緒に夜中まで夢中になっちゃった九く条じよう院いんさんは、こうして寝坊もせず元気に登校しているではないか」

　怜れい奈なは委員長の頭を撫なでる手を止めて、意味深に呟つぶやいた。

　手慣れた様子で誠人まことは無視、三月はきょとんと目を大きくし、アリスは赤面して半目になる。
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「す、素敵な妄もう想そうですね怜奈さん。バカ野や郎ろうってなじってもいいですか？」

　怜奈の破は廉れん恥ちな言動に錯さく乱らんしかけるが、なんとか持ち直す。危あぶなかった。

「残念ながら、わたしは言葉責めで悦よろこぶようなスキルを獲得していない。誠人まことも君も、どうもその辺に勘かん違ちがいがあるようだな。再認識するといい、わたしはマゾではないと」

　怜れい奈なは瞑めい目もくして、発育のいい胸に片手を当てた。

　アリスは死んだ魚の目で振り返り、ずきずきしてきた頭を押さえながら、言う。

「手に負えません。誠人くん、通訳をお願いします」

「簡単な怜奈語の翻訳法を教えてやるよ。コイツの言っていることが分からなくなったら、その時は常に『わたしはバカ野や郎ろうです』と言ってると思え。それで大体間違いないから」

　アリスは、なるほど、と得心した。さすがは委員長、適切な助言である。

「よく分からないけど、怜奈は何か勘違いしてると思うよ？」

「そうか」

　三み月つきの言葉に、怜奈は素直に頷うなずいた。この二人はどうも天然同士通ずるものがあるらしく、非常に仲がいい。

　一行は学校の正門を目指し、歩き始めた。

「とすると、君は昨さく夜や何をしていたんだ？」

　三月に向かって改めて問う怜奈。

「うん、実はさ」

「待て、言うな。当てる」

　隣を歩く三月の言葉を掌てのひらで止めて、怜奈は己の推測を確定事項のように述べ始めた。

「深夜アニメの視聴もいい、しかし次の日に響くようでは困るな。鬼おに百合ゆり君、風紀委員として忠告させてもらうが、ビデオデッキには録画という機能があることを知っているか」

「バカ野郎。もうどこから突っ込んでいいのか分かんねえよ」

　怜奈の横から、うんざりした口調で誠人が言う。すると怜奈は何故なぜか頰ほおを染めて、

「……ふふ、うちの委員長は卑ひ猥わいだなまったく」

「おまえは何を考えてんだ」

　そんな感じで、怜奈と誠人は今日もいつものやりとりをしている。

　他人の振りをするべくアリスはすたすたと先に進んで、恥ずかしいクラスメイトたちを置き去りにする。それに気付いた三月が、慌あわてた様子で追いついてきた。

「三月くんは後ろのバカ野郎どもと一緒に登校すればいいですよ」

「な、なんか朝から機き嫌げん悪いね……何かあったの？」

「別に何も」

「そう……？」

　誠人と怜奈を後方に残し、アリスと三月は先行して歩いていく。

「あのさアリス、ちょっといいかな？」

　正門を抜けて桜並木に入ったあたりで、三月がアリスの前に回り込んできた。

「何か？　あまり時間はないので、手早くお願いします」

　ぴたりと歩みを止めて、アリスは答える。

「うん。そこで後ろを向いてくれる？」

「？」

　訝いぶかりながらも言うとおりにするアリス。

「動かないでね。こっちを見ちゃ駄だ目めだよ？」

「はあ」

　三み月つきはいったい何をしようというのだろうか。

「スカートをめくるのか？」

　後方から追い付いてきた怜れい奈なの声に、アリスは超反応でお尻しりを押さえた。

「そんなことやらないってば！」

「いやしかし……君の視線がだな」

（ふぅ……まったくもう）

　アリスが呆あきれて溜ため息いきを吐ついていると、背後から何やら、しゅっと巻き尺メジヤーを引き出すような小気味よい音が聞こえてきた。

「アリスって、黒が好きだったよね？」

「？　はい。……三月くん、何をしているんですか？」

「へへ、まだ秘密」

　三月は楽しそうに言う。

　その声を聞いたアリスは、こっそり振り返ろうとして、止やめた。

　きっと、これが三月が夜よ更ふかしをしていた理由なのだろうから。

（ああ……そういうことですか。なら、当日まで楽しみにしておきましょう）

　アリスは三月に背を向けたまま、密かに微笑を浮かべたのだった。




　皇こう城じよう学院は、豪ごう邸ていが立ち並ぶ住宅街の只ただ中なかに建つ、名門私立学校である。

　広大な校庭には高等部と中等部を合わせ六棟の校舎が並び立ち、渡り廊下で連結されている。

　中等部の生徒は基本的にはエスカレーター式に高等部へと進学するため、生徒たちの感覚としては六年制の学校に通っているも同然である。食堂、購買、図書館、体育館といった各種施設は充実しており、生活のすべてを学院内から出ることなく賄まかなうことも可能なほどだ。

　敷地の南なん端たんにある正門をくぐってから教室のある中等部第一校舎までが、なかなか長い道程なので、こういう点では、広い学校というのも良し悪しかもしれない。

　皇城学院中等部、三年一組。それがアリスが所属するクラス。

　教室は、一般的な学校と比較してかなり広いスペースがある。

　一クラスには四十人ほどの生徒が外そと履ばきのまま詰めているが、狭せまいという印象はまるでない。

　やや傾斜が付いており、小規模な講堂のような形状。その窓まど際ぎわ最さい後こう尾びがアリスの席である。

　三み月つきの席は教室の中心、誠人まことは最前列中央、怜れい奈なはそのすぐ隣となりだ。

「おはようございます、九く条じよう院いんさん」

「ええ、おはようございます。みなさん」

　クラスメイトたちと上品に挨あい拶さつを交わしながら、自分の席に着く。全国から名家の子し息そく令れい嬢じようが集まってくるだけあって、学院には概おおむね品行方正な人が多い。もちろん一部に例外はいるし、その例外どもが何故なぜかアリスの周囲に集中しているのは甚はなはだ問題ではあるのだけど。

「それでは、ホームルームを始める」

　担任の声。小さな委員長の号令に従って礼をして、学校での一日が始まった。




　　　　　　†




　昼休み。アリスは校庭正門近くの片隅に建つ白い洋館風のカフェ『白はく楼ろう館かん』で、一人食後のお茶を嗜たしなんでいた。これはいつもの習慣である。

　洋館内部は幾つかの小部屋に分かれており、室内は高級サロンのように豪ごう奢しやな内装となっている。赤い絨じゆう毯たん、革張りのソファ、艶つやのある木製の調度。各部屋の壁に掛けられた精せい緻ちな絵画は、美術部からの贈ぞう呈てい品ひんであるという。

　あくまで自分の意思を最優先にして動くアリスは、学院内では基本的に単独行動を取ることが多い。ちなみに三月は今頃、中等部第二校舎一階にある大型食堂『大おお鳥とり亭てい』で食事を摂とっている頃だろう。

　安い早い美味うまいとファーストフードとしての必要条件を兼ね備えた食事処どころではあるのだが、いかんせんあそこは人が多すぎる。

（ふん。あんな騒がしい場所で食事をするなんて、信じられません）

　黒革のソファに深く腰こし掛かけ、アリスは苛いら立だたしげに吐と息いき。

「私はいつだって三月くんと一緒にお昼を食べたいのに……どうしてそんなことも分からないんですかっ！　と、顔に書いてあるぞ？」

「なっ⁉」

　アリスは動揺も露あらわに赤面した顔を隣りん席せきに向ける。そこには何食わぬ顔でティーカップを傾けるクラスメイトの姿があった。

「れ、怜れい奈なさん。いつからそこに？」

「ちょうど今だよ。そら、君があまりに怖い顔をしているから、後こう輩はいたちがこっちに近寄れずに入り口に溜たまっている。可哀かわい想そうに」

「あ……こほん」

　アリスは小さく咳せき払ばらいをして、落ち着きを取り戻す。そうして改めて、部屋の入り口に集まっている女生徒たちへと典てん雅がな微笑ほほえみを投げかけた。

　きゃあ、と黄色い嬌きよう声せいが上がり、ぱたぱたとアリスの座る席へと早足で歩み寄ってくる後こう輩はいたち。

　皇こう城じよう学院の制服は右みぎ肩かたに薔薇ばらを象かたどった校章が刺し繡しゆうされており、その色によって学年を判別することができる。中等部三年生は金、二年生は赤、一年生は白。高等部になるともう少し深い色彩の校章になる。アリスから一定の距離を開けて、緊張の面持ちで整列する女生徒たちの肩には白い薔薇が咲いている。つまり彼女たちは一年生ということだ。

「あ、あのっ」

「何か？」

　ずらりと並ぶ後輩たちに怯ひるむこともなく、上級生らしい毅き然ぜんとした態度で、アリスは問うた。

　こうした光景は、アリスにとって日常的なものだった。

「えっと」

　下級生の中から、勇気を振り絞しぼって一人の女生徒がアリスの前に進み出る。

　背は低い。艶つや々つやした黒くろ髪かみを飾る赤いリボンは、アリスを模したものかもしれない。

　子犬やハムスターといった、愛あい玩がん動物みたいな印象の女の子だ。

「これ……わたしが作ったものなんですけど。よかったら、受け取ってくださいますか？」

「あら」

　彼女が手渡してきたのは、可愛かわいらしい包みに入ったクッキーだった。アリスは立ち上がって目線を合わせ、後輩からの贈り物をそっと両手で受け取った。

「ありがとうございます」

「は、はいっ」

　がちがちに硬直する一年生。アリスが最初の贈り物を受け取った瞬間を皮切りに、後輩たちが群がってくる。どうも授業で作ったものらしい、みんなそれぞれおもいおもいの菓か子しを渡してくるのだが、さすがにこれを一人で食べたりしたら太ってしまう。幸い、このお店では飲食類の持ち込みは禁止されていないし、店主のお姉ねえさんとも顔見知りだ。だからアリスはこう言った。

「せっかくですから、みんなで一緒にいただきましょう。誰か、お皿を借りてきてください」

「あっ、なら、わたしがっ」

　調子外れな声を上げたのは、最初にクッキーをくれた女生徒だ。彼女は、ぱたぱたと小動物を思わせる早足で、部屋の外へ馳はせていった。

　こうして白はく楼ろう館かんの東側、窓辺から桜並木を臨める一番人気の部屋テイールームは、たちまち満席になってしまった。静かな一時を愉たのしみたかったアリスだが、いつものことなので、もう慣れた。

「本当に九く条じよう院いんさんは、呆あきれるほどに同姓の後輩に人気があるな」

　そういう怜れい奈なも、両手一杯にお菓子を受け取っている。

　長身の美人で、かつ運動神経抜群という彼女はなにかと目立つ。おまけにこの堂々とした口調だ。怜れい奈なの中身を知らない、いたいけな少女たちが騙だまされるのも無理はない。

「怜奈さんこそ、女の子ばかりに人気がありますよね」

「実にそれが問題なんだ。わたしはそれなりに自分の容姿には自信を持っている。なのに、なぜか男子にはまるでもてない。いや、別に不特定多数にもてたいわけではないが、不可解だ。なぜだろう？」

「でかいからです」

　やけに逼ひつ迫ぱくした様子の怜奈に、アリスは的確な回答を返して差し上げた。

「…………」

　雷に打たれたような顔で硬直する怜奈。

「……思うに、君に男子が寄ってこないのは、何事にも容よう赦しやがない上に、性格がねじ曲がっているからだな」

「失敬なことを言いますね、せっかく疑問を解消してあげたのに。それに、私に男の子が寄ってこないというのは誤解です。先日も丁てい寧ねいな手紙をいただきました。お断りしましたけど」

「当ててやろう、恐らく相手は一年生か、あるいは最近転校してきた奴やつだ」

　そのとおりだった。

「へえ、何故なぜわかるんですか？」

「そんな無む謀ぼうなことをするのは、君のことをよく知らない奴だけだからだ。一度でも直じかに会えば嫌いやでも分かる。例え誰に言い寄られようと、絶対に君が靡なびくことなどありえないと。家の格や自らの能力など超越したところにある威厳……とでもいうべきだろうか。そういったカリスマめいたものが、君にはある。だからこそ、特に同じ女性には眩まぶしく、好もしく映るのだろうな」

　うんうんと、傍そばで聞いている後こう輩はいたちも頷うなずく。いつの間にやら、下級生たちはテーブルやソファをアリスを中心にするように並べ変えてしまったようだ。

「ふん……なに言ってるんですか、突然」

　真顔でそんなことを言われたアリスは、照れて窓の方に顔を逸そらした。

「傲ごう岸がん不ふ遜そんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお姫ひめ様さま気質ともいうがな」

　褒ほめられて悪い気分ではなかったのに、怜奈はご丁てい寧ねいにも余計な言葉を付け加えてくれた。

「でも……九く条じよう院いん先せん輩ぱいは、優しいです」

　先輩同士のやりとりに、おずおずと一年生が口を挟はさんできた。例の愛あい玩がん動物っぽい女生徒だ。

　憧あこがれの先輩を擁よう護ごすべく、必死な眼まな差ざしで大だい魔ま神じんのごとき巨体を誇る怜奈を見上げる。

　大変微笑ほほえましい光景だったので、傾きかけたアリスの機き嫌げんはすぐに直った。

　怜奈は肩かたをすくめる。

「そうだな。九条院さんは後輩に──自分を慕したってくる者にはとても優しい。知っているとも」

「ふん。私はただ、自分の流儀に従って行動しているに過ぎません」

　そう、アリスは理想の自分に少しでも近づけるように、毎日を過ごしているだけだ。

　別に人に好かれようと思ってやっているわけではない。

　だけど、そんな自分を慕したってくれる人がいるのなら……大事にするのは当たり前のことだろうと思うのだ。




「さて……そろそろ時間です」

　アリスは最後の一口を飲み干し、席を立った。同時に下級生たちがざわめいて、見送りの態勢に入った。なんとも仰ぎよう々ぎようしい限りだとは思うのだが、やっている方も楽しそうなので好きにさせておく。ずらりと並んだ少女たちが作る道を微笑ほほえましい気分で通りながら、アリスはなるべく均等に声をかける。

「ごちそうさまでした、とても美味おいしかったですよ」

　最後まで理想の上級生に相応ふさわしい態度を崩くずさなかったアリスは、もちろんカウンターで苦笑する店主のお姉ねえさんに、全員分の飲食代を支払っておくことを忘れなかった。

　カランという鈴の音を鳴らして、カフェの扉が開閉する。

「まあよくやる。大したお姉様ぶりだな、九く条じよう院いんさん」

　支払いをしている間に外に出ていた怜れい奈なが声をかけてくる。その声には本気で感心している響きがあった。

　怜奈は何時いつだろうと誰の前だろうとほとんど態度を変えず、喋しやべりたいことだけ喋る人だ。

（空気を読まない、ともいいます）

　だから相手によって接し方を上手うまく使い分けているアリスのことを、不思議に思っているのかもしれなかった。

「猫を被かぶったつもりはありません。あれも私です」

「違いない。だがあの優しさを、どうして鬼おに百合ゆり君には分けてあげられないのかとは思う」

　アリスは吃驚びつくりしたように怜奈の顔を見た。

「そんな、心外です。私、三み月つきくんにはあんなに慈じ悲ひを持って接しているのに。怜奈さんには、私の優しさの形が見えないんですか？」

「ステルス迷彩を装着したサイボーグ忍者くらい見えない。あれを優しいというなら、君の好意はひどくサディスティックに捻ひねくれているぞ。使し役えきするというんだ、あれは」

「何か問題が？」

　こともなげに言ったアリスに、怜奈は溜ため息いきを吐つく。

「言っても無む駄だだということが分かった。だがなるほど、君は好きな相手ほど苛いじめたくなるタイプか。事あるごとになじって罵ば倒とうする、あれがすべて愛の囁ささやき同然だとすると、確かに九条院さんの愛あいは途と轍てつもなく苛か烈れつかつ濃密だ。いや、わたしもとんだ勘かん違ちがいをしていたものだ。性せい癖へきは各個人で多種多様だものな、迂う闊かつに他人の夫婦生活に立ち入るべきではなかったよ」

「な、なに馬鹿なことを言ってるんですか……勝手に決めつけないでください」

　第一校舎に戻るべく、桜並木を北へ向かって歩きながらそんな会話を展開していると、こちらに向かって歩いてくる男子の二人連れが視界に入った。

　三み月つきと誠人まことだ。

「噂うわさをすれば影、だ。ほら、使い魔がご主人様を迎えに来たようだぞ？」

「……ふん」

　三月がアリスを迎えに来るのは、いつもの習慣だ。昼食を別々に取る時は必ずそうするように、言い聞かせた結果である。

　だからこの光景はあたりまえのものであって、特別な感情を抱いだくような場面ではない。

　なのに、怜れい奈なが変なことを言うものだから、アリスは妙みように気恥ずかしくなってしまった。

「お待たせ、アリス」

　何が楽しいのか、近寄ってきた三月は、にこにこと日ひ溜だまりのように笑っている。

　これも、いつものことだ。

「はい。いつもながら幸せそうですね、三月くんは」

　アリスは苦笑まじりの溜ため息いきを吐ついた。

「あっ、九く条じよう院いん先せん輩ぱい。失礼いたしますっ」

　後ろから先ほどの一年生たちが追いついて声をかけてくる。

「ごきげんよう、先輩！」

　ぺこりと頭を下げて通り過ぎていく。

「…………」

　かしましい下級生たちが通り過ぎた後、三月は何故なぜか慄りつ然ぜんと硬直していた。

「？　どうしたんですか三月くん。そんなマナーモードの携帯みたいに震えて」

「な、なんか今……一年生の子に、すごく睨にらまれた、ような」

「気のせいでしょう。なんであの子たちに三月くんを凝ぎよう視しして怯ひるませる理由があるんですか。言いがかりはやめてください」

「そうかなあ……」

「まったく、情けない。下級生の──それも女の子を怖がってどうするんですか、貴方あなたは」

　アリスは三月の額ひたいに、ぱちんと強烈なでこぴんを喰らわせてやる。

「いたっ」

　瞳ひとみを潤うるませ、両手で額ひたいを押さえる三月を見て、アリスはとても満ち足りた笑顔になった。

「ふふ」

　鬼おに百合ゆり三月。アリスが物心ついてから、ずっと一番近くにいた男の子。こんなに情けない奴やつなのに、どうして自分は彼と一緒に居続けるのだろう。アリスはそんなことを考える。

　美び貌ぼうの少女じみた容よう貌ぼう、穏おだやかな物もの腰ごし、お人好しにすぎる性格。

　その他諸もろ々もろ……確かにいいところもあるし、時折妙みような魅み力りよくを感じることもある。

　もっともそのくらいでなければアリスの婚約者に相応ふさわしいとは言えないのだから、当たり前のことではあるが。

「またそんな顔をして……もっとやって欲しいんですか？」

「やめてアリス……痛いっ、痛いってば！」

　三み月つきと過ごす日常は、いつもこんなやりとりばかりで、二人の関係が進展する様子はまるでなかった。

　恋人のように熱い関係でもなく、かといって夫婦のように穏やかでもない。

　婚約者という関係は、とかく微び妙みようだ。

　単なる幼おさな馴な染じみと、どれだけの違いがあるのか、正直言ってよく分からない。

　けれどアリスは思うのだ。こんな微妙な関係も、そんなに悪くはないかな、と。

「ほら見るといい、誠人まこと。あれが新しい愛の形だ。楽しそうだな？」

「ほっとけ、邪じや魔ましてやんなよ」

　アリスの学校生活は、いつもこんな毎日だ。

　三月がいて、友達もいる。それなりに楽しくて、少しだけ物足りない日々。

　退屈で、だけど穏やかで……こんな時間がずっと続けばいい。

　この時は、考えもしなかった。

　あんまり毎日が穏やかで、楽しくて、すっかり忘れてしまっていたのだ。




　九く条じよう院いんアリスが、もう人間ではないということを。
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　　　第三章　三番目のフェレス







　数日後、木曜日。

　三年一組のメンバーは三時間目の科目だった体育の授業を終え、更こう衣い室しつへと向かっていた。

「さっきはすごかったねっ、アリス」

「え……なんのことですか？」

　スパッツ姿のアリスの隣となりから、短パン姿の三み月つきが元気よく話しかけてくる。

「ほら、女子がやってたバスケの試合。一人で二十点も得点してたじゃないか。特にさ──」

　三月は嬉き々きとしてアリスの活躍を事細やかに語ってみせる。

「ふふっ、あのくらい当然です。私を誰だと思っているんですか？」

　三月に褒ほめられて悪くない気分のアリスは、得意げに薄い胸を張った。

「ふん……まあでも、運動だけなら私よりも、怜れい奈なさんが一番でしょうけどね」

　アリスは視線を右にずらして、女子グループの中で最も巨大な生物を見み遣やる。

「何しろ馬鹿でかいからな、あいつは。一人だけ大人おとなが混じってるようなもんだ。勝てなくても気にすることはねえよ」

　前で振り向いた誠人まことが会話に混ざってくる。

「そう言う誠人はとても背が低いな」

　コンプレックスを攻撃された怜れい奈なが、人ひと垣がきを搔かき分け強烈なカウンターを放ちながら現われた。

「く……」

　こめかみに血管を浮かべ、にこやかに怒れる誠人。

「ははあ、だから誠人は自分にはない長所を持つ、背の高い女性が好みなのか」

　もちろん怜奈が意に介かいすはずもない。彼女は期待を込めて言った。

「いいや、俺おれはこのくらいの身長が好きだ」

　怒れる委員長は無情にも小柄なアリスの頭上に掌てのひらを翳かざす。

　しかし誠人の好みから大きく逸いつ脱だつしている怜奈に落ち込んだ様子はない。

「なるほど。好みの容姿をしている異性を好きになるとは限らないという、いい例だな」

「おまえの言っていることが、俺には常に理解できねえ」

　なんだかんだ言って、この二人は仲がいいようだった。

　そうやって雑談に興きようじながら、一行が中等部第一校舎と第二校舎を繫つなぐ渡り廊下に差し掛かった時のことだ。

「痛っ……」

　突然、アリスは心臓に針を刺されたような鋭い痛みに襲われた。

「九く条じよう院いん？」

「どうしたの、アリス？」

「いえ……何でもありません」

　誠人と三み月つきの声に、何事もなかったようにアリスは答える。

　だが、三月は心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「すごく辛つらそうな顔してるよ……？　さっきの授業でどこか痛めたんじゃ……」

　三月はとても真剣な顔で見詰めてくる。

「大丈夫ですから」

「本当に？」

　こちらの心を見通すような透き通った瞳が、アリスの噓うそを看かん破ぱする。

「やっぱり、痛むんだね」

「……はい」

　こうなると三月は頑がん固こ極まりない。さすがのアリスもごまかし切れず、本当のことを言った。

「大したことはないと思いますが……」

「駄だ目めだよ。無理しないで、これから一緒に保健室に行こう？」

　保健室は中等部と高等部の校舎に一つずつある。もちろん近いのは中等部にある方だ。

「はぁ……くっ」

（これは、いったい……⁉　授業中、痛めた覚えなんてないんですけど……）

　アリスは少しずつ痛みを増していく左胸を押さえながら、時折三み月つきに支えられつつ渡り廊下を歩いていく。

　そこに、声がかけられた。

「──そちらの方、病気かなにか？」

　いつの間にか渡り廊下の欄らん干かんに腰こし掛かけていた、ツインテールの女生徒である。

　ぞっとするほど色気のある視線と声。どこか禍まが々まがしい、淫いん蕩とうな雰囲気の少女だった。

「うん……そうみたい」

　三月が、俯うつむくアリスを労いたわりながら言うと、

「……そう。ごめんなさいね、引き留とめちゃって」

　少女は妖あやしく、せせら笑うように詫わびた。

　彼女の肩かたに咲く薔薇ばらは、赤。中等部二年生の証あかしである。

　少女のそばに、付き従うようにもう二人、二年生が立っている。

　ツインテールの少女がリーダー格なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、取り巻きの二人──こちらもこちらで異様な雰囲気だった。一言たりとも喋しやべらないし、表情一つ変えはしない。まるで感情のない人形みたいな連中である。

（なんでしょう……？　なんだか、嫌いやな感じですね……）

　アリスは不気味な悪お寒かんに、肌はだを粟あわ立てる。

「くすっ。じゃあね、先せん・輩ぱい」

　ひらひらと軽けい薄はくに手を振る少女の横を、アリスたちは通り過ぎる。

　その瞬間、少女はアリスの耳にだけ聞こえる声で、秘め事のように囁ささやきを残した。




「──見ぃつけた」




「……⁉」

　凝ぎよう然ぜんと振り返るアリス。欄干から立ち上がった少女は真まっ直すぐアリスと目を合わせ、意味ありげに片眼を瞬またたかせてから、取り巻きを引き連れて去っていく。

　胸に渦うず巻く正体不明の不ふ吉きつ。

　アリスは二年生たちの後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送って、無言で立ち尽くした。

「アリス？」

　三月が訝いぶかるような声を出す。

「九く条じよう院いんさん、どうした、そんな般若はんにやのような顔をして？」

「……失礼ですね、怜れい奈なさん。問題ありません、今の女が気にいらなかっただけですから」

　努めて表情を消して、再び歩みを進めながらアリスは言った。

「ああ、確かにおまえがムカつきそうなタイプだな、ありゃあ。……俺おれは中々いい女だと思ったんだが」

　誠人まことの評価に、珍しく怜奈がむっとなる。

　アリスは揶や揄ゆするような流し目で誠人を見み遣やり、

「──へえ、誠人くんって、あんな性格の悪そうなのが好みなんですか？　滅め茶ちや苦く茶ちや趣味が悪いですね。そんなに私になじって欲しいんですか？」

「は、そんだけ憎にくまれ口が叩たたけりゃ上等だ」

「……ええ、なんだか痛みが引いてきたみたいです」

　そう、いつの間にか、胸の痛みは薄れていた。

　まるであの少女の存在が、アリスの心臓を軋きしませていたかのように。

「さぁ、早く戻りましょう。休み時間、短いんですから」

　嫌いやな気分を払ふつ拭しよくしたいアリスが、気を取り直すように弾はずんだ声を出す。

　しかし、隣となりを歩く三み月つきはまだ心配そうだ。

「本当に大丈夫？　やっぱり保健室に行ったほうが……」

「大丈夫ですよ。心配性ですね、三月くんは」

「なら、いいけど……」

　完全には納得しかねるという様子の三月。

「ちょっとでも痛くなったら、僕に言ってよ？　……絶対だよ？」

「──はい」

　繰り返し念を押す三月に向けて、アリスは神しん妙みように返事をした。

　そんなやり取りをしていると……

　少し前方を歩いていた誠人が立ち止まり、遠くを見るような眼まな差ざしで振り返る。

「誠人、何を考え込んでいる？」

　女の勘かんを働かせたらしい怜奈が鋭く指摘すると、誠人はぽりぽりと頰ほおを搔かき、数秒考え込むようにしてから口を開いた。

「あいつら、どうも学院の生徒じゃなかったようだったんでな。少し気になっただけだ、大したことじゃねえよ」

　誠人の口から発せられたのは、意外な台詞せりふだった。

「何故なぜ、そんなことが分かるんですか？」

　アリスは、その言葉に自分でも驚いてしまうくらい過敏に反応し、間をおかずに問い返した。

「ん……ああ、全校生徒の名前と顔くらい覚えてんよ。生徒会役員だからな、俺おれは」

　誠人はアリスの剣けん幕まくに瞠どう目もくしつつも、ハッキリとそう言った。

（この人のことだから、本当に記き憶おくしてるんでしょうね──三千人以上いるのに。……ある意味大バカ野や郎ろうです）

　生徒会執行部は、高等部生徒の中から選ばれる生徒会長と副会長を一名ずつ、高等部中等部それぞれ上限五名まで選ばれる庶しよ務む部員、そして各専門委員会委員長たちという構成だ。

　誠人まことの役職は、中等部クラス委員会委員長。

　ひらたく言えば、中等部の生徒代表のようなものだ。彼は一見粗そ暴ぼうなように見えて、そうではない、むしろ非常によくできた人間だということは、この三年間の積み重ねによって全校に広く知れ渡っていることである。こんなにがらの悪い優等生は、普通いないが。

　それよりも、アリスは誠人が言った台詞せりふ、その前半部分に着目した。

「彼女たちは、この学校の生徒じゃない……？」

「おう、少なくとも、俺おれは知らない顔だったぜ？　そりゃあ、何か理由があったのかもしれねえけどよ。例えば、転入の下見とかな。珍しいが、別にありえない話でもねえ。……そんなに気にするこたあないだろうよ」

　誠人は動揺している様子のアリスを慮おもんばかり、言葉を選んでくれたようだったが。

「…………」

　けれどアリスは、胸に凝こごる不ふ吉きつな予感を、どうしても拭ぬぐい去ることができなかった。
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　ホームルームが終わり、教室に放課後独特の喧けん噪そうが溢あふれ始める。

　課外活動に励むもの、仲の良いもの同士連れだって街に繰り出すもの、教室で雑談に興きようじるもの……誰も彼もが十人十色の放課後を満喫している。

　アリスはといえば、今日も教室中央に陣じん取どって、脳天から怒ど気きを噴ふん出しゆつさせていた。

「……今日は、一緒に帰るっていいましたよね、私。そして貴方あなたは『うん』と答えました。なのになんで、そういうことになっているんですか？　納得のいく説明ができるなら言ってみなさいさあ早く」

　周囲半径五メートルからは強力な防護結界が張られているかのように人ひと気けが引いている。

　今のアリスに近づけるものは誰もなく、また標的にされたものは蜘蛛くもの巣に絡からめ取られた蝶ちよう同然に逃れることは叶かなわない。これはもはや物理現象の域にまで達した絶対領域であった。

　声を荒立たせることなく詰め寄っていくアリスの対面には、当然三み月つきの姿がある。

　彼は曖あい昧まいな微笑ほほえみを浮かべ、だらだらと冷や汗をかきつつ弁明を始めた。

「……あの、今日早さ乙おと女めさんが休みじゃない。だから音楽室の掃除が人数足りないらしくて」

「それで掃除当番の肩かた代がわりを安やす請うけ合いしたわけですか。……へえ、そんな些さ事じが婚約者と一緒に下校することよりも大事なんですね三み月つきくんは。よく分かりました」

「いや、そういうのとは比べられないってば……その、怒ってる？」

　言うまでもないことを三月は聞いた。

「ええ、それはもう。これは帰りに白はく楼ろう館かんでアイスを奢おごってもらわないと、とても許せませんね」

「あ……う、うんっ。そんなことでいいなら」

　三月の表情がぱあっと明るくなる。

「ロイヤルいちごジェラート」

　アリスが口にした商品名を聞いた途と端たん、三月の顔がひきつった。

「ちょ……それって二千円くらいするヤツじゃない……⁉」

「それがどうかしましたか？　お金ならあるはずです。今朝、二年前から貯ためていた貯金箱を割ったって言ってましたよね確か？」

「お、鬼おにが……ここに鬼がいるよ……？」

　三月の顔色が絶望色に染まっていくのに伴い、アリスの機き嫌げんが急速に自然回復していく。

　いつも不思議に思うのだが、この婚約者の泣き顔を見ると何故なぜか活力が漲みなぎってくる。

「ではそういうことで。私は先にお店で待っていますから、なるべく早く来てくださいね」

　しゅた、と片手を挙あげて踵きびすを返すアリス。

「うん……一緒に掃除してくれるんじゃないかって、一瞬でも期待した僕が馬鹿だったよ」

「そうですね。ふふ……分かってるじゃないですか」

「うう……」

　恨うらみがましい涙目で見つめてくる三月。

（こんな素敵な顔をするから、もっと苛いじめたくなるんですよね……）

　アリスは邪よこしまな想いを吞のみ込むように喉のどを鳴らした。
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　皇こう城じよう学院の外壁に凭もたれかかり、ツインテールの少女は携帯電話を耳に当てた。

　微笑に分類される表情は不ふ吉きつであり、見るものを蕩とろけさせる淫いん靡びな空気を纏まとっている。

　彼女の名前はフェレス・Ｂ・フレイア。

「はぁい、ハインツ。さっそく見付けたわよ」

『ご苦労様……ずいぶん早いね。間違いないのかい？』

　携帯電話から帰ってきた声は、鈴を鳴らしたように美しい。可か憐れんな少女──あるいは変声期前の美少年を連想させる口調。フェレスの甘えた声も含めて、まるで仲のいい姉妹が会話をしているように聞こえる。

「ええ、小さいけど共振反応エコーがあったもの、間違いないわ。ね、褒ほめてくれる？」

　フェレスは人差し指を唇くちびるに当て、目一杯媚こびた声で囁ささやいた。

『うん、よくやったねフェレス』

「あは……ありがと」

　フェレスは携帯電話に、ちゅ、と音を立ててくちづけした。

『これは──どういうことだろうね。現在までに確認されているＬＴスフィアの数は、全部で十二個だったはずなのだけど。そのどれでもない未知のスフィア……ふふ、形式どおり番号付けナンバリングするならば「十三番目サーテイーンス」というところかな』

「綺き麗れいな子よ、とっても。──好きになっちゃいそうなくらい。九く条じよう院いんって呼ばれてたわ」

　フェレスは双そう眸ぼうに暗く澱よどんだ光を灯ともし、くすくすと含み笑う。
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『九条院──聞き覚えのある姓かばねだ。どこでだったかな……まぁいい、そこまで分かっているなら、調べるのは簡単だ』

「そんな必要があるの？　私が行けばすぐ終わるのに。貴方あなたが許可してくれるなら今すぐにでも──」

『フェレス、悪いけどそれはできない。キミにはもう少しそこで待たい機きしてもらう』

「…………」

　その言葉を聞くやフェレスは表情を消し、背後の壁をゴンと踵かかとで蹴けった。

　単なる可愛かわいらしい八つ当たりにすぎない一動作が、コンクリートの壁にありえない破は壊かい痕こんを刻み付ける。

「──ふうん。私の性能、信用してないんだ？」

　酷こく薄はくな声で、言う。怒りは電話越しにも十二分に伝わったはずだった。

『まさか。さっきも言っただろう、あまり騒ぎになるとマズイって。あくまでボクたちは秘密裏の存在なのだから、表おもて沙ざ汰たになるわけにはいかないよ。……慌あわてることはない、ボクたちが未知の「十三番目サーテイーンス」を発見できたのは類たぐい希まれなる幸運によるものだ。半休眠状態にあるらしい「十三番目のサーテイーンススフィア」が返す微弱な共振反応エコーを感知するためには、それなりの距離まで近づく必要があるからね。だから、こちらが目立つ真似まねさえしなければ、他の研究室の連中に嗅かぎつけられて邪じや魔まをされることはない。「十三番目サーテイーンス」の傍そばに張り付いて、ゆっくりと襲しゆう撃げきの機会を待てばいい』

「えぇ～？　そんなの面倒よ」

　さも残念そうに唇くちびるを尖とがらせ、フェレスは不満を訴える。

『フェレス？』

「──んもう、分かったわよぉ」

　フェレスはしぶしぶと了承した。

『ふふ、よろしい。繰り返すけどキミの任務は、「十三番目サーテイーンス」の戦闘データとＬＴスフィアの回収だ。素体は殺してしまってもいいけど──』

「スフィアは必ず回収すること、でしょ？」

『うん、分かってるみたいだね……オーケイ、連絡事項は以上だ。また何かあったら』

　事務的な台詞せりふをフェレスは途中で遮さえぎって、

「それじゃだぁめ。貴方あなたのために働く私に『愛してる』って言って？」

　甘える声にハインツは一息。

『愛してるよ、ボクのフェレス。──頑張って』

　耳元で囁ささやかれた愛の言葉に陶とう然ぜんと聞き惚ほれて、フェレスは携帯電話がまるで愛いとしい者の顔であるかのように、片眼を瞑つむって頰ほおずりする。

「はぁ……っ、充電完了っ」

　電話を切り、両りよう腕うでで身体からだを抱だいて身を震わせた。

　フェレスは道の中央まで歩き、中等部校舎を振り仰あおいだ。

　ここにイレギュラーナンバー、存在しないはずだった『十三番目サーテイーンス』がいる。

　今までどうやってか巧こう妙みように身を隠していたようだったが、もう逃れることはできない。

「あんなに怯おびえちゃって……可愛かわいいんだから」

　十三番目の彼女は、本来こんな生温い生活をしているべき人間ではない。

　三番目であるフェレスと同じく、主あるじの命めいに従って殺さつ戮りくに興きようずるべきモノなのだ。

　彼女に早く自分の存在理由、使用目的を思い出させてあげないと。

「んー……さぁて、と。どうしたものかしら」

　腕うでを組み、瞑めい目もくして考える。

　ハインツは、騒ぎになっては困ると言っていた。

（つまりぃ……騒ぎにならないようにやっちゃえってことよね？）

　彼女はハインツの言葉を都合よく解釈し、含み笑いを漏もらす。要は人目につかず襲しゆう撃げきする機会さえあればそれでいい。じっくりと待つなんて、フェレスの性しようにはまるでそぐわない。

「んふっ……あの子には、本気を出してもらわないと」

　十三番目のサーテイーンススフィアの戦闘データを取るために、なによりフェレス自身が愉たのしむために、彼女の隠された力を引き出してやらねばならない。無理矢理にでも。

「だからよろしくね、貴女あなたたち？」

　流し見る先には、フェレスに無感情な双そう眸ぼうを向ける制服姿の少女たちがいる。

　同じような髪かみ型がた、同じような体格、同じような顔……個性というものがまるでない、大量生産された人形たち。

　出来損ないの人形デイフエクテイヴ・ドール。あるいは略称として単にドールと彼女たちは総称される。

「サーティーンス。まずは、この子たちが貴女の相手をするわ。私と踊る資格があるのかどうか、確かめさせてもらうわね。……その前にっ、と」

　フェレスは制服の胸元を引っ張って、唇くちびるを尖とがらせた。

「やっぱりいつもの服に着替えた方がいいかなぁ。なんといっても、自己紹介は美しく決めなくちゃいけないものね」

　フェレスは再び校舎を見上げた。

　黒い瞳ひとみは紫色の光を帯び、獲え物ものを補足した肉食獣のように爛らん々らんと輝き始める。

　一刹せつ那な前まで漂ただよっていた軽薄な雰囲気は、すでにそこにはない。

　彼女の名は、フェレス・Ｂ・フレイア。

『Ｂ』の一字はミドルネーム……ではなく、製造番号シリアルを表わすものだ。

　例え少女の形をしていても、断じて「ソレ」は人間などではない。

　ロストテクノロジーの結晶、ＬＴスフィアをその身に蔵する、獰どう悪あくたる殺さつ戮りく兵器である。

「愉たのしみね──本当に愉しみだわサーティーンス。貴女、絶対に壊こわしてあげるんだから」

　フェレスはぺろりと唇くちびるを舐なめ、うっそりと呟つぶやいた。




　　　　　　†




　教室で三み月つきと別れたあと、アリスは一人、中等部第一校舎から西方面にある小道を南へ向かって歩いていた。学院南部にある白はく楼ろう館かんへは遠回りになるが、慌あわてることもない。小鳥の囀さえずりが心地よい、緑みどり薫かおる森の散歩道をゆっくりと散策しながら、落ちついた環境で考え事をしようと思ったのだ。

　それに、なんとなく人がいる場所を避けたいという気持ちがあった。ついさっき、校舎を出たあたりから胸の痛みがぶり返してきて、苛いら々いらしているせいもあるだろう。

（なんなんですか……まったく）

　痛む胸を押さえ、思索するのは、今日アリスの身に起こった不可解な出来事。

　身体からだの変調。胸の痛み。そして、午前中に遭そう遇ぐうした妖あやしい少女のこと。

　アリスはずっと、彼女のことが気になっていた。

（あの女が現われた時から、胸の痛みが始まった。これは偶然ですか……？　考えすぎだといいんですけれど……何だか嫌いやな予感がします）

　もの思いに耽ふけっていると──

　突如、一いち陣じんの風が前方から吹き付けてきた。

「⁉」

　はためくスカートの裾すそを押さえたアリスは、舞い上がる粉ふん塵じんに目を細め──

　再び開いた双そう眸ぼうには、非日常の世界が映っていた。

　そう、日常と非日常の間に境界があるのだとすれば、今この瞬間こそが『それ』だった。

　ぞくりと背筋に悪お寒かんが走り、心臓が引き絞しぼられるように軋きしみを上げる。

「くっ──」

　アリスの眼前で風が渦うず巻まき、蕾つぼみのような形を取った。

　紫色の旋せん風ぷうで構成された花弁が解け、中から人影が現われる。

　まるで風の精せい霊れいが人の形を取ったような、非現実的な光景。

「な……っ」

　風の蕾から現われたのは、たった今思考に上っていた、件くだんの少女だった。

　少女の服装は制服ではなく、紫を基調としたゴシックロリータだ。

　アリスが好んで着ているものよりずっと露出が多く、どこか邪じや悪あくでえげつないイメージ。

　ヘッドドレスを被かぶったツインテールは烏からすの濡ぬれ羽ばのごとき艶つややかな漆しつ黒こく、さながら呪のろわれた日本人形のような妖よう気きを湛たたえている。

　肌はだは作り物のように白く、瞬まばたき一つしない双そう眸ぼうは、吸い込まれそうな闇やみの色。

　紫色の少女はアリスと眼めを合わせ、くすりと薄笑みを浮かべた。

　とろんとした淫いん蕩とうな笑み。

　どこか正気を欠いた……見るものを狂気へ誘いざなうような、禍まが々まがしい微笑。

　唇くちびるはゆっくりと、妖よう艶えんに言葉を紡つむぐ。

「こんにちは。また会ったわね」

「あ、貴女あなたは……」

「私はフェレス。フェレス・Ｂ・フレイア。──三番目よ。改めまして、十三番目サーテイーンス。お会いできて嬉うれしいわ」

　フェレスと名乗った少女は両手でスカートの裾すそを摘つかみ、上品に一礼して見せた。

「十三番目サーテイーンス……？」

「そう、貴女あなたは十三番目の殺さつ戮りく人形。私と同じ、禁断の箱を胸に宿したヒトではないモノ。我が主あるじはこう呼ぶわ──キリングドール、と」

「キリング、ドール……」

　フェレスがアリスを表わした呼称。忌いまわしい響き。

　アリスは言葉を嚙かみつぶすように、歯を軋きしらせる。

「……はっ、何を言っているんですか、貴女。さっぱり理解できませんね。……人違いじゃないですか？」

「人違い？　あは……そんなはずない。だって私の胸に寄生したＬＴスフィアが、貴女を陵りよう辱じよくし、殺し尽くせと叫んでいるもの。貴女だって、そうでしょう？」

　底無しの奈な落らくを思わせる黒瞳が、アリスの澄んだ青瞳を澱よどんだ視線で汚お染せんしていく。

「…………」

　ＬＴスフィア──確かにアリスの胸には、ある事情によって、そう呼ばれるモノが埋うめ込まれている。

　生きていくために、どうしても必要な生命維持装置。

　ずっと深く考えることを拒絶していた、禁きん忌きの力の源。

　アリスは左胸を鷲わし摑づかみにし、誰すい何かの声を上げる。

「あ、貴女、貴女──何なんですか……⁉」

　フェレスと名乗ったこの少女を前にしているだけで、心臓が早鐘のように跳はね回る。

（──敵。こいつは敵だ──）

　アリスの意思とは別の場所から、得体の知れない憎ぞう悪おと破壊衝しよう動どうが湧わき上がってくる。

「私はね──貴女に自分がどんなモノなのか、本当の意味で分からせてあげるために来たの。貴女が秘め隠している本ほん性しようを、眠ねむらせている力を暴あばき出してあげるために来たの」

　嫌いやらしい笑みを貼はり付けたまま、あくまで涼すずやかにフェレスは語る。

「言っている意味が──」

「分からなくていいわ。これから私が、優しく教えてあげるんだから」

　フェレスは合図するように片眼を一度瞬またたかせた。

　途と端たん、木々の影に潜ひそんでいた制服姿の少女たちが次々に姿を現わす。

　数は三人、判別が付きにくいが、昼休みに見た顔も混じっている。

　無表情で個性のない、人形のような少女たち。

「何を……」

　アリスは剣けん吞のんな気配を察し、咄とつ嗟さに踵きびすを返した。

　が、走り出した先はさらに木陰から現われた二人の少女たちによってすでに塞ふさがれている。

　ほんの数秒の間に、アリスは完全に包囲されてしまっていた。

「だぁめ。逃がさないわ、サーティーンス。助けを求めても無む駄だ。貴女あなたは、まんまと私に誘い出されたのよ。この人ひと気けのない、打ってつけの場所にね」

（そんな馬鹿なこと……）

　何を言っているのかと思った。

　この場所を歩いていたのは、あくまでアリスの意思によるものだというのに。

「さっきからずうっと、無む性しように苛いら々いらしていたでしょう？　わけも分からず目に映るものを壊したくなったでしょう？　人が大勢いる場所から、離れたいと思っていたでしょう？　あは……愛いとしい貴女に、私の共振反応エコーは届いていたかしら？」

　フェレスは左胸を押さえ、陶とう酔すいするように目を細めた。

　すると、大きな耳鳴りのような甲高い幻聴が、脳に直接響いてくる。

　それはまさしく、二つの音おん叉さが共振しているような音で──

（──殺さないと）

　心臓が軋きしみ震えている。ばくばくと脈動し、殺意で満ちた血液を総そう身しんに送り出していく。

（──今すぐ、こいつを、壊してしまわないと──）

　フェレスの言げんを完全に理解したわけではない。しかしこの胸の痛みも、湧わき上がる破壊衝しよう動どうまでもがこの女の仕業であるとするなら、すべてのつじつまが合うように思える。

「彼女たちは『ドール』。出来損ないの機械人形よ。ふふ、貴女のお相手をしてくれるわ」

　包囲網が少しずつ狭せばまって、やがてアリスは桜の大木を背に、追い詰められる形になった。

「……⁉」

　制服姿の少女──ドールが虚うつろな双そう眸ぼうをアリスに向け、殴なぐりかかってくる。

　大きく腕うでを振りかぶって突き出すという、モーションの大きい杜ず撰さんな攻撃。

　しかしその速度は早送り映像と見み紛まごうほどに速かった。

　顔面を狙ねらった高速打撃はアリスの美び貌ぼうを無む惨ざんに砕くだくかと思われたが、

「きゃっ……！」

　アリスは悲鳴を漏もらしながらも、迫る拳こぶしに劣らぬ速度で全身を滑なめらかに駆く動どうさせた。

　くるりと翻ひるがえった瘦そう身しんは、杭くい打うち機じみた破壊力の拳こぶしを際どくも回避。

　ドールの拳はあまりの威力ゆえに、大木に深々と突き刺さった。

（なんの冗じよう談だんですか、これは……！）

　アリスは愕がく然ぜんと大おお孔あなが穿うがたれた桜を見み遣やる。

「ほぅら、どんどん来るわよ。さぁ……どうするの⁉」

　さも面白そうな様子で、囃はやし立てるフェレス。

　彼女の言葉どおり、アリスの目には左右二方向から低い姿勢で突進してくるドールの姿が映っていた。まさしく疾しつ風ぷうの勢いで馳はせるドールたちは、もはや人間と呼べるものではない。

（速い……！　でも……！）

　ドール二体による連れん携けい攻撃は、しかしあえなく空を切った。

「ふふ、お見事」

　フェレスは視線を百八十度旋せん回かいさせる。

　元の場所から、十メートル以上離れた場所にアリスは立っていた。人ならぬ速度の体当たりを、彼女はさらに格上の速度を発揮して跳躍、見事回避してみせたのだ。

　瞬間移動さながらの動きだった。

　先日、三月の危機を救うために使用したものと同じ力である。

　しかしそれは、ここまで凄すさまじいものではなかったはずなのに。

「はぁ……はぁ……はっ」

　アリスの息は荒い。

　心臓病の発作に苛さいなまれているように、左胸を摑つかんで冷や汗を流している。

（身体からだの性能が、上がっている……）

　心臓に埋うめ込まれた装置ものが、いまだかつてないほどに激しく活性化しているのが分かる。

「くす、何を驚いた顔をしているの？　それが貴女あなたの力なのに」

「これが、私の力……？」

「そう。でも、なぁにその様ざまは。逃げ回るばかりじゃ、どうにもならないわよ？」

　つまらなそうに鼻を鳴らすフェレス。

「戦いなさいサーティーンス。貴女の力を、もっともっと見せて頂ちよう戴だい。それとも、やっぱり痛めつけられないと本気が出せないの？　くすっ……じゃあ、手伝ってあげましょうか？」

　フェレスの双そう眸ぼうが妖あやしく光り、周囲に淡く煌きらめく紫色の粒子が漂ただよい始める。

「おいで、イクリプス」

　そう流りゆう麗れいに呟つぶやいた瞬間。

　紫の粒子がフェレスの右みぎ腕うでへと収しゆう斂れんし──眩まばゆい光こう輝きの只ただ中なかから、異い形ぎようの武器が出現した。

　全長五フィートはあろうかという長なが柄えの先に、分厚く巨大な斧ふ刃じんが姿を顕あらわす。

「な……」

　極大の片かた刃は戦せん斧ぷだった。紫色の燐りん光こうを帯びた凶きよう刃じんは、柄つかを握った手元まで届くほど奇怪な形状に湾曲している。

　全体に仰ぎよう々ぎようしいオカルティックな装飾が施されており、刃やいば部分を除き色は黒に近い濃のう紫し。

　さながら悪魔が斬ざん首しゆ刑けいに用いるような──外け連れん味みたっぷりの禍まが々まがしい威容が、細ほそ腕うでの先で煌きらめいていた。

「ほぅら、ちゃんと避けてよ？」

　フェレスは巨大な戦斧を片腕一本で無造作に振りかぶり、軽いステッキでも振るような調子で一いつ旋せんする。アリスは脊せき髄ずいが凍とう結けつしたような錯さつ覚かくに襲われ、

「……っ⁉」

　咄とつ嗟さに飛び退のいた。が──

「きゃ……⁉」

　確かにかわしたはずなのに、アリスは身体からだの側面に強い衝しよう撃げきを受けてよろめいた。フェレスが振るった異い形ぎようの斧おのが発生させた紫の粒子が、暴風と化して吹き付けてきたからだ。

「かはっ」

　致命的な隙すきを見せてしまったアリスは、背後からドールたちの突進を受けて押し倒された。

　そのまま複数のドールがのしかかってきて、たちまち全身を束そく縛ばくされてしまう。

「この、放しなさい……！」

　うつ伏せに組み伏せられたアリスは抵抗するが、複数体のドールによる拘こう束そくは固く、上手うまくいかない。

「あはっ、悔くやしかったら振りほどいてみれば？」

　頰ほおを蹴けり飛ばされたアリスは、きっ、と顔を上げて、見下ろす敵を睨にらみ付けた。

　ぴたりと戦せん斧ぷの刃やいばが首筋に当てられる。アリスの顔は恐怖に青ざめて、しかし揺るがない。

「それは……」

「この子は『イクリプス』、『三番目の災厄サード・カラミテイ』よ。私の喚よび声に応こたえ、禁断の箱ＬＴスフィアからこの手に顕けん現げんする専用武装。惚とぼけちゃだぁめ、貴女あなただって持っているはずでしょう？」

「は……何のことやら。その悪趣味な服装といい……頭がおかしいんですか、貴女」

　絶体絶命の窮地にあって、あくまでアリスは昂こう然ぜんと韜とう晦かいする。

　上から見下ろされたなら、より高みから見下すだけだ。いつだってアリスはそうしてきた。

「呆あきれた……貴女、この状況でよくそういう口が利けるわね。感心しちゃうわ」

「ええまあ、家訓なもので」

　馬鹿にした口調でアリスは嘯うそぶいた。

　くく、とフェレスは喉のどを鳴らす。嘲あざけられているというのに、逆に嬉うれしそうに頰ほおを染める。

「あぁん……やっぱり素敵。その綺き麗れいな顔も、艶つややかな髪かみも、高潔な魂たましいも、何もかもが私好み。ふふ、貴女のすべてを私のものにしたくなってきたわ。いたぶって切り刻んで……穢けがし尽くしてから殺してあげる。貴女は私の心の中で永遠に生き続けるの……素す晴ばらしいでしょう？」

「お断りです。嗜虐性癖サデイストで同性愛者レズビアンの女の子は、ちょっとタイプじゃないんですよ」

　不ふ遜そんに言い放ったアリスの頭を、フェレスの踵かかとが踏みつける。

「残念ね──じゃあ頑がん張ばって抗あらがいなさい。ほぅら、早く本気を出さないと、このまま踏み潰つぶしちゃうんだから」

「く……」

　四し肢しを押さえつけられ、その上頭を踏みにじられて。

　アリスとしてもこんな屈くつ辱じよくを味あわされて黙っているつもりはない。

　今まで持っていた以上の、隠された力──そんなものがあるのなら、今すぐこの変態女を、いたぶって踏みつけにして……苛いじめ抜いてやるのに。

「あぐ……っ」

　フェレスと遭そう遇ぐうしてから、アリスには胸の痛みの他ほか、奇き妙みような感覚があった。

　それは、固く閉ざされた箱のイメージ。目を閉じれば浮かび上がる。

　禍まが々まがしい、根源的な恐怖を呼び起こされる、正方形の黒い箱だ。

（封印プロテクト）

　なんとなく、そう思った。隠されている力があるとすれば、きっとそれはこの中に入っているモノであろうと。

　けれど禁断の箱の蓋ふたは強固に施せ錠じようされて、鍵がなければ開けることすら叶かなわないのだ。

「あっれぇ、ここまでやってあげてるのに、まだ駄だ目めなのぉ？　ハインツは半休眠状態だろうって言ってたけど……ずいぶんねぼすけさんなのね、貴女あなた。くすくす……どうしたものかしら」

　足裏でアリスをいたぶりながら、官能の吐と息いきを漏もらすフェレス。

　ドールたちに両手両足を押さえ込まれ、組み伏されたまま動けないアリスは、意地でも悲鳴など漏らすまいと唇くちびるを嚙かんで耐え続ける。

「⁉」

　だが、アリスは視界の先に、最悪の光景を見付けてしまう。

「な……んで、馬鹿……」

「なぁに？　何を見ているの、貴女？」

　フェレスがこちらと同じ方角を見る。アリスの顔が蒼そう白はくになる。

　──まさかとは思ったのだ。

　だってアイツはいつだって、アリスに危機が迫ると必ずやってくるから。

　騎き士しのように。救世主のように。王子様のように。アリスの窮きゆう地ちに駆かけつける。だけど。

（いつもいつも。何の役にも立たない癖くせに……余計なお世話なんですよ、貴方あなたは）

　第一校舎の方角から走ってくるのは、三み月つきだった。

　普通の視力しか持たない彼は、まだこちらに気付いてはいない。

　あれからさほど時間は経たっていないというのに、余程急いで掃除を終えてきたのだろう。

　しかもこんな時に限ってアリスの行動を先読みして、全力で追いかけてくる。

　彼は、午前中に体調を崩くずしたアリスを、ずっと気にしていたようだった。だから……

（本当に間が悪い……馬鹿な人です。そんなに私が心配だったんですか？）

　理由もなく涙なみだが滲にじんだ。ここは皮肉に顔を歪ゆがませる場面であるはずなのに、嬉うれしかった。

「おかしいわね……ここら一帯は、私たちが発する共振反応エコーの影響で、自然と人を遠ざけるようになっているはずなんだけど。よっぽど強い目的でもあったのかしら？　でも、ちょうどいいわ。その様子だと、貴女あなたの大事なお友達なんでしょう、あれ」

　まるで悪戯いたずらを思いついた子供のようにあどけない、残ざん酷こくな笑みがフェレスの唇くちびるを歪ゆがませる。

「はん……知りませんよ、あんな間抜け面づらなんて」

　焦しよう燥そうに身を焼かれながらも惚とぼけたアリスだが、

「へぇ……本当に？　じゃあ殺しちゃってもいいってことよね──こんな風ふうに」

　フェレスは、すっとイクリプスを天高く翳かざした。

「や、やめなさいっ⁉」

　たちまち余よ裕ゆうをなくして叫ぶアリス。

　だが、依然組み伏され自由を奪われたままの身体からだでは、どうすることもできない。

「やぁん、いい声で鳴くじゃない？　……でもだぁめ、止やめてあげない」

　そしてフェレスは、アリスに見せつけるように大おお仰ぎような動作でもって、遠方の三み月つきに向かって特大の戦せん斧ぷを振り下ろした。

「──っ⁉」

　アリスが声にならない悲鳴を上げると同時に、大戦斧の斬ざん撃げきから紫色の旋せん風ぷうが巻き起こる。

　アスファルトを引き剝はがしながら、風の刃やいばが飛んでいく。

　風ふう刃じんはその威力を減衰させながらも二百メートルを奔はしり抜け、少年の側面ぎりぎりを通過、背後の樹木を大きく抉えぐる。

　際どく直撃を免れた三月はしかし、旋風の余波だけで吹き飛ばされて、樹の幹に背をしたたかに打ち付けてしまう。

　土の上に倒れ伏した少年は動かない。

　……まるで死んでいるように。

「ぁ……」

　その光景を見たアリスの瞳どう孔こうが散大し、三年前──忌いまわしき過去の幻影が脳裏にフラッシュバックする。

　胸を穿うがたれ、血に塗まみれて天を仰あおぐ……死に瀕ひんした己の姿。

　みしりと『箱』が軋きしみを上げた。蓋ふたを開く鍵はなく、しかし器に細かい罅ひびが刻まれていく。

「ぁ……ぁ……っ」

　罅ひび孔あなから黄金の光が漏もれ出して、心の暗くら闇やみを照らし上げる。罅はさらに深く太く、致命的なまでに広がっていく。決けつ壊かいする寸前の堤防のような。あるいは卵から雛ひなが孵かえる直前のような。

「残念、外れちゃった。じゃあもう一度……」

　フェレスは愉たのしげに、再び戦斧を構える。片かた腕うででなく両腕で、今度こそ遊びは抜きに、少年の肢し体たいを真っ二つにせんとして。

「っ、ぁ……ぁあああああああああっ‼」

　そしてその瞬間、アリスの心に安置されていた禁断の箱が、跡あと形かたもなく砕くだけ散った。

　ＬＴスフィアが休眠状態から完全覚かく醒せい、電でん瞬しゆんの速度で戦闘状態に移行する。

　周囲に漂ただよい始めた黄金の粒子がアリスの胸へと一いつ斉せいに収しゆう斂れんし──眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしった。

「あはっ──そうこなくっちゃ」

　期待に満ちた瞳ひとみでフェレスが振り返る。彼女が眩くらむ瞳ひとみで見たものは、大木を粉ふん砕さいする豪ごう力りきを誇るドールが複数体、一気に跳はね飛ばされるという信じがたい光景だった。

　その爆心地、立ち上がったアリスの手には、今しもドールから引き千切ったばかりの腕うでが握られている。

「……これでお望みどおりですか」

　人形の腕を無感動に握り潰つぶし、アリスは真まっ直すぐに敵を睨にらんだ。

　休眠から目覚めた、戦闘状態のキリングドール。十三番目の殺さつ戮りく人形。

　淡い金色の燐りん光こうに覆おおわれたアリスからは、圧倒的なまでの気き魄はくが放出されている。

「ええ、素す晴ばらしいわ。貴女あなたの殺意で溶とけてしまいそうよ、私」

　フェレスは先程までのアリスと同様、左胸を押さえて苦しげに──しかし喜き悦えつを帯びた表情で前傾した。

　アリスのＬＴスフィアがフェレスのＬＴスフィアと共鳴し、心臓に激痛を与えているのだ。

　これに抗するためには、相手と拮きつ抗こうする出力を発揮するしかない。

「やぁん、やればできるじゃなぁい。これは私にお礼をいうところよ？　ううん……言葉より態度で示して欲しいわ。熱い接せつ吻ぷんなんてどうかしら」

「冗じよう談だん。そんなことをするくらいなら、死んだ方がましです」

「そう。じゃあ、殺した後でしてあげる」

　胸から手を離したフェレスが顔を上げると、雰囲気が一変していた。今までとは異なる薄笑みは、彼女が本気になった証あかしだろう。嘲ちよう笑しようは冷笑へ、稚ち気きは殺意にシフトする。

　フェレスは大だい戦せん斧ぷ『イクリプス』を、金の燐光を纏まとうアリスの鼻先に突きつけた。

「おめでとう、試験は及第点をあげるわね。だけどそれじゃあ、まだ六十点というところかしら。ここからは私が相手を務めてあげる。貴女のすべてをさらけ出して足あ搔がきなさいサーティーンス。さもないと、すぐに終わっちゃうんだから」

　フェレスは後方に跳躍し、低い姿勢で斧おのを右みぎ肩かたに乗せるようにして構えた。

　三番目のキリングドール、フェレスが初めて見せた戦闘態勢である。

「く……ぅ」

　殺意の奔ほん流りゆうが、ビリビリとアリスの肌はだを灼やく。

（──早く、早くこいつを、壊こわしてしまわないと──）

　胸でＬＴスフィアが鳴動し、あの敵を抹まつ殺さつせよと声高に叫ぶ。

（でも駄だ目めです……！　それは駄目……！）

　アリスは唇くちびるを嚙かみしめて耐えた。今すべきことは、絶対にそんなことではないから。

「く……っ。うぅ……っ」

　禁断の箱に入っていたモノが精神を黒く染め上げていく。

　荒れ狂う破は壊かい衝しよう動どうを解き放つことなく、際どく正気を保っていられたのは、視界の端はしに映る少年の姿があったからだ。

「さぁ、愛し合いましょう」

　かっと目を見開いたフェレスは突風のごとき勢いで疾しつ走そうし、イクリプスを袈け裟さに振るった。

「ふん……！　残念ながら、変態に付き合っている暇はないんですよ」

　斬ざん撃げきから発生する旋せん風ぷうをも計算に入れた上で、アリスは周囲の木々を蹴けってフェレスの死角へと跳躍する。

　斬ざん、とイクリプスは歩道に恐るべき爪つめ痕あとを刻んだが、当たらなければ意味がない。

　着地と同時に駆かけだしたアリスが向かう先は、当然──

「あん、つれないわね。くすっ……敵に後ろを見せるなんて、もしかして誘ってるの？」

　倒れ伏す三み月つきの元へ馳はせるアリスの背後から、風の刃やいばが襲いくる。フェレスはかわされた袈裟斬ぎりの遠心力を効率よく制せい御ぎよして、速やかに死角方向への薙なぎ払いへと連れん携けいさせたのだ。

　アリスは振り返りもせずに加速した。

（私がかわせば、三月くんに当たるというわけですか。性格悪いですね、やっぱり）




　そして、風の刃は少女の胴体を真一文字に両断せしめた。




　　　　　　†




「ちょっとぉ、それはないんじゃない……？」

　期待していた敵のあまりにもあっけない最後に、フェレスは気勢を削そがれて肩かたを落とす。

　しかし改めてよく見ると……真っ二つにしたと思ったのは、敵と同じ制服を着た隻せき腕わんのドールだった。すなわちサーティーンスは袈裟の一撃を回避する際、戦闘不能に陥っていたドールを巧こう妙みようかつ密ひそかに回収し、背後から迫る風ふう刃じんへの身代わりにしたのだ。

　フェレスの死角へ跳んだのは、無論戦術として理に適かなった定じよう石せきであるが、これを悟さとらせないための布石でもあったというわけだ。

「……やってくれるわね」

　サーティーンスはすでに少年を抱だき上げて、数百メートル先を走っている。

　脱だつ兎とのごとき迅じん速そくな逃走だが、相手は殻からを破ったばかりの雛ひな鳥どりだ。まだ追いつける。

「逃がすわけないでしょお……！」

　歩道が爆発したと錯さつ覚かくしてしまうほどの蹴けり足で、フェレスは一瞬にして最高速度にまで加速した。超重量の武装を担かついだままで、常人の目には止まらぬほどに速い。

　じわじわと差を詰めていく。まだまだお互い手の内を隠したままだというのに、こんなにいいところで中断されるなんて冗じよう談だんではない。

「さぁ、追い付くわよサーティーンス」

　ぺろりと舌で唇くちびるを湿しめらせる。高速で駆かけるフェレスは、イクリプスを構え追い抜きざまの斬ざん撃げきを仕掛けるべく攻撃準備の体勢に入った。もはや彼女の目には、前を走る愛いとしい宿敵の後ろ姿しか映っていない。




　そこに空そらを斜めに切り裂さいて、銀の光線ブラスターが奔はしった。




「⁉」

　最高速度で馳はせるフェレスは、反射的にイクリプスを一いつ旋せんした。彼女に刻まれた歴戦の経験、そして闘争本能が取らせた刹せつ那なの行動。

　それがぎりぎりで彼女の命を繫つなぎ止める。

　側面上空から飛来した光こう条じようは、大だい戦せん斧ぷの巨きよ刃じんと激突相そう殺さい。

「くぅっ⁉」

　その衝しよう撃げきに、フェレスは大きく喘あえいだ。高速疾しつ走そうしていた彼女は、突然横方向の力を加えられて、体勢を大きく崩くずしてしまう。

「狙そ撃げき、誰っ⁉」

　見当違いの方向に逸それようとする身体からだを無理矢理急停止させ、なんとか身構えたフェレスは狙そ撃げき手しゆからの追撃を警戒した。

（もう撃うってはこない……どういうこと、足止めが目的だった……？）

　その判断を下したときには、サーティーンスの姿は見えなくなってしまっていた。

「あん、もうっ」

　超重量の大戦斧を頭上で旋せん回かいさせて、巨刃を路上へと落とす。

　戦闘態勢を解いたフェレスの足元で、ズシンというアスファルトが減めり込む重低音が響いた。

「逃げられちゃったじゃなぁい。あぁやだやだ……人の恋路を邪じや魔まするヤツは、地獄に堕おちればいいんだわ」

　紫の粒子に解ほどけ消えていく大戦斧を一いち瞥べつし、うんざりと首を振る。

『銀』の光線──紛まぎれもなくキリングドール、それも心当たりのある奴やつの仕し業わざである。

　だが……

「いったいどこから撃ってきたの……まったく」

　フェレスは、いまだ狙撃手の共振反応エコーを感じ取ることができなかった。

　キリングドールが専用武装カラミテイを使用すれば、共振反応エコーが強まって、かなりの遠距離まで索さく敵てきされてしまうはずなのにだ。

　つまりこの狙そ撃げき手しゆは、武装を顕けん現げんさせても共振が届かない──少なく見積もっても四〇〇〇メートル以上という超遠距離からの精密狙撃を、あろうことか最高速度で走るフェレスを狙ねらい、たった一発のトリガーで必中させたということになる。

『噂うわさ』どおり、戦せん慄りつすべき性能だった。

「あ──あ、なぁんか白けちゃった。じゃあね、サーティーンス。今日のところは見逃してあげるわ。また次の機会に遊びましょう。そして──」

　狙撃が来た方向を見み遣やり、フェレスは苦々しく舌を打つ。

「覚えておきなさいよ、『十二番目トウエルフス』。この恨うらみ、ゼッタイ忘れないんだからね」
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（……どうやら振り切ったようですね）

　無我夢中で走ってきたアリスは人ひと気けのない場所で速度を緩ゆるめ、一安心の息を吐はいた。

　ここは月つき城しろ町北部の住宅街である。大分迂う回かいした道を通ってきたが、このまま大通りに出て南に下れば九く条じよう院いん邸ていまではそう遠くもない。

「三み月つきくん……」

　陰いん鬱うつな口調で囁ささやく。

　病院に連れて行こうとも思ったが、ここからなら家のほうが近い。それに、一見した限りではそれほど酷ひどい怪け我がでもなさそうだ。

　だからアリスは携帯電話で侍じ医いに連絡を取り、自宅まで来てもらうことにした。

「……冗じよう談だんじゃ、ありませんよね」

　あんなに走ってきたというのに、まるで息が上がっていない。ドールを蹴け散ちらした途と方ほうもない力といい、自動車など比較にならない脚力といい……こんなもの、とても、とても……。

「三月くん。私……」

　アリスはスフィアの共鳴とは無関係に、胸が軋きしむのを感じていた。

　フェレスと対たい峙じしていた時は考える隙すきさえなかったけれど。

　こうして改めて思考する余よ裕ゆうを得て、アリスはいまや混乱の渦か中ちゆうにあった。

「私……やっぱり……」

　──あぁ、覚えている。この感覚は、三年前と同じものだ。

　ずっと逃げていた答えを出せと、機械仕掛けの心臓が嘲あざけり笑っているような。

「……人間じゃ、ないみたいです……」

　アリスはやおら天を見上げ、雲一つない蒼そう天てんに向かって、泣きそうな声で呟つぶやく。

　雨なんて降っていないのに、煌きらめく雫しずくが一筋、少女の頰ほおを伝っていった。




　九く条じよう院いん邸てい二階、西の客室ゲストルーム。アリスはベッドの脇わきで椅い子すに腰こしを下ろしている。

　ベッドでは、侍じ医いに手当を施された三み月つきが静かな寝息を立てていた。

　父の代からのかかり付けである桐きり山やま医師の診察によれば、三月の怪け我がは背への打だ撲ぼくのみで、内臓や骨に異常はなく、軽いものだそうだ。

　よかったと安あん堵どする気にはなれなかった。三月はアリスの事情に巻き込まれて負傷したのだ。

　下手へたをしたら、死んでいたかもしれない……拭ぬぐい去れない罪悪感がアリスの胸を責めさいなんでいた。

　部屋の内装はアリスの部屋とは違い、誰にあてがっても不快感を与えぬよう配慮されたシンプルなものだ。それこそホテルの一室のような雰囲気である。

　静かな室内で、アリスはしばし回想に沈む。

　三年前──当時の記き憶おくは曖あい昧まいだ。その時何があったのか、それはアリス自身にも分からない。

　あの時。

　アリスは胸を大きく穿うがたれて、死に瀕ひんしつつあった。いや、確かに一度死んだのだ。

　母の手によって胸に装置を埋うめ込まれ、獲得した治ち癒ゆ能力によって蘇そ生せいを果たしたアリスは、すでに人間と呼べるモノではなくなっていた。

　感情の昂たかぶりや迫る危機に反応し、スイッチが切り替わるように超人的な力を発揮する身体。

　どんなに走り回っても息一つ乱れることはなく、一瞬にして十メートル以上の距離を踏とう破はし、数キロメートル離れた場所にある看かん板ばんの文字すらも明めい瞭りように判別できる。

　アリスが目指す理想の令れい嬢じように、こんな余分な力は必要ない。

　だから──今までずっと、できうる限り使わないよう、自ら封印してきたのに。

「ふん……」

　自じ嘲ちようめいた息を漏らし、アリスは考える。

　フェレスと名乗った少女。

　穏おだやかな日常を突如崩ほう壊かいさせ、非日常へと変へん貌ぼうせしめた彼女は、いったい何者なのだろうと。

「ＬＴスフィア──あいつも私と同じ……？」

　アリスと同じような境遇の人間が、何人かいるという話は母から聞いていた。

　彼女がアリスを十三番目サーテイーンスと呼んでいたことから察するに、少なくとも他ほかに十人以上いるということなのだろうか。

　それとも、この番号には他に意味があるのか。今の段階では分からなかった。

　彼女の目的も、アリスに近付き、襲ってきた理由も。何もかもが分からない。

　頭の中が混こん沌とんとして、深く推理しようという気さえ起きない。

「どうしてこんなことに……」

　その呟つぶやきは、何度目のものだったか。

　だって幾ら考えても、本当に分からないのだ。アリスはただ、この穏おだやかで退屈な毎日が、いつまでも続けばそれでいいと──そう思っていたのに。

「三み月つきくん……」

　力ない呟つぶやきを、聞き止めるものはない。

（こんな非現実的なこと、全部夢だったらよかったのに）

　そうは思うものの、これは紛まぎれもない現実であると理解していた。

　普通の人間なら、とても信じられない出来事だろう。だけどアリスは知っていた。この世界には、そういった常識では捉えきれないモノが確かに存在しているのだと。

　冥めい府ふの深しん淵えんから蘇そ生せいを果たしたアリス自身の身体からだこそが、なによりも雄弁な証明である。

　非日常は、つまるところあの三年間から始まっていたのだろう。

　変わってしまった身体。人ではなくなった自分。

　ずっと考えないようにしてきたツケが、今になって回ってきたような気がした。

（お母さん……早く帰ってきてください）

　母ならば事情を知っているかもしれないと電話を掛けてみたが、あいにく電源を切っているようだった。

　近いうちに帰ると言っていたが……アリスはとにかく、早く誰かに相談したかった。

　一人で鬱うつ々うつと考え込んでいたら、頭がどうにかなってしまいそうだったから。

（はっ、ずいぶんと弱気ですね……九く条じよう院いんアリスとあろうものが）

　乾かわいた哄こう笑しようは己自身へと向けられる。

　だって仕方がないではないか、今にもこの窓を突き破って、あの忌いま々いましい紫色の少女が、アリスを殺しに来るかもしれないのだ。

　戦闘状態を解いた今、アリスは抗あらがいきれない恐怖を感じていた。

「ん……」

　少年の吐と息いきを聞き止めて。アリスは三月の額ひたいに浮かんだ汗をタオルで拭ぬぐってやった。

　すると、彼はゆっくりと目ま蓋ぶたを開いた。

「あ……れ、僕は……」

「……三月くん、気が付きましたか？」

　アリスは覆おおい被かぶさるように顔を寄せた。

「えっ？　あ、アリス」

　すぐ目の前にアリスの顔が迫ってきたからだろう。三月は驚いて、赤面してしまう。

「あ……っ」

　そこでようやくアリスも今の状況に気が付いて、頰ほおを朱しゆに染める。

　勢いよく仰のけ反ぞって、危あやうく椅い子すを倒してしまいそうになった。

「ち、違うんです……これは」

「う、うん……分かってるから……」

　なんとなく気まずい雰囲気になって、二人とも口を開くのが憚はばかられる状況に陥ってしまう。

　先に膠こう着ちやく状態を打ち破ったのは、アリスの方だった。

「三み月つきくんは、学校の散歩道で倒れていたそうです。軽傷のようだったので、私の家に運んだのですが。記き憶おくはありますか？」

　アリスはあえて噓うそを吐つかず、差し障さわりのない事実のみを簡潔に述べた。

「ううん」

　三月は首を振った。何も覚えていないのだと彼は言う。

　当然だろう、三月は突然攻撃を受けて、気絶してしまったのだから。

「ありがとうね、色々と」

「いえ……」

　アリスは俯うつむく。礼を言われる立場ではないと、後ろめたさを感じたからだ。

「身体からだは、どんな具合ですか？」

「うん、もう全然。……心配かけて、ごめんね」

　三月はぺこりと頭を下げる。

「それにしても……確か、僕は……アリスを探してて……おかしいなぁ」

　小さな声で独ひとり言ごつ三月。彼自身、記憶の欠落に釈しやく然ぜんとしない様子だった。

「あぁ……そうだ、帰りにアイスを食べる約束、僕のせいで守れなかったね。今日の分は、いつか埋うめ合わせをするよ」

　穏おだやかすぎる三月の声は、非日常に足を踏み入れたアリスを日常へと引き戻してくれる。

　恐怖も不安も、彼の笑顔は柔やわらかく包み込んで溶とかしてしまう。

　これはもう、彼の特技といってもいいかもしれない。

「──だから、元気だして？」

「えっ？」

「今日は、色々あったし……そのせいかな？　アリス、どこか様子がへんだったから。何か、僕にできることがあるなら……力になるよ。僕は、いつだってきみの味方なんだから」

　ふわふわした微笑ほほえみで、そんな顔が熱くなるようなことを平然と三月は言った。

　釣つられてアリスも、なんだか浮わついた妙みような気分になってきてしまう。

「私の……味方？」

「うん。頼りないかもしれないけど、さ」

　そこまで言って自分でも恥ずかしくなったのか、ごまかすように三月は指で頰ほおを搔かいた。

「と、とにかく。アリスがいつもどおり偉そうにしててくれないと、調子が狂うんだ。だから──いたっ」

　中指で、ぱちんと一発、額ひたいを弾はじいてやった。

「ふん、誰が偉そうなんですか。失礼しちゃいますね。この控えめでお淑しとやかな令れい嬢じように向かって」

　アリスは腕うでを束つかね、視線を横に逸そらす。

「一応、お礼だけは言っておきます。……ありがとう」

「……ん、どういたしまして」

　三み月つきが味方でいてくれる限り、アリスは一人きりじゃない。ずっと続けばいいと願っていた日常は、依然として穏おだやかに、アリスの傍そばにあってくれる。

「…………」

　だけど──だからこそ言えなかった。

　九く条じよう院いんアリスがもう、とっくに人間じゃなくなってしまっていたなんて。

　彼にだけは、絶対に知られたくなかったのだ。




「僕、そろそろ帰るよ」

　空が夕ゆう闇やみに染まる頃、三月はベッドから起き出した。

「あ……もう、こんな時間ですか」

　いつの間にか午後五時を回っている。時計を見て、アリスは吃驚びつくりしてしまった。

　三月と話をしているといつも、なぜか妙みように時間が経たつのが早く感じられる。

「今、車を用意しましょう。少し待っていてください」

　電話をかけようとしたアリスだったが、三月は慌あわてて止めた。

「いいよ、歩いて帰るって」

「駄だ目めです。怪け我が人にんの分ぶん際ざいでなにバカなこと言ってるんですか？」

「大丈夫なのに……心配性だなぁ、アリスは」

　三月はそういって苦笑するが、アリスは下唇くちびるを押し上げてこれを否定した。

「……べつに、心配しているわけではありません。これは単に、私の流りゆう儀ぎの問題です。ふん、最初から三月くんに選択の余地なんてないんですよ」

「ん、分かった。そういうことなら、お言葉に甘えさせていただくね。──ありがとう」

「含みのある言い方ですね──にやにやしないでください」

　にやけ面づらを眇すがめ見つつ、アリスは車を呼び出すべく電話をかける。

「──はい、それではお願いします」

　これでよし。ものの数分もあれば、九条院家専属の車両が門の前に着くだろう。




　玄関の辺りで不ふ審しんな物音がしたのは、そんな時だった。




「⁉」

　アリスは勢いよく立ち上がる。

（まさか、またあの女が……⁉　もう家にまで……そんな）

　舌打ちをしてドアを開けると、一拍後れて三み月つきがアリスの傍そばに寄ってきた。

「アリス？　今の物音って……」

　驚いた顔で、アリスの肩かた越ごしに廊下を見やる三月。

「しっ……！」

　アリスは掌てのひらで三月の口を押さえ、人差し指を一本立てて自分の唇くちびるに当てた。

　廊下は天てん井じよう横幅ともに余よ裕ゆうのある贅ぜい沢たくな造り。等とう間かん隔かくで吊つられた照明と、壁面に設しつらえられたイミテーションの燭しよく台だいが、建造時から変わらぬ暖かい光を湛たたえて、年若い主あるじの美び貌ぼうを照らしあげる。

　物音は階下から聞こえてくるようだった。何かを殴おう打だするようなドンドンという鈍い音だ。

　アリスは警戒しながら廊下を進み、折り返し階段を下っていく。三月もその後ろから、こそこそアリスのお尻しりに付いて歩いてくる。強ごう盗とうだとでも思ったのか、彼の表情には不安があった。

「いいですか、三月くん。私から離れないでくださいね」

「う、うん……分かった」

（……男の癖くせに、先行しようという気はさらさらないんですね、三月くんは）

　もちろんそんなことをさせるつもりはアリスにだってないのだが、どこまでも乙女おとめ心ごころを萎なえさせてくれるヤツである。

（ちょっと見直したと思ったら、すぐこのザマなんですから……ありえません）

　緊迫した状況だというのに溜ため息いきを吐ついてしまう。

　一階に降りて左手に進むと、エントランスホールに至る扉がある。

　アリスはゆっくりと扉を押し開け、九く条じよう院いん邸ていの入り口にあたる広い部屋を見渡した。

　吹き抜けのホールでは、豪ごう華か絢けん爛らんなシャンデリアが煌きらめく光こう輝きを投下している。

　音の源はすぐに知れた。

　入口の大扉である。打撃音だ。

　ドンドン、ドンドン、ドンドン……

　重厚な扉を、外から幾度も幾度も殴なぐりつけているような。

　来客の予定はない。

　そもそも客ならば、門柱にあるインターホンを押せば済むことである。

　無断で門と庭を素通りして、いきなり扉を叩たたき始めるなんて正気の沙さ汰たとは思えない。

　となればアリスが敵襲と判断するのも無理からぬことであった。

「……行きますよ」

「うん……」

　互いに庇かばい合うように身を寄せ合って、大扉に忍び寄っていく。ともすると、この音は何らかの罠わなないし陽動であり、例えば窓や裏口から敵が一いつ斉せいに飛び込んでくるという可能性も考えられる。行動には慎しん重ちようを期さねばならなかった。

　アリスは強化された感覚器官を動員して扉の向こうを予測する。

（一人……？　しかも背が高いです。ということは……あの女じゃない？）

　アリスは訝いぶかったが、当然の結論として、最悪の展開を想定して行動指針を定めた。

　その時、バタンと扉が外側から開け放たれる。

「くっ、伏せて……！」

「うわっ！」

　アリスは三み月つきに覆おおい被かぶさるように倒れ込んだ。

　二人はもつれ合いながらも床ゆかを転がって、速やかに敵の射線から逃れる。

　扉を蹴け破やぶった襲撃者が、すぐさま射撃を敢かん行こう──するようなことはなく。

「たっだいまぁ──────っ！」

「な……」
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「やっと鍵見つかったわ！　こんなに叩たたいてるんだから、開けてくれてもいいじゃないのっ！　……って、あ、あら？」

　威勢のいい挨あい拶さつと共に玄関に踏み入ってきた酔っぱらいは、二人のあられもない有様を認めるや、

「あや～……これは。……はい、大変失礼しました～……」

　何事もなかったかのように扉を閉めた。

「…………ぁ」

　数秒の沈黙の後。その、どう見ても母親にしか見えない敵とか、今の体勢にようやく思いを巡めぐらして、

「やあぁぁぁんっ‼」

　アリスは二重の意味で絶叫を上げたのだった。




「お、お母さん……」

　胸元が開いた大だい胆たんなドレススーツ。長く伸ばした煌きらびやかなブロンドヘア。

　サファイアのような碧へき眼がんに、抜群のプロポーション。アリスが順調に成長したならば、恐らくこのような姿になるであろう彼女の名は、九く条じよう院いんラミア。

　アリスの血を分けた母親である。

「あ～、ビックリした。あのねぇ貴方あなたたち。そういうのは、せめて部屋でやりなさいな」

「ち、違うんです、これは。その、お母さんが、酔っぱらって馬鹿みたいにドンドン扉叩たたくから」

　オドオドと慌あわてふためくアリス。急いで立ち上がろうと試みるが、三み月つきが腰こしにしっかりとしがみ付いているために、失敗してしまう。

「こ、この……いつまでくっついてるつもりですか、貴方は……！」

「いやでも、離れるなって」

　げしっと三月を踏みつけて、アリスはようやくラミアと真まっ向こうから対たい峙じした。

　酒気を帯びた母はいつものように、へらへらと軽けい佻ちよう浮ふ薄はくに笑みを浮かべている。顔の造りこそよく似ているものの、アリスとはまるで雰囲気が違うのだった。

「お母さん……あのっ！」

「しーっ！　もう夜なんだから大声出さないの。はしたないわよアリス。言いたいことは、あとで聞いたげるから」

　ドスンとトランクとハンドバッグを床ゆかに置いて、自分のことを棚たなにあげた発言をするラミア。

　今の今まで扉を叩きまくっていたのは、いったいどこの誰だというのだろう。

「そうそう、三月くん。お久しぶりっ！」

「あ、どうも、お邪じや魔ましてます。ラミアさん」

　三月は立ち上がり、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

　ラミアは、あらあらまあまあいやぁ～んとか、そんなようなことを言ってこちらに接近し、自分の娘むすめそっちのけで三月を抱だき締め、頭をくしゃくしゃと撫なで始めた。

「うっそ、なによきみ。久しぶりに見たら、すっごい可愛かわいいくなっちゃってもう。いやだ、私、どうしたらいいのかしら？」

「んむっ……えへへ……」

　年とし増ま相手にでれでれとする三み月つきを見て、アリスの全身から嫉しつ妬との炎ほのおが吹き上がった。

「ああああああ！　帰ってくるなり、なにしやがりますかこの好色ババア！　なにが『どうすればいいのかしら～』ですかっ！　今すぐ離れなさい！　早く！　早く早く早く！」

「なあに、貴女あなた。そんなに興奮すると、また鼻血出るわよ」

　両手をぶんぶん振り回して怒ど鳴なり、はぁはぁと息を荒げるアリスに対し、ラミアは依然余よ裕ゆうである。他ほかの女には世界中の誰であろうとも絶対負けない自信があるアリスも、この母だけは天敵としているのだった。普段のアリスからは考えられないくらいに余裕をなくし、乱れてしまう。そして決まって後で後悔し、深く懊おう悩のうする羽目になる。

　アリスは三月を羽は交がいい絞じめにする形で、無理矢理魔女の抱ほう擁ようから引っぺがした。

　そして柔やわらかい頰ほお肉にくを両側からつまんで、思い切り伸ばす。

「にゅうううう」

　引き伸ばされて変形した口元から、情けない悲鳴を漏もらす三月。

　両りよう腕うでを交差させて、頰を摘つまんだまま三月の首を振り向かせ、アリスは浮気者と至近距離で向かい合った。額ひたいに青筋を浮かべつつ、優しい口調で、にこやかに言う。

「いいですか……三月くん。貴方あなたは私の婚約者でしょう……？　だったら、他ほかの女に抱だきつかれて、デレデレニヤニヤしてていいはずが……ないですよ、ねぇ……？」

　こくこくと猛もうスピードで首しゆ肯こうを繰り返す三月。恐怖のあまり、眼めに涙が滲にじんでいる。

「ふふっ、よろしい」

　怯おびえる三月の表情を愛めで、嗜し虐ぎやく心しんを十分に潤うるおわせたアリスは、ようやく機嫌を直して指を離してやった。

「ちょっとアリス。そのやり方ずるくない？　ほら見なさいよ三月くん生まれたての子こ鹿じかみたいになってるじゃないのもう。可哀かわい想そうに」

「お母さんは黙っててください。三月くんは、すぐフラフラデレデレするから、きちんとしつけとかないといけないんです」

　びしっと人差し指を立てたアリスに、ラミアは軽く首肯。

「そうかもしんないけどさ」
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　いずれ義母となるであろう人からの助け舟を期待していたらしい三月は、あえなく裏切られてがくりと肩かたを落としたのだった。

「でもやっぱアリスも悪いわよ。貴女が自分の魅み力りよくでしっかり捕つかまえとかないから、他の子に眼がいっちゃうんでしょうに。ねぇ、三月きゅん？」

　豊満な胸を強調するポーズで、初心うぶな少年を魅み惑わくするラミア。

「いや、その」

　三み月つきは耳まで赤くなって俯うつむいてしまう。

　アリスの双そう眸ぼうが禍まが々まがしく光る。そんな状況で三月がなにを言えるわけもなく、ラミアは自分で勝手に納得して話を進めた。

「もうちょっと、あれよ、積極的にスキンシップ取らないと。ベタベタいちゃいちゃ。ほら、こんな風ふうにね」

「だから三月くんに、くっつかないでください！　なに言ってるんですかっ！」

　苦手分野に踏み込まれて、アリスは狼ろう狽ばいしてしまう。

「あははもうこの子ってば。そっち方面になると全然駄だ目めになっちゃうとこ、パパとおんなじね。あの人もねぇ、いざ事に及ぼうとすると鼻血出すのよ。それはもう盛大に」

　超苦労したわ私──ラミアは夜の夫婦生活についての苦労話をとうとうと語り始めた。

「────だからぁ、＊＊＊＊で、＊＊＊なのよ。わかる？　しかもあの人＊＊だから」

「ああああ！　聞こえない聞こえない！　やかましいんですよ！　黙りなさいえろ女！」

　色々と限界を突破したアリスは、鼻をティッシュで押さえながら涙なみだ目めで怒ど鳴なった。

「うっわ！　貴女あなたその台詞せりふと仕草！　パパ、そっくり！」

　やっぱり親子ねぇ、なっつかしいわぁと、けらけら笑うラミア。

「あ──それにしても、久しぶりに帰ってきたら疲れがどっと出てきちゃった。それじゃあ私、さっそくお風呂入ってくるねっ」

　さんざん場を搔かき乱したラミアは、るんるんと鼻歌を口ずさみながら浴場へと向かう。

「あっ、そうだ。三月くんも一緒に入る？」

　ラミアに声を掛けられ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた三月は、

「えっ、いいんですか？」

　爛らん漫まんな声だった。

「いいわけないでしょうっ！　早く帰りなさいバカッ！」

「えぇ……」

　アリスに叱しつ責せきされ、三月はそんな馬鹿なと言いたそうな顔になった。

　ちょうどいいタイミングで、インターホンが鳴る。

　アリスは玄関脇わきにある受話器を取った。

　聞こえてきたのは馴な染じみの運転手の声。

『お待たせいたしました、九く条じよう院いんさま』

「ご苦労様です。そのまま門の前で待たい機きしていてください」

『かしこまりました』

　アリスは受話器を置いて、三月を促す。

「三月くん。そういうわけで、車は門の前に待たせてありますから、さっさと帰ってください」

「うん……ありがとう」

　三み月つきは大扉を開けて振り返り、会え釈しやくする。

「じゃあ、お邪じや魔ましました。──アリス、元気になったみたいで安心したよ。また明日ね」

「はい。また明日……。もう寝坊して遅刻しちゃだめですよ？」

「あはは、了解」

　微笑ほほえみを投げて、三月は扉の向こうに消えた。

「…………」

　しん、と静まりかえったエントランスは、広々としているがゆえに静寂を強く認識させる。

「アリス、三月くんが帰っちゃったから、寂しいんだ？」

「なっ⁉」

　背後からの声に、アリスは飛び上がるほどに動揺してしまった。

「お、お風呂に行ったんじゃ」

　肯定も否定もしていないのに、ラミアはすべてを察していると言わんばかりの態度で両りよう肩かたに手を乗せてくる。

「貴女あなたってばもう～。可愛かわいいんだからぁ」

「うぅ……」

　頰ほおを突き回されながらも、図ず星ぼしを突かれたアリスはなにも言い返すことができない。

　ただ恥ずかしそうに視線を逸そらし、目を合わせないようにするのが精一杯だった。




　　　　　　†




　九く条じよう院いん邸ていの大浴場は一階北西部の隅すみに位置している。

　洋館の中にあって和の趣が多分に含まれる浴場の窓から見えるのは、自然そのものを上手うまく利用して整えられた美観。

　プールのように広い浴よく槽そうには、この辺りで湧わく本物の温泉が張られている。

　さまざまな薬効があるという湯に浸つかりながら、四季の移ろいを目で楽しむことができる──生せい来らい身体からだの弱かった父が、家の建造に当たって特に力を入れたのがここだったのだという。

　濛もう々もうとたちこめる湯煙の中、少女のシルエットがぼんやりと浮かび上がっている。

　アリスは椅い子すに座り、長く艶つややかな金きん髪ぱつを丹念に時間を掛けて洗う。

　続いてボディーソープをスポンジに染みこませ、珠たまのような美び肌はだをぴかぴかに磨いていく。

「ひゃんっ⁉」

　突然アリスの両りよう脇わきの下から腕うでが回され、背後から抱だきすくめられた。

　背中に豊かな双そう丘きゆうが押しつけられ、コンプレックスを針のように刺激してくる。

「いきなりなんですか、もぅっ！」

「なんですかって、親子のスキンシップに決まってるじゃなぁい？　ほぅら、ママが身体からだ流したげる」

　言うや否や、ラミアはぬるりと身体を密着させてきた。アリスはたちまち青ざめて、胸をまさぐるいやらしい手を振り払い、身を捩よじって逃れた。

「あん、もう。ママの愛が受け取れないっていうの？」

「お、お母さんの愛はぬるぬるしてます……！」

　ぐいぐいと泡あわの着いた手で迫る母の顔を押しやるアリス。

「フフフ……かつてはこれでパパに命いのち乞ごいをさせたものよ」

　夫婦が繰り広げた風呂場での死闘を思い返しているのか、ラミアは顔を泡あわだらけにされながらも双そう眸ぼうをぎらつかせ、妖あやしく笑っている。

（いけません……今、何故なぜか非常に貞てい操そうの危機を感じます……）

　父のＤＮＡから受け継いだのであろう本能的な危険を察し、アリスは洗面器のお湯を被かぶり、身体を洗うのもそこそこに浴よく槽そうの方へと早足で待たい避ひしたのだが。

「逃がすかっ！」

　ラミアはヘッドスライディングの要領で勢いよく洗い場を滑すべり進み、湯船の縁ふちをまたがんとする直前のお尻しりを捕ほ獲かくした。

「きゃあんっ！」

　浴場に全力で拍手を打ったような音が響く。

　アリスは前のめりに転倒し、身体の前面をしたたかに打った。

「ふっふっふ……駄だ目めでしょう～、ちゃんと身体はすみずみまで洗わないと」

　ラミアは娘むすめの細い足首を摑つかんで、地引き網のように引き寄せる。

「ああっ。この、いい加減にっ！」

　怒れるアリスは自由な片足を踏み込み、不自然な体勢ながらも強引に跳躍、まとわりつく母もろとも背後の湯船に飛び込んだ。

　湯の飛沫しぶきが柱となる。その後、潜水状態で揉もみ合いを始めた二人の闘争は三十秒にも及んだ。

「ぷはっ！　むぅ……やっぱパパとは全然身体能力が違うわね貴女あなた。一ひと筋すじ縄なわではいかないわ」

「けほっ……じょ、冗じよう談だんじゃありません！　なにが哀かなしくてお風呂でこんなことしなきゃならないんですか！」

　もう二度と、母と一緒に風呂など入るまいと誓ったアリスである。

　なんとか身体を洗い直し、アリスは再び湯船に浸つかった。

　すぐ傍そばでは、母が浴槽の縁に大の字に寄りかかってくつろいでいる。

「こうなると、お酒が欲しくならない？」

「私、未成年ですから」

　アリスは気のない声で返す。ラミアは娘の返事が気に入らなかったのか、虚こ空くうに両手を翳かざし開閉を繰り返すという奇行を始めた。

「未成年だからって、貴女あなたの未成熟さはそろそろ危険域に達していると思うの、ママは」

「へぇ、それでその手はなんのつもりですか？　怒らないから言ってみてくださいよ」

　偽いつわりの笑みでアリスは促した。

「だから成長期が終わって手遅れになる前に、豊胸マッサージをね」

「怒ってませんよ？　でもそれ以上言ったらぶっ飛ばしますから」

　アリスは胸部を腕うでで隠し、笑顔のままで半目になった。

「む～、なんで我が娘むすめの反抗期はそう永続的なのかしらね？」

「ふん、なんで我が母の頭はそういかれてるんでしょうね？」

　両者は睨にらみ合いながら身体からだを温め、それから浴よく槽そうの縁ふちに並んで腰こし掛かけた。

「さて、と。いい加減、本題に入りましょうか、お母さん」

「そーね。……あんまりいい話じゃなさそうだけど、聞くわ。何があったの、アリス」

　ふぅっと息を吐はき出した母の顔は、いつもの奔ほん放ぽうな表情から、今まで見たこともないくらい真剣なものに変わっていた。

　アリスは知らなかったが──この顔こそ、かつてあらゆる禁きん忌きを恐れることなく己おのが研究に邁まい進しんし、神の領域にまで踏み込まんとした天才科学者。

『白はく面めん金こん毛もう』ラミア・フォックス博士のものであった。




「なるほど。よく分かったわ」

　アリスの話を聞き終えたラミアはお湯を両手で掬すくい取り、精神を集中させているようにじっと見詰めた。指の隙すき間まから零こぼれた液体が、熟うれた肢し体たいの曲線を滑すべり落ちる。

　ラミアは厳しい顔で沈思を始め……アリスも話しかけられる雰囲気ではなく黙り込む。

「どこから話したものかしら」

　ラミアが再び口を開いたのは、数分後のことだった。

「まずはおさらいをしておきましょうか。貴女とこういう話をするの、三年ぶりだものね」

　そうして母は、三年前と同じように語り始めた。

「私が昔どんな仕事をしていたのか、前にも話したわよね」

「何か、大きな研究機関に所属していたとは聞いています。その『組織』について問い質ただしてもお母さんは、はぐらかすばかりでしたが」

「うん、あんまり深入りさせたくなかったし……。それに、娘に聞かせたい話でもないのよ、これが。だから今回の説明も、必要最低限ってことで許して頂ちよう戴だい」

『組織』はラミアの説明によると、様々な企業を隠れ蓑みのにしながら、主に人工臓器や義ぎ肢しといったものについて研究開発を行う機関であり、世界的に大きな成果を出しているのだという。

「人工臓器って言ってもそれだけですごくたくさん種類があるんだけど。まあ、今は関係ないから省略するわね。もちろんこれは合法的な研究よ。人類の叡えい智ちの結晶、人を救う素す晴ばらしい成果……ただ、その裏では人間の複製や強化、不老処理、遺伝子の組み換え、果ては死者の蘇そ生せいなんてものまで研究していたところもあったのは事実よ……」

『不老不死』『死者蘇生』『人体強化』。

　これら魅み惑わく的てきなキーワードを鑑かんがみれば、その需要が計り知れないものであろうことは想像に難くない。あえて禁きん忌きに踏み込もうとする、スポンサーや優秀な研究員は、世界中に幾らでもいるはずだ。

　ラミアもまたその内の一人として、倫理的に認められない、非人道的な実験に参加していたのだろう。……その理由については心当たりがなくもない。

　だから母が言いたくないのなら、アリスからは何も聞くことはできない。

「そして、当時組織で行われていたメインの研究が……それよ」

　ラミアはアリスの薄い左胸を指差した。

「『ＬＴスフィア』──世界各地で発掘された、ロストテクノロジーの結晶ともいえる極小の球体。心臓に癒ゆ着ちやく、寄生することによって、適正素体の身体能力を跳はね上げる性質を持つわ。組織はスフィアを研究解かい析せきすることによって、未知のテクノロジーを得ることに成功したの。──ここまでは、いい？」

　アリスは胸に手を当て、頷うなずいた。

「そのＬＴスフィアが、私の胸には埋うめ込まれている」

「──そう。厳密には、多少改良を加えられたもの、だけどね。今までにスフィアは十三個発見されていて、発見された順に番号付けナンバリングされている。そしてそのうち幾つかは、それぞれ適正のある素体に埋め込まれているの。施術を受けたスフィア適正素体はすべて女性で──その呼称は暫ざん定てい的てきに、埋まい設せつされたスフィアと同様の番号で定義されているわ。一番目のフアーストスフィアを埋め込まれたファースト、二番目のセカンドスフィアを埋め込まれたセカンド……という具合にね。素体に驚異的な戦闘能力を付与するＬＴスフィア。これを『兵器』であると判断して、スフィアを蔵ぞうした素体を『キリングドール』なんて呼ぶ奴やつもいるわ」

　私はそんな呼び方気に入らないけど、とラミアは眉まゆを顰ひそめた。

《貴女あなたは十三番目の殺さつ戮りく人形。私と同じ、禁断の箱を胸に宿したヒトではないモノ。我が主あるじはこう呼ぶわ──キリングドール、と》

　フェレスと名乗った少女の言葉を思い返す。

（そういう……こと、ですか）

　アリスは得心して、唇くちびるを軽く嚙かんだ。

「貴女の場合は、さらに特殊よね」

「というと？」

「貴女の胸に埋め込まれた十三番目のＬＴスフィアは、私自ら発見して、組織に未報告のものだったの。それを極秘裏に、組織に本来無関係な貴女を生き返らせるために使っちゃったから。だから組織では、十三番目のサーテイーンススフィアなんて存在しないことになっているのよ」

　少し笑って、ラミアは言った。

　アリスはかつて瀕ひん死しの重傷を負い、スフィア埋まい設せつによる身体強化の恩おん寵ちよう──自己治癒機能セルフヒーリングの発現により一命を取り留とめたのだった。

「貴女あなたにスフィア適正があって、本当に運がよかったわ……」

「あっ」

　ラミアはアリスの両りよう脇わきに手を差し入れて、ざぱんと湯船から抱だき上げた。

　濡ぬれた娘むすめを膝ひざの上にそっと載のせて、腕うでの中に収める。

　ぎゅっと強く抱だかれたアリスの火ほ照てった太ふと股ももから、熱いお湯が滴したたって、張られた湯の表面に幾つもの波は紋もんを残した。

　アリスは黙って、されるがままになっている。

「でも、最近になってバレちゃったってことですか？」

「どうかしら、私ちゃんと念入りに証しよう拠こ隠いん滅めつしたのよ。手伝ってくれたのは信用できる人だったし、そこから貴女のことが漏もれるわけはない。それにＬＴスフィアには、同じスフィアと共振して、ある程度場所を特定できるという特性があるんだけど──貴女に埋うめ込まれた十三番目のサーテイーンススフィアは、出力が低い代わりに共振反応──エコーっていうんだけど──をまったく返さないという極めて特殊なものだったの」

　だからこそ今まで、アリスのことが組織に漏れなかったのだとラミアは言った。

「じゃあどうして……」

「……せっかく、貴女と二人で静かに暮らしていたのに、ね。やっと貴女も三年前のことを忘れてきて、もうあれはなかったことになるはずだったのに。──本当、今になってどうして……こうなっちゃうのかしら」

　ラミアは自じ嘲ちようめいた表情で呟つぶやいた。

「私も組織を抜けた後、色々と調査を続けてきたのだけれど……貴女のスフィアについてはまだよく分からないことが多いの。一番目フアーストから十三番目サーテイーンスまで、スフィアにはそれぞれ固有の機構が見られるんだけど、その中でも『十二番目のトウエルフススフィア』と『十三番目のサーテイーンススフィア』は、その他ほか十一のスフィアとは、ほとんど別物と言えるほど異なった構造をしているみたいなの。だから悪いけど、曖あい昧まいなことしか言えないわ。恐らく……何らかの理由によって貴女のスフィアが共振反応エコーを返すようになってしまったんだと思う。前回計測したとき、出力がずいぶん上昇していたから……まさかとは思っていたのよ」

「……だから最近頻ひん繁ぱんに私の様子を聞いてきたんですね……お母さんは」

「うん……素体の成熟に従ってスフィアの出力と共振反応エコーは大きくなるものだから……そう無理矢理納得しようとしてた。でも、やっぱり甘かったわね。休眠状態だった十三番目のサーテイーンススフィアはすでに目覚め、共振反応エコーを発している。そして、貴女あなたを狙ねらって『三番目サード』が現われてしまった……」

　アリスを抱だく腕うでの力が強くなる。ラミアはぎゅっと身体からだを密着させて、顔をアリスの肩かたに乗せた。一度失ってしまったものを、今度こそは二度と離すまいとするかのように。

「お母さん？」

「ごめんなさいね……アリス。貴女はなにも悪くないのに、私がこんな運命を押しつけてしまったから……」

　こんなに落ち込んだ様子の母を見るのは、三年ぶりだった。だからアリスは、当時と同じ台詞せりふを言ってあげることにした。できる限り、優しく聞こえるように。

「でも、お母さんがそうしてくれなければ、私は死んでいたのでしょう？　いま、ここにはいなかったのでしょう？　感謝していますよ。……ありがとう、お母さん。私を助けてくれて」

「うん……」

　ぐしゅぐしゅという嗚お咽えつが聞こえてくる。

　上から滴したたり落ちてきた粘ねん性せいのある体液が、アリスの胸に張り付いた。

　涙なみだかと思ったが、どう見ても違う。

「鼻水垂らさないくださいっ‼」

「だってぇ……」

　ラミアは怒れるアリスから一いつ旦たん離れると、ぱしゃっと手て酌じやくでお湯を顔にかけた。そして立ち上がり、かぶりを振って水みず飛沫しぶきを飛ばし、最後にバシンと自ら両りよう頰ほおを張った。

「よしッ、元気出た！」

「は、破は廉れん恥ちなポーズで気合い入れないでください！」

「ふふふ」

　おそろいの美び貌ぼうを持つ親子のコミュニケーションは、この数秒間だけ、普段どおりのものに戻っていた。

　ラミアは改めてアリスと向かい合い、娘むすめの両肩に手を置いた。

　母の瞳ひとみには、諦てい観かんと憐れん憫びんを孕はらんだ、しかし真しん摯しな光がある。

　アリスは気を引き締めてラミアの言葉を待った。

「ね、アリス。ママと一緒に、どこか遠くに引っ越しましょう？」

「えっ？」

「貴女を狙ねらうやつが来ないところへ逃げましょう、そしてずっと二人で……」

「そんな──こと、突然言われても」

　それは、今の日常を何もかも棄すてるということだ。

　そう簡単に決心できるわけがない。

　それに、納得いかなかった。

「逃げるなんて──そんなの、理り不ふ尽じんです。私が、何をしたっていうんですか？」

「でも、このままじゃ、貴女あなたはまた狙ねらわれてしまうわ」

「それは……でも」

　アリスが思い描くのは、三み月つきや、友人たちの顔だ。彼らと別れて、ずっと襲しゆう撃げきに怯おびえ、逃げ続ける生活を送るなんて──考えたくもなかった。命と引き替えにはできない。我わが儘ままだと分かっていても、そんな未来は選びたくなかった。

　それはアリスの美学に反する無様な生き方だ。

「嫌いやです……そんなの、嫌です」

　アリスは強くかぶりを振った。

「そう……」

　ラミアはそんなアリスを見て、しばし懊おう悩のうするように考え込み……絞り出すようにもう一つの選せん択たく肢しを告げた。

「なら──戦いなさい、アリス。自分の命を護まもって、そして壊こわれかけた日常を失いたくないのなら、敵を討うち倒して奪い返すしかないわ」

「……え」

　戦いなさい──母にまで、そんな馬鹿げたことを言われるなんて思わなかった。

　アリスは、戦士でも兵士でもない。ついさっきまでごく普通の生活を送っていたというのに。

「いい、アリス。よく聞いて。貴女の話を聞く限りでは、まだ間に合うかもしれないの。貴女の存在に気付いているのは『組織』の中でもごく一部の者でしかない。全組織に情報が行き渡っているのなら、『三番目サード』単独で襲撃するようなやり方はしないはずだもの。研究室同士、犬けん猿えんの仲なのよ、あいつらは。だから、自分たちだけで貴女を──いえ、貴女の胸にあるＬＴスフィアを回収したがっているのね。貴女の力を引き出すような真似まねをしたのは、戦闘データを取るためでしょう」

　ラミアはそこで一息吐つき、厳しく目を細めた。

「つまり──『三番目サード』とその背後にいる黒幕さえいなくなれば、当面の危険は去るということよ。その後は、私が共振反応エコーを抑おさえてあげる。そうすれば貴女の存在を組織に関知されてしまうことは、ほぼなくなる。逃げる必要もなくなって、今までどおりの生活が送れるわ」

「共振反応エコーを抑える──そんなことが……？」

「ええ。あいにくまだ開発中だけど、ね。貴女の誕生日までには間に合わせようと思っていたのに──ごめん、ちょっと遅かったみたい」

　ラミアがずっと家にも帰らず何をしていたのか、ようやくアリスにも得とく心しんがいった。

　母はアリスを護るために、最大限の努力を続けていてくれたのだ。

　だから分かる。

『逃げましょう』『戦いなさい』という母の言葉はどちらも、噓うそ偽いつわりなくアリスのことを考えて発せられたものなのだろう。

「『三番目サード』……あのフェレスともう一度戦って、倒せば……今までどおり、何も変わらずに、暮らすことができる。ずっと逃げ続ける生活を送らなくてもいい。お母さんは、そう言うんですね……？」

「そうよ。そして貴女あなたには、そのための力があるわ」

　そのとおりだった。だけど……

「だけど……私、もう……あんなこと、したくないんです」

　アリスはぽつりぽつりと囁ささやいて、目を伏せる。

　ラミアもまた俯うつむき、痛ましそうに答える。

「そう……そうよね、戦いたくなんて、ないわよね。それは、自分が死ぬかもしれなくて──相手を殺さなくてはならないということだもの。私だって……貴女に、そんな危あぶなくて怖い思いなんてさせたくないわ」

「違います……！」

　アリスはラミアの言葉を強い声で遮さえぎった。

「そういうことではないんです。確かに今は怖いけど……きっとあいつの前に出れば恐怖なんて吹き飛んで、私はまたおかしくなってしまう。それがイヤなんです。傷つくことも、殺すことも……まったく忌き避ひ感かんはなくなって……」

　アリスはぴたりと自分の左胸に触ふれる。

「だって、『これ』には、そういう機能があるんでしょう？」

　沈黙を答えと受け取って、アリスは言葉を紡つむぐ。

「目の前の敵を滅め茶ちや苦く茶ちやに壊してしまえって……私じゃない私が命令してくるんです。それに三年前──あの日から、普通じゃない力を発揮する度に、自分がどんどん人間離れしていくようで……私が私じゃなくなってしまう気がして。ずっとずっと怖かったんです。だから……」

　もうあんなこと、したくありません──アリスは弱々しい声を振り絞しぼるように言った。

　人間ではなくなってしまった自分。己に秘められた常じよう軌きを逸いつする力。それに伴う破壊衝しよう動どう。

　それが三年前に一度死した日から、茨いばらの棘とげのように少女の心を蝕むしばんできたものだった。

　フェレスと戦うということは、ずっと考えないようにしてきた『それら』と真っ向から向き合い、『それ』が『自分』なのだとはっきり認めなくてはならないということだ。

　そうするべきだ。それが一番冴さえたやり方だと理性では分かっていても、心が抵抗している。

　九く条じよう院いんアリスの魂たましいが、人間のままでありたいと慟どう哭こくしている。

　ただ怖くて、アリスは頭を抱かかえて俯うつむいた。

　そんなアリスを柔やわらかく抱ほう擁ようする腕うでがある。

「あ……」

　暖かな温ぬくもりを感じ、アリスは涙なみだの滲にじんだ顔を上げる。

　くしゃくしゃと撫なでられて、アリスは目を細めて母の豊満な胸に頭を埋うめた。

「お母さん……」

「うん。どちらにしても、こんなこといきなり決められないわよね。でも、あまり猶ゆう予よはないわ。だから三日後……貴女あなたの誕生日が終わったら、もう一度聞くわ。……大丈夫よ、貴女がどちらを選んだとしても、私は最後までアリスと一緒だから」

「戦うか……逃げるか」

　アリスの前には二つの選せん択たく肢しがある

　刻限までは、たった三日しかない。

「だけどアリス、これだけは覚えておいてね。私には、貴女の前に選択肢を用意してあげることしかできないの。代わりに決めてあげることはできない。分ぶん岐き路ろの先に何があるかを見定めて、どちらに行くかを最終的に決めるのは、貴女自身でなくてはならないわ」

　不思議の国で、童どう話わの主人公が出会ったチェシャ猫のように、ゆく道を決めるのは貴女次第なのだとラミアは言った。

「……はい」

　アリスは厳おごそかに首しゆ肯こうする。

　三日後……刻限になれば、自分の未来を決定する選択をしなければならない。

　ただ……どちらを選ぶにせよ、覚かく悟ごを決めるためのきっかけが欲しかった。
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　白く清潔な壁に囲まれた部屋に、窓は一つもない。二十畳じよう程度の正方形をしたその部屋は用途が判然としない機械類に面積の半分を占有されていて、ここは研究室なのだという無言の主張を感じさせた。辛かろうじて誰の目にも使用目的が理解できる物といえば、壁に備え付けられた大きなディスプレイと、部屋の中央に鎮ちん座ざする銀色に鈍く光る手術台だけだろう。

　手術台には美しい少女が横たわっていた。メタリックシルバーの寝台は彼女の放つ妖よう気きに侵食されて、吸血鬼ヴアンパイアの姫ひめ君ぎみが眠ねむる常とこ闇やみの棺ひつぎめいている。

　幾つものコードに繫つながったゴーグルのような『調整器バイザー』で双そう眸ぼうを覆おおい、半はん裸らで横たわるのは、三番目のキリングドール、フェレス・Ｂ・フレイア。

　生まれたままの姿を、拷ごう問もんにでも使用するような、黒光りする拘こう束そく具ぐが縛しばり付けている。

　これはＬＴスフィアの出力をカットし、身体強化機能を一時的に解除するものである。すなわち今のフェレスは普通の人間と変わらない性能に成り下がっているということだ。

　主にキリングドールの『調整』を行う際、素体の暴走を防ぐ目的で使われる器具だが、ここまで外け連れん味みたっぷりな──一般的な価値観で言うならば悪趣味な──デザインも珍しい。

「そろそろかな……もう起きていいよ、フェレス」

　声の主は、奇くしくもフェレスと瓜うり二つの容よう貌ぼうをしていた。前を揃そろえた黒くろ髪かみを日本の姫ひめ君ぎみのように長く真まっ直すぐ下ろしている。細いシルエットの服装に白衣という格好。

　少女のような容姿に、少年のような口調。中性的というよりも両性的というべき雰囲気。

　第三研究室室長、『斑まだら傀儡くぐつ』ハインツ・フレイ。

　ハインツが声をかけるや、フェレスの全身を拘こう束そくしていたベルトの一部が外れる。

「か……はっ」

　依然拘こう束そく具ぐの機能は可動中だ。

　フェレスは寝台から弾はじかれたように身体からだを起こし、強く咳せき込んだ。

「はぁっ……はぁっ……」

　息は荒い。がちりという音を立てて『調整器』が外れ、少女の双そう眸ぼうが顕あらわになった。

　常に驕きよう慢まんな光を灯ともす吊つり目から、滂ぼう沱だと涙なみだを流している。

　殺さつ戮りくに狂う戦闘時の彼女からは到底想像の及ばない、憔しよう悴すいしきった姿だった。

「どう……？　今日もいい夢を見たみたいだね……ふふ」

　歪ゆがんだ悦よろこびに頰ほおを染めて、ハインツは苦しげに喘あえぐ下げ僕ぼくを見下ろした。

　喜き怒ど哀あい楽らく。これら感情の奔ほん流りゆうによって分泌される神経伝達物質が、ＬＴスフィアから引き出される力と密接な関係があるということは、前々から知られていたことだ。

『調整』というのはこの法則に従って、素体がＬＴスフィアの力を効率よく安定して引き出せるよう施術される精神的な処理全般のことをいう。

　キリングドールの『調整』には様々な方法が用いられるが──ハインツがフェレスに対し特に積極的に行っているのは、調整器を通し恣し意い的に『記き憶おく』を注入することにより、戦闘に特化した精神状態を保たせるというある種の洗脳であった。

　人間の記憶を抽ちゆう出しゆつし、対象素体へと注入する──幾多のロストテクノロジーを保有し、科学技術の最先端を走る組織でも、これはクローン製造と並び未解決の問題を残す技術である。

　人間の『記憶』には指紋やＤＮＡと同様一人一人固有のデータ規格があるために、通常人の脳髄は、他人の『記憶』を受け入れることができず、拒絶反応を起こして壊こわれてしまうからだ。

　逆にいえば、まったく同一の構造をした素体間に限定した上でならば、『記憶』の転送が可能ということである。

　そして──

　いま調整器を通しフェレスに注入していたのは、ハインツ自身が体験した『記憶』である。

「ボクのことを本当に分かってくれるのは、キミだけだ……。何故なぜならキミは、もう一人のボクなのだからね……」

　ハインツはうっとりと語りかける。精神的苦痛によって忘我する、己と同じ美び貌ぼうへと。

　ＬＴスフィア適正素体──ハインツ・フレイの複製体。

　怨えん嗟さと憎悪の記憶のみで純粋培養された殺さつ戮りく兵器。

　それがハインツの誇る最高傑作。三番目のキリングドール、フェレス・Ｂ・フレイアである。

「だというのに」

　ハインツは双そう眸ぼうを酷こく薄はくに細め、唇くちびるを嗜し虐ぎやくに歪ゆがませて、フェレスの細首を鷲わし摑づかみにして爪を立てた。

「あぁ……ん」

　激痛にフェレスの美貌が一瞬歪ゆがむが、すぐにうっとりと表情を蕩とろけさせた。

　まるで苦痛が快楽に変換されているような、倒錯した被虐性愛マゾヒズムの発露である。

「勝手な行動を取った挙あげ句く『十三番目サーテイーンス』を取り逃がすとはね……いつからキミは、そんな無能になったのかな？」

　ハインツはまるで愛あい玩がん動物の頭を撫なでるがごとき優しい仕草と口調で、ぎりぎりと首を締め上げる。

「ぁ……んあっ」

　ハインツが手を放すと、フェレスは嬌きよう声せいを上げて寝台に倒れ込み、再び咳せき込んでしまう。

「あぁ……許して、ハインツ。私、一生懸けん命めいやったのよ……でも……」

　泣いて許しを請こう下げ僕ぼくの傍かたわらに立ち、ハインツは朗々と語り続ける。

　もう一人の自分に向かって。ひどく嬉うれしそうに。

「あぁ分かってる。さっき、キミの『記き憶おく』は見せてもらったから。邪じや魔まをされたんだろう……組織の裏切り者──あの『十二番目トウエルフス』に。困ったね、とても面倒なことになった」

　組織から離反したキリングドール『十二番目トウエルフス』は今、第四研究室の『四番目フオース』が追っているはずだった。まさかこんなところに現われるとは、その神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりも『噂うわさ』どおりらしい。

　常時ならば『四番目フオース』に先んじて『十二番目トウエルフス』を狩り出し、突出した性能を誇るという件くだんの『十二番目のトウエルフススフィア』を奪ってやりたいところだが──今だけは機が悪い。

　もしも『十二番目トウエルフス』を追って『四番目フオース』がこの地を訪れるようなことがあれば『十三番目サーテイーンス』の存在が第四研究室に伝わってしまうからだ。それだけは避けたかった。

　組織とて一枚岩ではない。世界各地から集結した、倫理を厭いといさらなる叡えい智ちのみを求むる狂科学者たちは大別して十二、無所属を含めれば十三の派閥に分かれて組織に所属している。

　これはあくまで大まかな分類にすぎず、実際はもっと混こん沌とんとした──蔦つたのように複雑に絡からまり合った相関図を形成しているのだが、そんな組織の全容をすべて把は握あくしているものなどそうはいるまい。

　各研究室の長である幹部博士たちでさえ組織が設立された目的や経けい緯い、そして最上位に君臨している創設者──それらのすべてを知っているものはごく少数だという。

（まぁ、そんなことはどうでもいいことだけどね）

　それが大部分の研究者たちが抱いだく、組織への結論である。ただ己おのが研究さえ存分にできるのならば、その他のすべては些さ事じに過ぎない。組織へ集まるのはそんな連中ばかりだった。

　ともかく、一から十二までの研究室同士は、一部の例外を除き犬けん猿えんの仲と言っていい。

　あまりにも様々な理由が集積しすぎていて、一言で現わすのは不可能だが──

　最も大きな確執は、やはりＬＴスフィア──延ひいてはキリングドールの開発についてだろう。

　それぞれ異なるコンセプトの元に造られた殺さつ戮りく兵器の性能を顕示し、優劣を付けたがるのは科学者たちにとって当然の欲求であるといえた。

（『四番目フオース』は今『十二番目トウエルフス』を見失ったまま補足できていないようだけど、この付近まで来ていることは間違いない。キリングドール同士が全力で戦闘をすれば、さすがにこちらに目を付ける、か……となると）

「慎しん重ちように機を見極め、一度の戦闘で迅じん速そくに決着を付けないとね」

　それに『十三番目サーテイーンス』だって、今後はそれなりに警戒してくるだろう。

　少なくとも、もう人目のない場所には迂う闊かつに近付くまい。

　ある任務を帯びて月つき城しろ町を訪れていたフェレスが、正体不明の微弱な共振反応エコーを感知したのは、四日前、日曜日の午後一時過ぎのことだ。

　当時取得したデータによれば、そのＬＴスフィアらしきものは『十二番目のトウエルフススフィア』と酷こく似じした性質をもちつつも、非活性──すなわち半休眠とでもいうべき状態にあるらしいという分析予測結果が出た。

　その後の調査の結果、極ごく微弱な共振反応エコーの源泉が、皇こう城じよう学院の関係者である可能性が高いという結論に達したのがようやく昨日。

　そういった経けい緯いでフェレスを送り込んだ次第だったが、状況は膠こう着ちやくしつつある。

　何らかの手立てを講じる必要があった。

「もう少し詳くわしく調べてみるか……今のところ分かっているのは、と」

　ハインツは操作盤を叩たたいて、ディスプレイの大画面を起動させた。ヴンという電子音が鳴って、すぐに目的の情報が展開される。

　現われたのは金きん髪ぱつの少女の写真と文字列だった。この数時間の調査で得た『十三番目サーテイーンス』のプロフィールである。

「九く条じよう院いんアリス。あぁ……いま思い出した。あの九条院ね。はは、お嬢じよう様さまなんだ？」

　九条院と言えば日本有数の名家に数えられる姓かばねである。ここで目にするとは思わなかった。

　意外といえば、意外だ。

「私立皇城学院中等部三年一組所属。家族構成は母と二人……ふうん。なるほど……そういうワケか。ドクター・フォックス。貴女あなたがこんなところにいたとはね」

　新たに表示された顔写真は三年前に組織を離れた研究者、『白はく面めん金こん毛もう』ことラミア・フォックス博士に相違ない。

（『十三番目のサーテイーンススフィア』と『白面金毛』……くすっ、ようやく繫つながってきた）

「フェレス」

「…………」

　ハインツの声に反応し、フェレスは黙したまま主あるじを上うわ目め遣づかいに見上げてくる。

　瞳ひとみを潤うるませ、頰ほおを上気させていた。まだ悪夢の余よ韻いんから醒さめやらぬらしい。無理もない……今回フェレスに見せたのは、ハインツの記き憶おくの中でも最悪の部類に入るものだから。

　今でも眠ねむれば夢に見る──こんな悪夢を二度と見なくて済むように、ハインツには強大な力が必要だった。それこそあの『十二番目トウエルフス』を凌りよう駕がし得るような──組織そのものを壊かい滅めつさせられるほどの途と轍てつもない力が。

「あの子が持っている『十三番目のサーテイーンススフィア』は、ボクの目的に必要なものだ。アレさえあれば、ボクの望みへと一気に近付ける。今度こそ、手に入れてくれるかい──ボクのために」

「……えぇ、もちろんよ、ハインツ。貴方あなたは私の主だもの」

　フェレスは生気のない、嗜し虐ぎやく心しんをそそる声で囁ささやいた。

　そっと身を寄せてくる少女を、ハインツはきつく抱だきしめる。

「ありがとう……フェレス。ボクのために戦い殺す、愛いとしい人形……」

　淫いん靡びな音を立てて、幾度も濃密なくちづけを交わす。

　夜が更ふけていくのも構わずに、二人は淫みだらな時を貪むさぼり続けた。
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　湯冷めする前にパジャマに着替えたアリスは、早々とベッドに潜もぐり込んだ。

　今日は色々あって精神的に疲ひ弊へいしているはずなのに、一向に眠ねむ気けは訪れない。

　原因は明白だった。

（逃げましょう──戦いなさい──か）

　その言葉が脳裏に幾度もリフレインする。

　アリスは寝返りを打って、寝台横のカーテンを見た。

　とりあえず、今すぐに襲しゆう撃げきされる危険性は少ないだろう。警備会社に依頼して、九く条じよう院いん邸ていの周囲を大人数で固めてもらったからだ。もちろん戦力としてあてにしているわけではなく、人の目がたくさん周囲に張り巡めぐらされているという事実こそが敵を遠ざけているのである。

　これはラミアが提案したものだった。

　貴女を狙ねらう敵は、事が表おもて沙ざ汰たになることを厭いとうのだから、と。

「らしくないですよね……私」

　こんな受け身のやり口は、九条院の家か訓くんに反するものだ。アリスの流りゆう儀ぎではありえない無ぶ様ざまなものだ。問題を先送りにしても、解決することなど何もありはしないのだから。

（分かっているんです、そんなこと。でも……）

「…………ふぅ」

　アリスはじいっと自分の掌てのひらを眺めた。ドールの身体からだを砕くだく快感が、腕うでを引き千切る感触が、返り血がもたらす灼しやく熱ねつが──今も鮮明に残留している。

　ＬＴスフィアの力を解放した時の、あの圧倒的な全能感……無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がってくるかのようなエネルギーの奔ほん流りゆう。

　まったく怖いとは思わなかった。

　むしろ恍こう惚こつとした晴れやかな気分だった。

　あれはアリス自身の感情なのだろうか。それとも、胸に埋うめ込まれたＬＴスフィアが偽ぎ造ぞうした仮かり初そめの感情──戦うために与えられた、殺さつ戮りくを愉たのしむ凶きよう暴ぼう性せいなのだろうか。

　どちらにしても同じことだ。人の形をしたものを、ああも簡単に壊こわしてしまえるアリスは、やはりもう人間とは呼べないものだと思う。

　人間ではなくなった自分──三年前から逃げ続けていた、心に巣くう恐怖の根源。

（三み月つきくん……）

　アリスの脳裏に浮かぶのは、婚約者であり幼おさな馴な染じみでもある少年の顔だ。

　いつかこの手が、最も傍そばにいる少年すらをも壊してしまうのではないか。

　三月は、アリスの本性を見て、どう思うだろうか。

　怯おびえて、拒絶するだろうか。それとも……

（私……怖いです）

　アリスの心は、どうしようもない不安に染まっていくのであった。

　電話が鳴ったのは、そんな時である。

　ものぐさな母は家の電話に出たりはしないので、どうしてもアリスが取らなければならない。

　幸い子機は枕元に置いてある。三回目のコールが鳴る前に電話に出ることができた。

「はい、九く条じよう院いんです。どちら様でしょうか？」

　アリスは丁てい寧ねいに電話応対の台詞せりふを述べた。

『こんばんは、鬼おに百合ゆりです。ええと、アリスだよね？』

「あら、三月くん……よかった、無事に帰れたんですね」

　彼の声を聞いた瞬間、胸に黒々と凝こごっていた不安が霧む散さんしていくのが実感できた。

　アリスの返答も、自覚はなく弾はずむ。

『うん、その……今、電話大丈夫？』

「お風呂から上がって、少し涼んで、寝室に入ったところです。別に大丈夫ですけど」

『あ……アリス今、お風呂上がり……なんだ』

　少し間が開いた。

「あの……三月くん、今、私でよからぬ妄もう想そうをしてませんか？」

『えっ⁉　い、いや、ちょっとどんなパジャマ着てるのかなとか思っただけだってば！』

　その狼ろう狽ばいぶりがおかしかったので、アリスはちょっとからかってやるつもりで、

「ふふ……当ててみます？」

　色気たっぷりに、そんな提案をしてみた。すると三み月つきはしばし考え込んでからこう答えた。

『う、うん……えっと、そうだね……。フリルがついてる、薄いピンク色のパジャマかな？』

「うわ凄すごい当たり──ってどこで見てるんですか貴方あなたはっ⁉」

　布団に潜もぐり込んだままで通話していたアリスは、がばっと跳はね起きて周囲を見渡した。

　しかし怪しいものはないし、窓もカーテンが閉まっている。

　そんな馬鹿な、おかしいと思いながらも布団の中に戻る。

『あはは、見てないって。今、家にいるもん。勘かんだよ勘──』

　楽しそうに言った三月だったが、アリスは信用しなかった。

「……じゃあなんでそんな詳しよう細さいに答えられるんですか？　そんな勘がありますか」

『この前遊びに行ったときにさ、干してあったのを覚えてたんだ』

　それもどうかと思ったアリスである。人の家に来て、どこを凝ぎよう視ししているのかこの男は。

「どうして貴方は、いつもそんなところばかりに卓たく越えつした記き憶おく力りよくを発揮するんですか。私の誕生日忘れてたくせに」

『あはは……』

　三月は例のごとく笑ってごまかした。

「というか、何か用があったんじゃないんですか？」

『うん、そうだよ。でも、もう一つは果たしたかな』

「えっと、いままでの会話で目的が達成されたとすると、私のパジャマを確認できたくらいしか思いつかないんですけど……」

　それが、わざわざ電話して確かめなきゃならないくらい重大な事項だったのだろうか。

『違うよ。──アリスの声が聞きたかったんだ。帰るときは元気そうだったけど……やっぱり心配で、さ。今どうしてるかな……って思ったら、居ても立ってもいられなくなっちゃって。だから』

「…………ぁ」

　まさか三月から、こんな気き障ざな台詞せりふが飛び出すとは思わなかったアリスは、ぽかんと口を開けて呆ぼう然ぜんとなってしまった。格好つけて言っているわけではなくて、本心で言っていると分かるから、純粋な声がすんなりと心に染み入ってくる。

『だから用事の一つはもう済んだってこと……なんだけど。どうかした？』

　アリスは布団の中で海老えびのように丸まって、こつんと軽く子機を額ひたいに押し当てる。

「いえ、なにも。問題ありません、続けてください」

　アリスは、取り繕つくろった澄まし声で促うながした。
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『あと……この間言ってた、誕生日のことだけど。どうしようか？』

　三日後……次の日曜日はもちろん、アリスの誕生日である。

「ふん、そういうことを提案してくるだけでも、三み月つきくんにしては成長ですね。今年はちょっと私に考えがありまして。──二人で遊園地に行きませんか？」

　ずっと言いそびれていた言葉を、ようやく言えた。

『えっ？』

　意表を突かれた三月が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「夜や光こう川がわの対岸に、新しくできたでしょう。一度行ってみたいと思ってたんですよ。ちょうどいいから、この機会にと。ちなみにこれは決定事項ですから。待ち合わせ場所と時間は──そうですね、当日の朝八時までには迎えに来てください」

『オッケー、あの公園から見えるとこだね。分かった。じゃあ三日後、朝起きたらすぐ、アリスの家に行くよ！』

　元気な声が帰ってきた。その声を聞くだけで、胸に温かい活力が湧わいてくる。

　諸もろ々もろの嫌いやなことが、まとめて頭から吹き飛んでしまう。

「私への贈り物、まさか忘れてませんよね」

『忘れてないよ。もう、完成してるから』

「か、完成？　完成ってどういう……」

『あはは、秘密。当日まで、楽しみにしててよ』

「本当に楽しみにしてて大丈夫なんですか……？　なんだか今、すっごく嫌いやな予感がしてきたんですけど」

　あと三日──

　こんな時だけれど、待ちきれないくらいに楽しみだった。

　ままならない大きな問題を放りだして考えないようにしていれば、案外何も起こらずに、いままでと同じ明日がやってくるのではないか。このまま細心の注意を払って襲しゆう撃げきされるような隙すきさえ作らなければ、いずれ奴やつらも諦あきらめてくれるのではないか──

　それは逃とう避ひだと、欺ぎ瞞まんだと知っていながらアリスは目の前にある幸福に、穏おだやかな日常にしがみついていたかった。

　大切なものを一時的にせよ手放すのは、あまりにも惜しくて。

　すでに奪い去られたことにも気付かないふりをして。

　アリスは頭の中を欺瞞で満たし、固く心に鍵をかけた。

　母と約束した三日後まで、嫌なことはすべて忘れてしまおうと。

『三日後かぁ。今から楽しみだね──アリス』

　この声に、すべてをゆだねて。

「えぇ……楽しみですね。三み月つきくん」







　　　第四章　月下の人形劇







　それからアリスは普段どおり何事もなく、三日間の時を過ごした。

　あれ以来、あの女……フェレスが襲おそってくることもなかった。だからアリスは、嫌いやな記き憶おくに蓋ふたをしたまま、穏おだやかな気分で誕生日を迎えることができた。

　早朝、九く条じよう院いん邸てい。朝日が昇る前から眼めを覚ましてデートの準備に興きようじていたアリスは、いましも下着姿になって姿見の前に立ち、あれこれと服を選んでいる。

　ベッドの上には脱ぎ捨てた服飾類が雑多な山を形成してしまっていた。

　アリスはインスピレーションの赴おもむくままに新たな服を摑つかみ、着替え始める。

　肩かた口ぐちの開いた長なが袖そでのカットソー。ドレープの衿えりは自然なたわみを作り出して、カジュアルなイメージを演出しているが、手の甲を隠すように鋭角なシルエットで長く伸びる袖と相まって、魔法使いのローブめいた妖あやしい魅み力りよくを感じさせた。

　ミニスカートからしなやかに伸びる脚あしにはぴたりと貼はり付くように、黒いニーソックスが穿はかれている。全身黒尽くめのゴシックロリータ、九きゆう尾びを束ねるリボンだけが赤。

　これがアリスのスタンダードスタイルである。

「うん、これはこれで……でも、上着はもっとシンプルな方がいいですね」

　自らの美び貌ぼうを鏡に映し、しばしうっとりと吟ぎん味みしていたアリスは、下半身のコーディネイトはそのままに、上着を薄手のノースリーブ・ブラウスに着替える。

「これでよし、と」

　鏡の中のアリスは、非の打ち所がない美少女になっていた。




「夜は外食するとして……お昼は、と」

　今日は特別──本当に特別な日だから三み月つきの分もお弁当を作ってやろう。

　そんなことを思いつつ、呟つぶやきを漏もらす。

　うさぎのエプロンを装着し、キッチンでアリスが早朝に作っておいたサンドイッチを弁当箱に盛りつけていると、ずぼら人間人類代表が大おお欠伸あくびで伸びをしながら登場した。

「あら美味おいしいわこれ」

　艶なまめかしいスリップ姿でリビングを徘はい徊かいするラミアは、キッチンに侵入し、アリスの真横に立つや、堂々とつまみ食いを始めた。

「あっ！　それはお弁当に入れるんだから、食べちゃ駄だ目めです」

　くわっと振り返り、キッチンから抜き打ちのように摑つかみ取った包ほう丁ちようで威い嚇かくするアリス。

　さすがのラミアもこれには怯ひるんだ。ジャムサンドを食はんだままじりじりと後退していく。

「あっぶないわねぇ、ママを討うち取ってどうしようっていうの貴女あなた。いいじゃないちょっとくらい分けてくれても。味見よ味見」

「ちゃんと量を考えて買ってきたんだから駄目ですってば。お母さんは大人おとなしくその辺のシリアルでも食べてればいいんですよ。足りなかったら冷蔵庫に納豆も入ってますから」

「うわっ……差別だわこれ⁉　なんでママだけ、朝からそんな危険な献立にチャレンジしなきゃいけないのよう……泣いちゃうからネ？」

　あまりのうざったさに辟へき易えきしたアリスは根負けし、やむをえず一種類二つずつなら食べてもいいという許可を与えた。

「それにしたって、もうちょっとまともな格好に着替えてからです。この家には男の子だって来るんですから……そんな格好でばったり出くわしたらどうするつもりですか」

「どうするつもりって、普通に挨あい拶さつしたけど？　三月くんもう来てたみたいから、私玄関開けてリビングに通してあげたもの。ちょっと嬉うれしそうだったわよ。おっぱいおっきい人が好きみたいだものねあの子」

「へえ、ふうん……そうですか」

　アリスは半眼になって、抑よく揚ようのない声で呟いた。手元で包ほう丁ちようが主あるじの意思を代弁するかのようにぎらりと煌きらめき、奥歯がぎりっと軋きしみを立てる。

「こんな時ばっかり朝早くきて……なんでいつも間が悪いんですか、あの人は」

「うふふ、いい子よねぇ、三み月つきくん。可愛かわいいし。ゴリラと蛇へびの組み合わせで、どうして美少年が生まれるのかしらね。どんな合体事故がそこにはあったのかしら」

「……知りませんよ、そんなの」

　そうは言うものの。母に三月のことを褒ほめられるのは、悪くない気分だった。

　まだまだ至らないとはいえ、将来的にはアリスの配偶者になる予定の男の子なのだから。

「うんうん。なんといっても、せっかく私が苦労して見つけてあげた、貴女あなたにぴったりの婚約者なんだものね。いい？　アリス、絶対に他ほかの子に取られちゃ駄だ目めよ？」

「何を馬鹿なことを言っているんですか、お母さん。私よりも魅み力りよく的てきな女なんて、この世に存在しません」

「あら、なに言ってるの貴女。ここに一人いるじゃない」

　ラミアは自信満々に自分の顔を指差した。

　なんて傲ごう慢まんなんだろう。自画自賛にもほどがあるというものだ。言うにことかいて──

「はぁ、やれやれです」

　アリスとしてはもはや憐れん憫びんの溜ため息いきを吐つくしかない。

「あっそう、そういう態度なのねこの子は。いいわよ……その件についてはいずれ決着を付けましょう。でもねアリス、そうやって調子に乗って油断してると。本当にライバルが現われたときに慌あわてることになるのよ？　ほら、例えば、今回みたいに」

　アリスは眉まゆを顰ひそめて反論した。

「それは、ライバルの意味が違うでしょう」

「そうかしら。世界って広いのよ、どんな意味でのライバルだって、これから幾らでも現われる──そうは思わない？」

「思いませんね。三月くんはすぐにフラフラデレデレするけど、結局私から離れられるわけがないんですから。だってこの私と、十年以上も一緒にいたんですよ……？　いまさら、私たちの間に他の女が入る隙すき間まなんてありません」

　アリスはことさら不ふ機き嫌げんな口調で言った。

「ならなんでそんなに不安そうな顔をするの？　本当にそう思っているのなら、いつものように堂々としていればいいのに」

「……っ」

　胸に、刃は物ものを差し込まれたような気分だった。

　三月がアリスではない他の女とどうにかなるなんて、今まではまるで想像も付かなかった。

　そんなことは絶対にありえないと確信していたから。

　だけど、今となってはどうだろうか。

　もしも三月にアリスの秘密がばれてしまったら。

　もしくは、アリスがフェレスの手によって、殺されてしまったら……。

　いずれ三み月つきがアリスではない、他ほかの誰かと一緒にいる光景が……あるいは現実のものとなってしまう日がくるかもしれない。

　……そんなのはイヤだった。そんな光景、見たくない。許せない。絶対に認めない。

　だけど、そうなるかもしれないと少しでも考えただけで……暗い不安がいずこからか触しゆく手しゆを伸ばし、アリスの心を蝕むしばんでいく。

　せっかく忘れていたというのに、どうして今日この時に思い出させるようなことを言うのか。

　アリスは母を恨うらめしく思った。

「貴女あなたがそんなザマじゃあ、きっと遠からずそうなっちゃうでしょうね──」

　サンドイッチを一切れ嚥えん下かして。まるで心を読んだように、ラミアは言った。

「もう！　そんな泣きそうな顔しないの。貴女は誰ぁれ？」

　心に根付いた峻しゆん烈れつな誇りが、辛かろうじてアリスの顔を上げさせた。

「アリスはパパと同じなのよね。なまじ誇りが強すぎるせいで、なんでも自分一人で悩んで答えを出そうとするの。貴女はもっと周りに甘えてもいいのよ？　私だって、三月くんだって、学校の友達だっていい。みんな、きっと貴女のためになら力を惜しまないわ。本当のことなんて言えない時もあるけど、それでも、甘えることはできるんだから」

　ラミアはアリスをぎゅっと抱だきしめる。

「ん……」

　母の胸に抱かれ、アリスは大きな安らぎを覚えた。

「それにね。二人の答えは、二人でしか見つからないものなの。一人で幾ら悩んだって駄目よ。だから、もっと三月くんのことを信じてあげなさい。そうすればきっと、いい答えを見つけられるわ」

　ラミアの言葉が意図していることを、アリスはきちんと理解していた。

　だけど……それだけはできないことだったから。

「お母さんの言ってること、よく分かりませんよ……」

　小さな声で呟つぶやくしかなかった。

「そうお？　簡単じゃない。三月くんにいっぱい甘えて、もっと仲良くしなさいってことよ？」

　そんなアリスに、ラミアは笑いかける。続いて、にんまりといやらしい笑顔になる。

「まあでも～。このお弁当食べてたら、あんまり私が心配しなくても大丈夫かな～って思えてきたけれどね」

　言って、四角く切ったチョコサンドを一口で食べてしまう。

「？　……ただのサンドイッチですけど、それ」

「だって。前々から思ってたんだけど、貴女、デート用のお弁当には絶対肉類とか、匂においが強いもの入れないじゃなぁい？　ほら、この水筒に入ったハーブティーだってブレスケアに効果があるやつだし？　それって、つまりそういうことなんでしょ……？」

　ちゅっ、と音を立てて、指に付着したチョコレートを舐なめ取るラミア。

　その暗あん喩ゆを理解したアリスが真まっ赤かになる。

「っぁ……ぅ。そ……」

「そ？」

「そんなわけないでしょうッ⁉　たかがお弁当で、よくもそんないかがわしい妄もう想そうができますねこの色魔……！」

　薬や缶かんのように沸ふつ騰とうしたアリスは狂乱のままに糾きゆう弾だんしたが、この母には暖の簾れんに腕うで押おしどころか逆効果にしかならなかった。

「ふぅん、何がそんなわけないのかしら？　ねぇ～、おませなアリスちゃんはどんなイケナイ想像をしちゃったのかしら？　こっそりママに教えてちょうだい？」

　大きな胸を左右に揺らして、赤面したアリスの顔を覗のぞきこんでくるラミア。

「うぅぅぅぅ……ふぅっ、うぅぅぅ……」

　アリスは両りよう拳こぶしをぎりぎりと握り締め、思い切り両目を閉じ、全身を震わせ始める。

　ちょうどその時、がたがたと慌あわただしく三み月つきが姿を現わした。

「ど、どうしたの大声出して！」

「キッチンに入らないでくださいっ！」

「うわぁごめんっ⁉」

　様子を見に来た三月を、アリスは振り返りざまの凝ぎよう視しと喝かつ破ぱによって追い払う。

「あ……あら、アリスってば、もしかして怒っちゃった？」

　おちょくりの度が過ぎたと危険を察知したラミアは、瞬時に青ざめた。

「ごめんねアリス⁉　時に落ち着きましょ、ね？」

　しかしもはや時はすでにおそく、次の瞬間にはラミアが咄とつ嗟さに手に取ったフライパンと、アリスの包ほう丁ちようが火花を散らし、鍔つば迫ぜり合いの体勢に入っていた。

「お、お母さんこそ、今すぐ永遠に落ち着かせてあげましょう……！」

「うおおお……！　マジでママを両断するつもりね貴女あなた。こうなったら」

　ラミアは痴ち漢かんに遭あった女子高生のように甲高い悲鳴を上げて、三月に助けを求めた。

「くうっなんて小こ癪しやくな……！　大人おとなしく死になさい……っ！」

　三月が何事かと再びキッチンへ駆かけ込んでくるまでの間、一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引く極限の親子喧げん嘩かは続いたのである。




　　　　　　†




　朝から一騒動あったものの、三み月つきたちは無事に目的地へとたどり着くことができた。

　駅前からバスに乗って二十分……降り立ったそこは人々が集つどう人工の楽園。

　夜や光こう川がわリバーワールドは、市内でもっとも大きな最新アミューズメントパークである。

「はぁっ……着いたね」

「言われなくとも、見れば分かります」

　今日の三月の服装は、黒いノースリーブシャツとハーフパンツに、やはり黒いリュックを背負った格好。手には大きな革製のキャリートランクを持たされている。

　ファッションに疎うとい三月なりに、色だけでもアリスと揃そろえようとした結果だった。

　アリスも「ちょっと遠足っぽいような気もしますけど……。まあ、そんなものでしょう」と、なんとか納得してくれたようだった。

　二人が見上げるのは市の二代目シンボルともいえる大観覧車。

　全高約百二十メートル、定員四百八十名。夜間ともなれば絢けん爛らんたるイルミネーションに彩られて、水面と夜空に大輪の華はなを咲かせるのだという。

　東に視界をずらしてみれば、夜行川遊園地跡に屹きつ立りつする一回り小さな観覧車が、昔せき日じつの栄華の名残なごりを残している。

「うわぁ……すごい人」

　バスを降りて入園ゲートに向かう道すがら、三月は道行く人々の多さに面食らって呟つぶやいた。

「最近開園したばかりですし、仕方ありませんよ」

　なんでもないようにアリスは言うが、よく見れば彼女も驚いていないわけではないようだ。

　こんなに大量の人間がいったいどこからやってくるのだろうと、三月は不思議に思ってしまう。数キロメートルしか離れていない同じ市なのに、こんなにも様相が違ってしまうなんて。

「ふん。こう人が多いと、蹴け散ちらしたくなりますね」

「ならないでよ……怖いなあ」

　あながち冗じよう談だんでもなさそうな顔で物ぶつ騒そうなことを言うアリス。

　彼女は人混みが嫌いなので、こういう場所に来るといつも不ふ機き嫌げんになる。

（満員電車になんて、間違っても乗せられないな……）

　若干苛いら々いらしつつある婚約者をなだめながら、汗を拭ふき拭き三月は例のごとくアリスから預かった、重いキャリートランクを引き摺ずることなく持って歩く。

　多少の苛立ちなどすぐに忘れ、段々近付いてきた入園ゲートに駆かけ出したくてたまらない様子のアリスが、前方から急せかしてくる。

「遅いですよっ、三月くん」

　いくらクールを装っても、アリスは鈍い三月にすら見抜かれるくらいはしゃいでいる。

「はぁっ……ちょっと待ってよ。僕、自分のリュックの他ほかに、アリスのトランクまで持ってるんだから」

　三み月つきはよいしょ、とリュックサックを背負い直し、トコトコとアリスのお尻しりについて歩く。

「そんなの知ったことではありません。根性が足りないですね、三月くんは」

　三月はまったくいつもどおりの、お嬢じよう様さまに仕える召使いのような健けな気げな姿だった。

　リバーワールドの園内には、いたるところに水路が巡めぐらされている。

　各アトラクションは『幻想の島』『冒険の島』などなど、それぞれ違うコンセプトで造られた島々に振り分けられており、建物の雰囲気も含め、イタリアにある水の都を思わせる造り。

　ここはリバーという名前からも窺うかがえるように『水』そして『河川』をテーマとしたアミューズメントパークなのである。流れる水に陽光が反射して、きらきらと光っている。

　入場チケットを購入して園内へ。

　看かん板ばんゲートを潜くぐった先は『始まりの島』。

　軽快なミュージックが鳴り響き、ジャンクフードの売店や装飾された建物が並び立ち、さらには着ぐるみを着た道どう化け師しが大勢歩き回って、人々の目を楽しませている。

　まさしく祭りの様相である。

　園内の中心、インフォメーションセンターがあるここから橋を渡り、各島へと移動することができるらしい。こうやって佇たたずんでいるだけでもわくわくしてくるが、もちろんそれだけでは物足らない。

「アリス、どこから回ろうか？」

　三月は、元気よく問うた。アリスもまた、弾はずんだ声で答える。

「乗り物系は午前中に回るべきでしょうね。午後は混みますし……食後に激しい乗り物は遠慮したいところですから」

「オッケー、するとまずは……ここかな」

　購入した園内マップを開いた三月は『冒険の島』を指差した。

『冒険の島』にはジェットコースターやお化け屋敷、ラビリンスといった定番のアトラクションが集中している。午前中いっぱいをかけてここを巡るのは、なかなかいいプランに思えた。

「そうですね。ふむ……いきなり一番人気から行きましょうか」

　アリスが指で示したのは、リバーワールドのメインアトラクションであるジェットコースター。上空百メートルの高さから急降下し、水みず飛沫しぶきを上げて水路に突入するというダイナミックなものだ。

「う、うん。……いいよ」

　三月は若じやつ干かんの不安を抱かかえつつも、婚約者の要望に、にこやかに頷うなずいた。




「ふう────……っ」

　三月は額ひたいの冷や汗を拭ぬぐい、前傾姿勢になって長い長い息を吐はく。

　上空百メートルからのスパイラルダイブ。

　どきどきと脈動する心臓が、いまだぬぐい去れない恐怖を訴えていた。

（やっぱり僕、こういう怖いの苦手なんだよ……）

　ジェットコースターというものに今日初めて乗った三み月つきだが、やはり不安は的中したようだ。

「はあっ……三月くんっ、これ、もう一度乗りましょうよ」

　瞳ひとみを輝かせ興奮した様子のアリスが、隣となりから絶望的な台詞せりふを投げかけてくる。

「ええっ⁉　でも、もう三回も乗ったじゃないか……まだ乗るの？」

「何か文句があるんですか？」

「いや、あのさ、あのさ。これはひとまずここまでにして、違うのにしない？　もっと普通の、例えばメリーゴーランドとか、さ。他ほかの乗り物だってきっと面白いよ……？」

　三月の必死な説得の甲か斐いあって、アリスは「それもそうですね」と気を変えてくれた。

「ほっ」

　一安心である。

　あんな恐ろしい乗り物に四連続で乗ったりしたら、今度こそ倒れてしまうかもしれない。

「それにしても、アリス」

「なんですか？」

　園内マップを開いて、次のアトラクションを吟ぎん味みしていたアリスがこちらを向く。

「楽しんでくれてるみたいで、よかった。ほら、アリスってこういう所、あんまり好きじゃないと思ってたから、心配だったんだけど」

　そうなのである。アリスは何事にも自分なりの信念というか、訓くん戒かいのようなものに従って行動しているらしい。彼女はかつて、遊園地なんて子供っぽいところに興味なんてありませんね──確かそんなようなことを言っていたはずだ。

　これだけ無む邪じや気きにはしゃいでいるアリスを見るのは珍しい。

　まず、普段は見ることのできない姿だ。これだけでも、来た甲斐があったかもしれない。

「……まぁ確かに、思ってたよりは、悪くないですけど」

　恥ずかしそうに顔を赤くして、視線をマップに戻すアリス。

　子供っぽい姿を晒さらしてしまったことを、恥じらっているのだろう。

　取り繕つくろったそっけない態度を取るアリスが可愛かわいくて、微笑ほほえましくて、三月はとても幸せな気分になる。

「そっか。なら、来てよかったね」

　本心からそう思う三月だった。

「ふん。それは今日が終わった後、私が決めることです。今のところは合格点ですけど、今後もそうかどうかは、これからの三月くん次第ですね」

「分かった。がんばるよ」

「ええ。では、次の乗り物はあれにしましょう」

　アリスが指差したのは、カボチャの馬車や天馬などを模した乗り物が、くるくると回転するという遊具だった。

「メリーゴーランドです」

「うん、そうだね。でもあれは……あれはさぁ……」

　三み月つきは引きつった笑顔で硬直する。

　遙はるか上空にぶら下がったメルヘンチックなゴンドラが、遠心力で車体を激しくバンクさせながらハイスピードで回転している有様は、どう見てもメリーゴーランドというより、絶叫系アトラクション以外の何物でもない。

「…………高いなあ」

「何してるんですかっ⁉　置いていきますよっ！」

　アトラクションに向かって駆かけていく、怒っているのだか楽しんでいるのだかよく分からない婚約者の後ろを、三月は何度も深呼吸を繰り返しながら続いたのだった。




「ごめん……僕、ちょっと疲れちゃった。休きゆう憩けいしようよ」

　絶叫マシンを立て続けに二つ乗り継いだので、三月はさすがに疲れを覚えた。

　だから三月は、男としては非常に不本意な台詞せりふを言う羽目になった。

「ふん、情けないですね……まぁいいです。そこのベンチで休憩するとしましょう」

　言うやアリスは川辺のベンチにちょこんと座って、ソフトクリームのイミテーションを脇わきに置くお店を指差した。

「了解、ソフトクリームでいい？」

　もはや言われずともアリスの意図を汲くんで行動してしまう三月だった。

　本人は気付いていないが、召使い体質が無意識レベルで染みついてしまっている。

　三月は両手にソフトクリームを持ってアリスの下へ帰ってきた。

「はい」

「ん」

　鷹おう揚ようにモノを受け取るアリス。まさしく姫ひめ君ぎみの風格である。

　そうして二人は並んで腰こし掛かけ、ソフトクリームを食べ始めたのだが。

「あのさ、アリス」

「はい」

「どうして今年に限って遊園地に行こうなんて言い出したの？」

「⁉　けほっ……けほっ⁉」

　アリスはむせた。何とかソフトクリームは無事だったものの、涙なみだ目めで呻うめいてしまう。

「うわっ……大丈夫？」

　小さい咳せきを繰り返す婚約者の背をさすってあげる三月。素朴な疑問をちょっと問うただけなのに、どうしてこんな惨さん事じになってしまったのか、彼にはまったく分からなかった。

「はあ……はあ……こほん」

　咳せき払ばらいを一つして、アリスは何事もなかったかのように落ち着きを取り戻した。

　ことさらゆっくりと、嚙かみしめるように言葉を紡つむぐ。

「それはですね」

「いや、別に言いたくないなら……」

「いえ、構いません。聞いてください。何故なぜ今日に限って遊園地なのかというと、それは──今日が私の十五歳さいになる誕生日だからです。今日だけは、ここじゃないといけない理由があるんですよ」

「うん」

　三み月つきは神しん妙みように相づちを打った。アリスの顔を見れば分かる。彼女はこれから、かなり重要なことを言おうとしているようだった。

「ここ……いえ、正確には『あそこ』というべきですね」

　アリスが指差した先、やや遠方に、古い観覧車が見える。このリバーワールドが建設されるにあたって閉鎖された、夜や行こう川がわ遊園地。アリスはそこのことを言っているのだった。

「昔、まだ私が小さい頃。お父さんとお母さんと三人で、あそこに遊びに行ったことがあるんです。……そのあとすぐに、お父さんは亡くなってしまったから……それが私とお父さんとの、最後の想い出なんですけれど。……そういえば、三月くんと初めて会ったのもその頃でしたね」

　三月は頷うなずいた。よく覚えている。初めて会った頃のアリスは、お父さんが亡くなってすぐだったから泣いてばかりいたものだ。

「その時に、お母さんが話してくれたんです。『ここはママとパパの、想い出の場所なのよ』って。お母さんの十五歳の誕生日に、お父さんと一緒に来たんだそうです。そして──」

「そして？」

　三月は自然に促うながした。

「大切な想い出を作ったそうです。……だからその時、私も十五歳の誕生日にはここに来よう──大切な想い出を作るんだって……そう思ったんです。そう……これは、言ってみれば子供の頃の夢、だったんですけど」

　うっとりと語りながら頰ほおを朱しゆに染めていたアリスはそこまで言って、言葉を止めた。

「ありがとう」

　素直な気持ちで、三月はそう言った。

「え？」

　アリスが意外そうな顔でこちらを向く。どうしてそこで礼を言われるのか、分からないようだった。

「その『大切な想い出』っていうのがなんなのか、僕には分からないけど。……今、アリスの傍そばにいるのが、僕で嬉うれしいと思ったから。だから、ありがとうって」

「────」

　アリスは俯うつむき、彼女の顔は見えなくなる。

「ん。作ろうね、大切な想い出」

「……もちろんです。そのために、来たんですから。だから三み月つきくんは全力を尽くして、せいぜい私を楽しませてください」

　僅わずかに赤面して、そっぽを向いてしまうアリス。

　お姫ひめ様さまのご要望は承うけたまわった。なら、頑がん張ばらないとと気を引き締める。

「ところでさ」

　三月は足下を指差した。

「ソフトクリーム、溶とけて地面に落ちちゃってる……よ？」

「……えっ……あ」

　アリスの視線が下に向かい、再び戻ってくると……顎あごに小さな梅干しを作った不満顔に変へん貌ぼうしていた。彼女は黙したまま、びしっとソフトクリームのイミテーションを指差して三月を見据すえる。

「りょ、了解」

　そうして三み月つきの財さい布ふからは、さらに百円玉三枚が、羽根を生やして飛んでいったのであった。
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　アリスたちは燃え盛さかる落日を、大観覧車の中で眺めていた。

　あっという間に半日が過ぎ去った。

　すでに日は傾き、黄昏たそがれの赤が空を焼いている。

　今日も暑い日だった。

　それももうじき終わりを告げる。

「うわぁ……っ。綺き麗れいだね」

「…………はい」

　ゴンドラは頂点に差し掛かり、町でもっとも高い場所となる。

「ほら、アリスの家が見えるよ、あそこに」

　三月は窓の傍そばによって、地上を指差す。

「あら、東の方に三月くんの家も見えますよ」

「えっ、どこどこ？」

「ほらあそこ。まるでゴミのようですね」

「うっ……よく見えるねあれが」

　そんな会話をしているうちに、太陽は山の裏側に半ば沈んでしまっている。

「やっぱり、高いところから見ると……違うものですね」

　アリスの心を揺さぶるものは、橙だいだい色いろに染め上げられていく町並みだ。

　あたりまえにそこにある。暮れ泥なずむ、日常の俯ふ瞰かん風景。

　アリスが生まれてからずっとずっと、毎日を営んできた場所。

「こんなに小さいんですね、この町は」

「うん。……だけど、綺麗だよ」

　語ご彙いの少ない三月からは、気の利いた台詞せりふなんて出てこない。

　幾度も同じ言葉を繰り返すばかりだけど。

「そうですね。私も、そう思います」

　改めて想う。これが自分の故郷なんだと。

　きっと誰もが持っている、緩ゆるやかに時が流れる世界。

　大切なものは、きっとみんなここにある──離れたくない……そう思わせられる光景だった。

「今日は、楽しかった？」

　感慨に浸っていたアリスを現実に呼び戻したのは、男の子の声。

　二人は八人掛けのゴンドラに、隣となりではなく、向かい合わせに座っている。

　三み月つきの膝ひざには黒いリュック。キャリートランクは彼の隣となりに鎮ちん座ざしている。側面ファスナーから顔を出したミトくんが、どこかもどかしげに首を傾げていた。

　確かに傍そばにいるというのに、触ふれ合うには少し遠い。この微び妙みような距離は、そのまま二人の関係にも当て嵌はまるのかもしれない。アリスは静かに、そんなことを思う。

「ふん、分かってませんね、三月くんは」

「うん？」

　小首を傾げる三月を、アリスは軽く睨にらむ。

「それを聞くのは、まだ少し早いでしょう？」

「ああ……そうだね。まだ、終わってないんだから。ラストスパート、頑がん張ばらないと」

　少しだけ寂しそうな声で、三月は言った。

　そう……名残なごりを惜しむのは、それだけ今日が楽しかったから。泡うた沫かたの夢はいずれ終わり、逃れえぬ現実へと目覚めていかねばならない。また明日、新しい夢を見るために。

　アリスは視線をそのままに、吊つり目を弓なりに細めた。

「観覧車から降りたら、パレードを見ながら食事にしましょう」

　終わりをイメージさせる言葉は、封じた箱を開ける鍵は、まだ使いたくはなかったのだ。

　あと少しだけ、夢を見ていたかったから。

　そんな気持ちがきっと彼にも伝わったのだろう──三月はこんなことを言い出した。

「その前に、あそこに行ってみない？」

　彼が指差したのはここではない、もう一つの観覧車だった。

　もはや古びて役目を終えた、二度と動くことのない機械の大輪。

　閉鎖され、人の立ち寄らぬ廃はい墟きよと化した、夜や行こう川がわ遊園地跡。

　かつて、幼いアリスがはしゃぎ回った幻想世界の残ざん骸がいに、三月はこれから行ってみようと言うのである。

「どうして……そんなことを」

　彼の意図が分からなくて、アリスは不思議そうに聞いた。

　すると三月は背中で潰つぶさないよう膝ひざの上に置いていたリュックを、ぎゅっと抱だいた。

　その中身に、想いを馳はせるかのように。

　そして彼は優しく微笑ほほえんで、

「想い出の場所だって言ってたから……アリスの両親と同じように、二人で行ってみたいんだ。今日もアリスにとって、大切な想い出になってくれるように」

「…………」

　アリスは目を見張って三月の言葉を聴いていた。

　たまにこいつは、無自覚にこういう台詞せりふを言うのだ。

　困ってしまう。

　本当に────困ってしまう。

　なんて答えたらいいのか分からなくて、だからアリスはいつものように、そっけない態度を取るしかない。

「いいでしょう。私をエスコートさせてあげます。今の貴方あなたでは、役者不足ではありますけど」

「うん……！」

　それでも込み上げるものは隠しきれない。

　いつかの両親も、同じような気持ちだったのだろうか。

　ゴンドラが下くだっていく……高い高い天空から、赤く染まった地上へと下りていく。

　夢の終わりは、もうすぐそこまで迫っていた。
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　舞台は夜の帳とばりに塗り潰つぶされて、宵よいの闇やみへと姿を変える。

　夜や光こう川がわ遊園地跡。

　来月末に取り壊しが決定されている廃はい墟きよには、まるで人ひと気けがない。

　遊技場の残ざん骸がいは埃ほこりを被かぶり、紛まがい物の道化師は打ち捨てられ、電飾の彩いろどりは失せている。

　音楽はなく、遠くパレードの賑にぎわいが聞こえるばかり。

　それでも。

「……うん、やっと来られました」

　想い出の光景とは違うけれど。ここはまさしく、夢に思い描いた楽園だった。

　アリスは今、夜の遊園地に立っている。

　水晶のお城、メリーゴーランド、コーヒーカップ、ジェットコースター、お化け屋敷。

　大観覧車。そして──

（ここです……ここが）

　クラシカルなタイル張りの広場。噴水の中心に立つ、月の女神像。

　父と、母と、アリスの……想い出の場所。

（懐なつかしい……お父さん。あと、ついでにお母さん……）

　噴水の水面には、まるい月がゆらめいている。

　かつては燦さん々さんと輝くお日様が。今は満天の星々と月光が、アリスの生誕を祝福している。

「どうしたの、アリス？」

　ん？　と隣となりからアリスの顔を覗のぞき込んでくるのは、

「三み月つきくん……いえ、ちょっとぼうっとしてたみたいです」

　アリスはきゅっと両手を握りしめて俯うつむいた。頰ほおは紅潮し、心臓はばくばくと破裂しそうなほどに脈打っている。どうしてだろうと思えば、これは以前夢に見た状況とそっくりだからだと気付く。十五歳さいになった夜。二人で女神像の前で──

（ば、ばか……何を考えて）

　アリスはかぶりを振って、脳裏に浮かんだ妄もう想そうを追い払った。そんな婚約者の様子を怪け訝げんに思ったのか、三み月つきがさらに顔を近づけてくる。

「きゃっ」

「またぼうっとしてる……なんだか顔も赤いし……熱でもあるの？」

　突然額ひたいに手を当てられて、吃驚びつくりしたアリスは仰のけ反ぞってしまう。

「だ、大丈夫ですから……」

「ならいいけど」

　いみじくも夢と同じやり取りをする二人。

「じゃあアリス。ええと、これがね……」

　三月は背のリュックを下ろし、中から何か、包装された箱を取り出そうとしている。

「あ……それは」

　夢に思い描いていたとおりのシチュエーション。

　今度は夢ではなく、紛まぎれもない現実として目の前にあってくれる。

　アリスは胸が一杯になって、何もかもを忘れて今この時に酔よっていた。

　故にこそ……夢が終わるその瞬間まで、己の愚ぐに気付くことができなかった。

　人ひと気けのない、広大な決戦場。

　ここは敵が望む条件を、十二分に兼ね備えていたというのに。




「──お誕生日おめでとう、アリス。いいえ……サーティーンス」




「⁉」

　轟ごう々ごうと暴風が吹き荒すさび、満月から女の美声が降ってくる。

　舞い上がる風が、金こん色じきの九きゆう尾びを激しくはためかせる。

　アリスは胸に鮮烈な軋きしみを感じ、上空を振り仰あおいだ。

「ああ……っ」

　螺ら旋せん状じように渦うず巻まく旋せん風ぷうの中心──ごく僅わずかな無風地帯を通り、夜空から紫色の少女がゆっくりと舞い降りてくる。天使が降臨するように。

　その少女が女神像の上に着地した瞬間、あれほど吹き荒れていた風はぴたりと止やんだ。

　まるで魔法だ。風を下げ僕ぼくとして従えているよう。

「あぁん、三日ぶりね──。ふふっ、わざわざ自分から、こんな場所に来てくれるなんて、そんなに私に逢いたかったの？　私もよ──とっても逢いたかったわ」

　少女は、ルージュを引いた唇くちびるを三日月のように裂さいて笑う。

「……貴女あなたは」

　フェレス・Ｂ・フレイア。

　紫色のゴシックロリータは袖そで口ぐちの広がった、吸血鬼ヴアンパイアをコンセプトにしたものだ。

　ようやくアリスにも理解できた。

（この女は諦あきらめたわけではなかった……！　ずっと、この時を待っていた……）

　アリスが隙すきを見せて、人ひと気けのない場所に現われるこの瞬間を。

「く……っ」

　アリスは青ざめた顔で、凝ぎよう然ぜんと少女の姿を見上げる。

　心に固く鍵をかけて、忘れていたはずだったものが、無理矢理に引き摺ずり出される。

　人間ではない自分。秘められた力と破壊衝しよう動どう。そしてアリスを狙ねらうこの宿敵──。

（どうしてこんな時に……っ！）

　戦う覚かく悟ごなんてまだ決まっていないのに。それでも敵は待ってくれない。

「あはっ、予定とは少し違ってしまったけど。いいわ……今度こそ逃がさないんだから」

　フェレスの言葉どおり、いつの間にかアリスたちは無数の人影によって完全に包囲されていた。

　魂たましいなき機械人形『ドール』の群れ。十……二十……いや、もっと多い。

（駄だ目めです……逃げ切れない）

　最悪だった。血が滲にじむほどに唇くちびるを嚙かむ。

　これはアリスの甘さが招いた状況だった。三み月つきに怪け我がをさせて、一度身に染みたはずなのに、同じ過ちを繰り返してしまった。分かっていたはずなのに……それなのに。

「……はっ」

　自じ嘲ちようめいた哄こう笑しようを漏もらす。

　せっかくの誕生日だったのに、小さな頃から夢見ていた一ひと時ときだったのに──なんでこんな理り不ふ尽じんな思いをしなければいけないのか。何もかもを台無しにしてくれたのは、いったい誰のせいなのか。

（そんなこと、決まっています……！）

　胸に渦うず巻まく何もかもが、嫌いやらしい笑みでこちらを見下すあいつのせいだ。

　アリスの脳内で、不安が怒りに変換されていく。

　分泌される神経伝達物質がＬＴスフィアを活性化させる。

　軋きしむ心臓が熱を生み、灼しやく熱ねつの血潮が全身を燃え上がらせる。

　いまだ覚かく悟ごが決まらぬままに、戦意と力だけが膨ふくれあがって総身を満たしていく。

（……いいでしょう。私としてもいい加減──頭に来ているんですよ）

　もはや胸の痛みに怯ひるむことなく、アリスは敵を睨にらみ据すえた。

「アリス……これは」

　状況が分からなくて、ただ混乱するばかりの三み月つき。

「……三月くん」

　彼に向き直って儚はかなく微笑ほほえみかけたアリスは、三月の腰こしに両りよう腕うでを回し、そっと抱だきしめた。

「えっ……なっ」

　突然抱きつかれた少年は、湯気が出そうなほど急速に赤面してしまう。

「あっ、アリス……⁉」

　そんな可愛かわいらしい婚約者の耳元に唇くちびるを寄せ、少女は甘い声で囁ささやいた。

「ごめんなさい」

　アリスは三月の鳩尾みぞおちに強烈な直ちよく突づきをめり込ませた。ズドンというもの凄すごい重低音。

「が……⁉」

　そうして三月は、事態を理解する暇いとますらなく意識を刈り取られた。

「少しだけ眠ねむっていてくださいね……すぐ終わりますから」

　アリスは三月を傍そばの物陰に、キャリートランクと一緒に横たえさせて、考える。

　フェレスたちの目的はアリスだけだ。三月の傍から離れるのは心配だったが、アリスが囮おとりになってこの場から離れればあいつらはこっちを追ってくるだろう。

　三月を抱かかえて逃走することができない以上、アリスに残された手はそれしかない。

「……さぁフェレス。場所を変えて、存分にお相手をしましょう」

　うっそりと囁ささやいた。低く、奈な落らくの底から響いてくるような陶とう然ぜんとした声で。

　そう……これは仕方のないこと。

　だって敵が襲ってくるのだから、アリスは身を守るために戦わなくてはならない。

　望まぬ戦い。これは防衛のために行われる、避け得ぬ争いに過ぎない。

　だから──決して自分の意思で戦いに興きようずるわけではない。これから何が起ころうとも、その責任はアリスのものではない。人を棄すてることには……ならない。

「えぇ。愛し合いましょう、サーティーンス」

　アリスの瞳ひとみには、おぞましく口くち端はを吊つり上げて笑う少女の姿が映っている。

　あんな顔をするモノは、到底人間ではありえないと思う。

　自分よりもずっと邪じや悪あくで、穢けがらわしいものだと思う。

（そう……私は、こいつとは……違う）

　……対たい峙じする少女たちは、鏡映しのように同質の笑みを浮かべていた。




　決戦場と化した遊園地。アリスが立つ広場を囲うようにドールが配置されている。

（とにかく、こいつらを三月くんから引き離さないと）

　アリスは弾丸のように低軌道で跳躍した。

　一飛びで数十メートルを踏とう破はして、包囲網の一角へと馳はせる。

「あん、いきなり逃げるの？　無む駄だなのにぃ」

「以前の続きをやるのでしょう。なら追ってきなさい、あの時のように」

　宿敵に声を投げ、アリスは殺到するドールの頭ず蓋がいを片足で踏み砕くだいて着地する。

「はあっ！」

　続いて身体からだを旋せん回かいさせて回し蹴げりを放ち、群がる敵を纏まとめて吹き飛ばした。一瞬で三体のドールを戦闘不能に変えたアリスを見て、フェレスの顔が喜色に歪ゆがむ。

「いいわ、少しずつ性能を上げているわね……旧式ばかり数を揃そろえたものだけど、貴女あなたの生いけ贄にえくらいにはなるかしら」

　フェレスは自ら先行せず、ドール部隊を送り出してくる。

「あはっ、今から気持ちよくしてあげるからね……」

　後方で囁ささやかれた不気味な言葉に、疾しつ駆くするアリスの柳りゆう眉びが顰ひそめられる。

「気持ち悪いんですよ、貴女。そのいやらしい笑みを、無ぶ様ざまな泣き顔に変えてあげますから」

　嫌けん悪おも露あらわに吐はき捨てたが、

「愉たのしみね……ぞくぞくしちゃう……」

　それを聴いたフェレスは快感に身を震わせていた。

「ふん」

　欲情の視線を無視して、戦闘に没頭するアリス。

　三み月つきを寝かせた地点からはすでに百メートルほど離れているが──目もく論ろ見みどおり、敵の目はアリスにのみ向いているようだった。

（よし……）

　疾しつ走そうするアリスの後ろから、二十体以上のドールが追いすがってくる。表情のない人形が群がる光景は動く死し人びとに通ずる生理的嫌悪感を喚かん起きするが、もはや恐怖はない。

　ただ黒々とした殺意が胸から噴出して、それに伴ない身体の性能が上がっていくのが分かる。

「はっ、あはは」

　自然と哄こう笑しようが漏もれてくる。

　すぐ背後に敵の気配を感じたアリスは急停止。

「ふっ──！」

　突き出された拳こぶしをかい潜くぐり、振り返り様ざまにカウンターの右みぎ肘ひじ。

　肘は人形の胸板に深々とめり込んで肋ろつ骨こつを砕くだく。

　間かん髪はつ入いれず、その場で垂直に跳躍したアリスはしなやかに左ひだり脚あしを一いつ旋せんし、戦闘不能になったドールの首から上を粉々に吹き飛ばした。

　過剰殺戮オーバーキルの感触が脚あしから脊せき髄ずいを通過して、速やかに脳のう髄ずいへと到達する。

（はは、なんですか……この感覚）

　無論アリスに戦闘経験などあるはずもない。なのに、知るはずのない技を、脚が、腕うでが、全身が勝手に繰り出して、追い付いてきた敵を順番に砕くだいていく。

（これが、私の力）

　一体……また一体と敵を屠ほふるたび、圧倒的な力を思うさまに振るう快感が、電流のように総そう身しんを駆かけ抜けていく。段々と自分の意思で身体からだを操れるようになってくる。

（まだ敵は沢たく山さんいる。もっと……もっと……倒さないと）

　アリスは建物の壁面を連続して蹴けり、稲妻の軌き道どうで縦じよう横おう無む尽じんに飛び回る。人を超越した性能を持つはずのドールたちは、高速移動するアリスに翻ほん弄ろうされて急速に数を減らしていく。

　残数は十五体。極めて脆ぜい弱じやくだ。まるで相手になりはしない。

（愉たのしい）

　それが噓うそ偽いつわりのない今の気分だった。戦闘という極限状況下で励れい起きする闘争本能が、脳内麻薬を過剰分泌させ、黒い灼しやく熱ねつじみた快楽を脳髄へと送り込んでくる。

「──は」

　アリスは酷ひどく物騒な狂笑を浮かべ、朽くちた観覧車のゴンドラに向かって高く跳んだ。

　追走するフェレスがドール部隊の最さい後こう尾びから、悦楽を帯びた嬌きよう声せいを上げる。

「いい場所を選んだわね、サーティーンス。ロマンティックで素敵だわ。──もっともっと登り詰めてしまいなさい！」

　天に浮遊する無数のゴンドラを足場に代えて、アリスは天空へと昇っていく。追いすがるドールたちもまた標的の軌道をトレースするように跳躍を繰り返す。

　局面は中盤へ、遙はるか高みに舞台は移り、戦闘は空中戦の様相を呈ていし始めた。
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　夜や光こう川がわ遊園地跡から四〇〇〇メートルほど離れた地点にある高層ビル。

　屋上の縁ふちにそっと腰こしを下ろし、彼方かなたの戦闘を俯ふ瞰かんする美しい少女の姿があった。

「ようやく始まりましたのね。十三番目サーテイーンスに的まとを絞しぼって、辛しん抱ぼう強く待っていた甲か斐いがあったというものですわ」

　中世の姫ひめ君ぎみを思わせる高貴な雰囲気。

　純白のブラウスに純白のフリルタイ、純白のフレアスカート。

　ノースリーブから伸びる、抜けるように白い腕うでの先にはやはり純白のフリルが腕うで輪わのように巻かれていて、純白のリボンが結ばれていた。

　髪かみと肌はだの色までもを含め遍へん身しん悉ことごとくを白のみで纏まとめ、瞳ひとみとブラウスのボタンだけが真しん紅く。

　ウェーブのかかった長い銀ぎん髪ぱつが、月の光を孕はらんで微風に棚たな引びいている。

　彼女こそ、組織から離反したキリングドール──『十二番目トウエルフス』である。

「サーティーンス──ふぅん、どんどん速度が上がっていきますのね」

　十二番目の少女は感心したように口元に手を添えた。共振によって補足されない超長距離にあって、彼女の双そう眸ぼう──最高級のルビーを嵌はめ込んだような真しん紅くの瞳ひとみは、残像が生まれるほどの高速で動くサーティーンスの駆く動どうをも、余さず見て取っている。

「しかも狡こう猾かつですわ」

　足場の悪い高所での乱戦──確かにあれなら、一度に襲いかかることのできるドールの数は激減し、機動力で勝まさるサーティーンスが優位に立てる。

　その上。

　いましもサーティーンスは砲ほう弾だんじみた威力の横よこ蹴げりを、一体のドールの腹部へと炸さく裂れつさせた。吹き飛んだ人形はさらに複数の同胞を巻き込んで落下していく。

　百メートル超の高みから叩たたき落とされればドールの耐久力といえど粉砕は必ひつ定じよう。サーティーンスは高所という地形を十全に活用し、殲せん滅めつ効率を上げているのである。

　ＬＴスフィアは戦うための知識──身体の効果的な駆く動どう方法や格闘技術その他諸もろ々もろの殺さつ戮りく技芸を、ソフトウェアをハードウェアにインストールするような形で素体に焼き付けている。

　だが──

「彼女自身のセンスですわね、これは。穢けがらわしい戦法ですけれど、非常に有効であることは認めざるを得ませんか。……中々どうして、興きようが乗って参りましたわ。先日の戦闘データを見た限りでは彼女のスフィアは『わたくしと似たタイプ』なのでしょうし。三番目サード……あまり余よ裕ゆうを見せていると、番狂わせがあるかもしれませんわよ？」

　先日は市街での戦闘になりかけたため、仕方なく妨害をしたが……そもそもトゥエルフスは、この戦闘でどちらが勝とうが構わないと思っている。

「一対一の勝負なのですもの。余計な手出しは無ぶ粋すいというものでしょう」

　幸い彼女たちが戦場にしている遊園地は無人である。

　最悪の事態が起こらない限り、戦闘被害は最小限に留とどまるはずだ。

　彼女は今回、あくまで傍ぼう観かんに徹するつもりだった。勝ち残り、弱った方を倒そうなどという卑ひ屈くつな考えは一片もない。当然、ぬかりなく戦闘データは収集させてもらうが。

「三番目の災厄サード・カラミテイ、大だい戦せん斧ぶ『イクリプス』」

　斬ざん撃げきから旋せん風ぷうを発生させる専用武装の本領を、しっかりと見せてもらうとしよう。

　つまるところ、いかに戦略を組み立てようともサーティーンスがサードを凌りよう駕がするためには、どうしてもあの『イクリプス』が最大の障しよう壁へきとなる。

　キリングドールが最強の殺さつ戮りく兵器たる所以ゆえんは、禁断の箱に収められた『災厄カラミテイ』と呼称される各素体固有の専用武装にこそあるのだから。

「お人形も残り少なくなってきたことですし。そろそろサードが反撃に移りますわよ……さぁどうしますのサーティーンス。ほら、貴女もご自分の武器を使わないと」

　そして十二番目の少女は片かた腕うでを真まっ直すぐ延ばし、繊せん手しゆを銃じゆうの形にして片かた眼めを瞑つむった。

「──こんな風ふうに」

　極めて精せい緻ちな空想シミユレーシヨンの中で、銃口から発射された銀の光線ブラスターは、狙ねらい過あやまたずサーティーンスの心臓を撃うち抜いていた。
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　夜や光こう川がわ遊園地跡あと──

　満天の星空の下。殺戮劇グランギニヨルの舞台は地上から天空へと移行していた。

　アリスは観覧車の頂点付近を飛び回り、すでに十数体のドールを破壊している。

　残存する敵戦力は十五を切り、あれほど苛か烈れつだった攻勢も今は弱い。

　逆にアリスの性能は限界近くまで引き出され、いまだかつてない境地に達しつつあった。

「これで終わりというわけではないのでしょう、フェレス」

「……もちろんよ。十分に昂たかぶってくれたようで嬉うれしいわ」

　観覧車を時計に見立て、八時の位置にフェレスはいる。

　そこから一つ一つ、焦じらすようにゆっくりとゴンドラを上ってくる。

「前座の役目はここで終わり、ここからは私と踊りましょう──」

　九時のゴンドラに至ったフェレスは、そこから十二時のアリス目掛けて一気に加速。

　重力を無視した体勢でゴンドラの側面を走り、ありえない軌道で躍おどりかかってくる。

「落ちなさい……っ！」

　アリスは狙ねらい澄ましてドールを蹴けり飛ばし、敵の身体からだを砲ほう弾だんに代える。

　同じ方法で何体ものドールを地上へと叩たたき落とした、この呵か責しやくなき人間砲ほう撃げきであるが、さすがにフェレスには通用しなかった。

「おいで──イクリプス！」

「⁉」

　フェレスの右みぎ腕うでに大だい戦せん斧ぷが顕けん現げんする。

　軽々と薙なぎ払われた超重量の巨きよ刃じんは、進行方向を塞ふさぐドールの胴体を情け容よう赦しやなく両断せしめ──のみならず巻き起こった旋せん風ぷうは、アリスが足場としていたゴンドラを支柱から切り落とした。

「くっ──」

　後方に跳躍し、逃れるアリス。だが、

「あはっ、追い付いちゃった」

　着地地点には当然のように追つい撃げきが待っていた。

　フェレスは斬ざん撃げきを放った後、アリスが着地するであろうゴンドラへと先んじて跳とび、次撃を振りかぶって待ち受けていたのだ。

（速い……⁉）

　のみならず巧うまい。これは先読みではなく、そう動くように仕向けられた結果だった。

　アリスの肢し体たいを真っ二つに断ち切らんと、側面から巨きよ刃じんが迫る。

「‼」

　防ぼう御ぎよも回避も間に合わない。

　刹せつ那な、アリスはこの脅きよう威いに対し、極めて攻撃的な判断を下した。

「⁉」

　驚きよう愕がくはフェレスのものだ。

　アリスは横よこ薙なぎに振るわれた斬ざん撃げきが当たる直前、自ら前に出た。そして敵の顔面を殴なぐりつけ、攻撃動作を強制的に中断キヤンセルさせたのだ。

「……っ！」

　ぱっとアリスの右みぎ肩かたが裂さけて鮮血が噴出す。起死回生のカウンターによって死線を潜くぐり抜けたアリスだったが、フェレスの不完全な斬撃から発生した風ふう刃じんは、やはりアリスの肩を深く抉えぐっていた。

（痛っ……厄やつ介かいですね）

　イクリプス。この大だい戦せん斧ぷが発生させる旋せん風ぷうは遠えん隔かく攻撃を行うためのものではなく、近接斬撃における攻撃範囲を拡大強化するものだ。

（大振りの隙すきを、風の刃やいばが補完して……反撃を許さない。しかもこの威力）

　素手による打撃とでは比較にならない性能差がある。

（ずるいです、こんなの）

　フェレスに近接戦闘を挑むのは無む謀ぼうだと、もはやアリスも認識せざるを得なかった。

「あぁ……綺き麗れいな血」

　拳こぶしを受けて落下したはずのフェレスが、再びアリスの前に飛ひ翔しようしてくる。

　傷口を押さえ、辛つらそうに顔を歪ゆがめるアリスは焦しよう燥そうに駆かられながらも、跳躍を繰り返して逃げまどう。

「あはっ──あははっ」

　アリスを追うフェレスは止めどなく溢あふれ出る哄こう笑しようを響かせて、出で鱈たら目めにイクリプスを振り回す。虚こ空くうを乱れ飛ぶ巨きよ刃じんが間断なく旋風を生み出し、夜空を切り裂さき荒れ狂っている。

　台風もかくやの有様だった。イクリプスによる敵味方の区別ない攻撃に晒さらされたドールたちは、その数を八体にまで減らしている。

（無む茶ちや苦く茶ちやですね……。この武器、これに対抗するためには……）

「あはは、ははっ──」

　フェレスは次々にゴンドラを切り落とし、アリスの逃げ道を奪っていく。狂乱しているように見えて、その行動はとても効率的だ。

　観覧車の頂点近く、アリスは孤立したゴンドラへと速すみやかに追い詰められてしまう。

「そぉれっ！」

　フェレスが止とどめとばかりに繰り出した斬ざん撃げきから逃れ、アリスは暗い虚こ空くうへとその身を躍おどらせた。

（そう──）

　身投げのように、後ろ向きに頭から落ちていく。

　全身は弛し緩かんして、青せい瞳どうは閉ざされる。

（武器。私にも、武器があれば──）

　地上までの距離は百メートル超。いかに強化された身体からだといえど落下の衝しよう撃げきに無事では済むまい。しかしアリスは気絶したように動かず、ただ重力に身を任せている。

《この子は「イクリプス」、「三番目の災厄サード・カラミテイ」よ。私の喚よび声に応こたえ、禁断の箱ＬＴスフィアからこの手に顕けん現げんする専用武装。惚とぼけちゃだぁめ、貴女だって持っているはずでしょう？》

　この女はそう言っていた。

　喚び声に応え、顕現するのだと。

（なら──喚びましょう）

　精神を集中させるアリスの周囲に、少しずつ黄金の粒子が漂ただよい始める。

（そこに、本当に、いるのなら──）

　蒼あおい光を灯ともした両眼が、かっと開く。

「ぐだぐだ言わずに出てきなさいッ！」

　そして、少女は喚んだ。

　ＬＴスフィアが覚かく醒せいしたあの時からずっと心の中にあった、自分だけの武器の名を。




「ジャバウォック──‼」




　音声入力コマンドに応じ、蛍ほたるが群がるように光が左手へと急速に収しゆう斂れんし──

　眩まばゆい光こう輝きの只ただ中なかから、武装の輪りん郭かくが形を成す。

　十三番目の災厄サーテイーンス・カラミテイ。『ジャバウォック』と名付けられたそれは、




　極大の拳銃である。
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「⁉　あはっ、ようやく出したわね……！」

　こちらを見下ろすフェレスが、悦楽に満ちた表情でイクリプスを薙なぎ払う。

　轟ごう、と旋せん風ぷうが唸うなりを上げて、落ちゆくアリスに迫りくる。

「はっ！」

　アリスはこれを回避すべく、宙転して観覧車の主柱を蹴けった。金の九きゆう尾びが翻ひるがえって、少女のシルエットを闇やみ夜よに浮かび上がらせる。

　ぐしゃりと靴の形を柱に刻み、その反動でアリスは爆はぜるように虚こ空くうへと跳躍した。

（皆殺しにしてやりましょう──あいつら全員、粉々にしてやりましょう。……今すぐに！）

　瞬間、アリスは視界に数多あまたの照準を幻視する。

（これは──）

　無論分割された焦しよう点てんがそう見えているだけのことだが、いまやアリスの眼球は高精度照準器を複数起動しているも同然の性能を発揮していた。十を超える照準の一つ一つが独立して動き、標的の急所を次々に補足していく。

「はぁぁぁっ‼」

　雷鳴のような銃撃音が連続し、マズルフラッシュの稲光が途切れなく迸ほとばしる。回避不能の高速射撃は、一瞬にして五体のドールを撃ち抜いて粉ふん砕さいした。

「凄すごいわ。もっと、もっと見せて頂ちよう戴だい……！」

　宙転したアリスの斜め前方を、イクリプスの風ふう刃じんが際どくも通り過ぎていく。銃撃の反動を利用した見事な回避運動を披ひ露ろうしたアリスは、逆さかしまに滞空したままトリガーを引き続け、速すみやかに処刑を継続する。

　排出された薬やつ莢きようは金色の粒子に解けて、微かすかな燐りん光こうを残して消えていった。

　全長４４４㎜、重量１４０００ｇ、装弾数∞インフイニテイ。

　長大な漆しつ黒こくのフォルム、架か空くうの魔ま獣じゆうの名を冠した黒銃は、50口径弾『ヴォーパル』を吐はき出すオートマチック・ハンドキャノンである。

　アリスは着地を待たず淀よどみない動作でトリガーを絞しぼり、残る雑兵の殲せん滅めつを完かん遂すいした。

　大気を劈つんざく銃声はまるで、暴れ狂う魔獣が誕生の咆ほう吼こうを上げているかのようだった。







　　　第五章　十三番目のアリス







　女神の噴水。アリスとフェレスが戦う観覧車からは百メートルほど離れている。

　連続する轟ごう音おん。吹き荒すさぶ旋せん風ぷうの余波に煽あおられてなお、少年は倒れ伏していた。鳩尾みぞおちを強打された彼の眠ねむりは深く、捨て置けば数時間は目覚めまいと思われたが。

「っ……ぁっ⁉」

　三み月つきは突然に、強制的な覚かく醒せいを得た。最悪の目覚めだった。首筋から流し込まれた衝しよう撃げきが全身に伝導し、びくんと大きく痙けい攣れんして地をのたうつ。

「っ……！　……⁉」

　彼にはまるで状況が理解できていなかった。何しろ自分がいったいどうして今まで気を失っていたのかすら、彼には分からないのだ。アリスと一緒に彼女の想い出の場所を訪れて、背のリュックからプレゼントを渡そうとしたところで──記き憶おくが唐とう突とつに途切れている。

　仰あお向むけに転がった彼は、涙なみだで滲にじむ視界の先に人の姿を認めていた。

「はは。起きた？　こんな時に、こんなところで寝ているのはもったいないよ。……これほど素敵な見せ物は、そうないというのに」

「ぅ……きみ、は」

「ボクはハインツ」

　髪かみの長いその人は、暗い瞳ひとみで三み月つきを見下して名乗った。片手に持っている電動剃刀かみそりのような器具は、三月を強制覚かく醒せいさせたものだろうか。

「……ハインツ……？」

　その口調、名前、そして容よう貌ぼう。ハインツと名乗ったこの人物の有り様ようは違和感の塊かたまりだった。

　細く華きや奢しやなシルエットの服装。少年のようでもあり、少女のようでもある。

　天使のように可か憐れんな容よう貌ぼうなのに、整った唇くちびるから紡つむがれる美声は、ひどく不吉に響いてくる。

　人間と話しているようには到底思えない。

　幽ゆう霊れいか何かと対たい峙じしているような悪お寒かんを禁じ得なかった。

（なんだ？　この子……本当にここにいるのか？）

　何となく脳裏に浮かんだ感想が、あるいは最も的確にハインツの印象を言い当てていたかもしれない。確かにそこに姿があるのに、声も聞こえるのに、ハインツの存在感は希薄だった。

　美しい日本人形に邪じや悪あくな霊れい魂こんが憑ひよう依いしたならば、あるいはこのようになるだろうか……。

「そう、ハインツ・フレイという。くすっ……初めまして」

　ハインツは不吉な美声で嘲あざ笑わらう。

「これは……どういう、こと」

　三月は痛み、痺しびれを残す身体からだを酷こく使しして、なんとか上体を起こした。

　彼らしからぬ硬い声も、状況を考えれば無理もないものだった。

（……この子、すごく嫌いやな感じがする……）

　彼にしては本当に珍しいことに、敵意に近いものを感じていた。

　自分とは相容れないという確信。対極と引き合い衝しよう突とつせしめる磁力めいた嫌けん悪お感かんが、この子は敵だと苛か烈れつに訴えかけてくるようだった。

「……本当はね。今夜のうちに、キミを攫さらってしまうつもりだったんだ。彼女自身の護まもりは鉄壁でも、その周りにまでは行き届いていないようだったものだから。ほら、今日は彼女の誕生日なんだろう？　記念すべき、祝福された特別な日だろう？　だから是ぜ非ひとも今夜中にキミを攫さらって、大事な婚約者を餌えさに彼女を誘おびき寄せてやろうと思ったのさ。彼女の目の前でキミを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやれば──きっと極上の見せ物になるだろうから。……だから今の状況は、少々予定外だったのだけれどね」

（分からない。何を言ってるのか分からない。だけど……）

　ハインツの台詞せりふに度々出てきた『彼女』というフレーズが、三月に最優先で思い出すべき事項を閃ひらめかせた。

（そうだ、アリスは……⁉）

「実際……夢の時間を叩たたき壊こわしてやったときの顔は、これ以上ないほどに素敵だったよ。……あぁ、ボクは、その顔が見たかったんだって、そう思ってしまうくらいに」

　ハインツは淫みだらに蕩とろけた表情で、三み月つきには理解できぬことを喋しやべり続ける。

「あ、アリスは……」

「ふふ。あそこさ。あそこで、戦っている」

　三月の問いを受け、ハインツは弄いらうように観覧車の方を指差した。

　雷鳴じみた轟ごう音おんも、巻き起こる風も、すべてハインツの指差す方向から発生している。

「アリスが……戦っている、だって？」

　三月は混乱する思考もそのままに、よろよろと覚おぼ束つかない足取りで歩み始める。

　リュックに入っていた、彼女に渡しそびれたものを、胸にしっかりと抱だいて。

「うん。ここからでは遠すぎるね。さぁ、最前席で観戦しよう。ちょうどこれから佳か境きように入るところなんだ。──きっと面白いものが見られるよ」




　　　　　　†




　観覧車の主柱を蹴けって、虚こ空くうから弾丸を乱れ撃ったアリス。跳躍から着地までの数秒という時間は、顕けん現げんしたジャバウォックが残存ドール部隊を撃げき墜つい殲せん滅めつするに十分すぎるものだった。

「これなら……！」

　アリスは観覧車を見上げる位置に着地するや、すぐさま遙はるか頭上の敵に射撃を集中させた。

　もの凄すごい反動が少女の瘦そう軀くに負荷をかけ、しかしアリスは微動だにせず両りよう脚あしで踏み留とどまる。

　魔銃が咆ほう吼こうを上げる度に、鋼はがねの弾丸が大気を爆ばく裂れつさせて放たれる。

「はぁっ……素敵、貴女あなたの愛が、身体からだの芯しんまで響いてくるよう」

　幾多のゴンドラを跳はね回りながら、踊るような回避運動を続けるフェレス。

「はぁ……はぁ……はぁっ」

　アリスは迸ほとばしる激情に導かれてトリガーを絞しぼる。幾度も、幾度も、幾度も幾度も幾度も幾度も。

　敵を滅ぼし尽くすまで、殺意の奔ほん流りゆうは止まらない。

　反撃の余地を与えぬ乱射攻勢は、もはや死の旋せん風ぷうとでもいうべき苛か烈れつさだ。この数瞬の間に、観覧車は無む惨ざんな蜂はちの巣に変へん貌ぼうしてしまっている。

「ようやく分かってくれたのね──自分がどういうモノなのか。その存在意義と使用目的を」

　追い詰められつつあるというのに、フェレスは嬉うれしそうに喋り続ける。

「何を……！」

「鏡がないのが残念。貴女、とても愉たのしそうなのに」

　フェレスの言葉は心に深々と喰い込んで、黒い毒素を注入していく。聞きたくないのに、そうではないと否定したいのに。そのとおりだと受け入れる自分も確かにいて。

（私は……！）

　今すぐ黙らせてやらなければならない。

　一刻も早くこいつを消してしまわないと、浸食してくる闇やみを止めないと、自分が自分でなくなってしまいそう。

「だから貴女あなたは死になさいッ！」

　思い切り叫んで、アリスは力を込めてトリガーを引き絞しぼった。

　ＬＴスフィアが魔銃に憤ふん怒ぬを伝達し、ジャバウォックは性能をさらに跳はね上げて咆ほう吼こうする。

「⁉」

　発射された乾けん坤こん一いつ擲てきの弾丸は、避けたフェレスの脇わき腹ばらを掠かすめ過ぎ、観覧車の主柱を貫通して黒い大おお孔あなを穿うがった。

「痛ぅっ……あっぶなぁい」

　フェレスは脇腹を押さえて片かた眼めを瞑つむり、うっとりとした顔でおどけてみせる。

　手て応ごたえはあったのに、やはりあの程度では、残念ながらそれ程のダメージはないらしい。

「今のは八十点……大した速度と威力だけれど、まぁ今の貴女ではそれが精一杯でしょうね。うん……採点終了、かしら？　戦闘データはもうこれで十分よねハインツ」

　フェレスはイクリプスを片手で回転させて、大上段に掲げ持った。

　淡い燐りん光こうを帯びていた巨きよ刃じんが、さらに強く禍まが々まがしい紫光を放ち始める。

「さぁサーティーンス、覚かく悟ごしてね。もう貴女に合わせて踊るのはおしまい……。次は本気でいっちゃうんだから……！」

　柱に穿たれた孔から縦じゆう横おうに罅ひび割われが走り、機械仕掛けの大輪が、想い出の光景が崩れていく。

　主柱が完全に崩壊すると同時に、フェレスは飛び出した。

　崩ほう落らくする塔。月と夜空を背景に、紫色の堕だ天てん使しは凄せい絶ぜつな狂笑で処刑具イクリプスを振りかぶる。

「⁉　……ふん」

　アリスは刹せつ那な瞠どう目もくしたが、すぐに嘲ちよう笑しようも露あらわに唇くちびるを舐なめた。

　いかなる機動力を誇ろうともそれを十全に発揮せしむるためには、空を駆かける鳥ではない以上どうしても足場となるオブジェクトが必ひつ須すである。故に足がかりとなるものが一切ない虚こ空くうへ身を躍おどらせた時点で、跳ちよう躍やく軌き道どうはある程度限定されてしまう。地上に立つアリスへ向かって真まっ直すぐに舞い降りてくるフェレスは、もはや止まった的まとも同然だった。

「お仕舞いです、フェレス。──蜂はちの巣になりなさいッ！」

　銃口を天空へ向けて、アリスは敵と同じ狂笑でもってトリガーを連打した。

　幾らかは斬ざん撃げきと旋せん風ぷうで相そう殺さい切断されるだろう。

　さらに幾らかは姿勢制せい御ぎよによって回避軽減されるだろう。そんなことは関係ない。

　それでも無限の弾倉から吐はき出される弾幕は、少女の瘦そう軀くを跡形も残さぬほどに引き毟むしり蹂じゆう躙りんする。先ほどまでのフェレスならば確実にそうなるはずだった。

　が──

「残念でしたぁっ」

「な……」

　ガンスモークの煙幕から全くの無傷で現われた敵の姿に、今度こそアリスは目を剝むいた。

「く……っ⁉」

　これはどういうことなのか──そう思う暇いとまもあらばこそ、反射的に飛び退のいたアリスの眼前を、僅きん差さで斧ふ刃じんが通過する。

「そぉ────れっ‼」

　フェレスは標的の動きに委い細さい構わず、そのまま豪快ダイナミツクにイクリプスを大地に叩たたき付けた。

「──っ」

　一瞬前までアリスがいた空間が爆ばく砕さいし、巨きよ刃じんは地響きを立てて地面に突き刺さる。

　衝しよう撃げきに吊つられ、フェレスの瘦そう軀くがふわりと滞空。その隙すきに銃撃を加えようと試みたアリスだったが、目の前で起こった異様な現象に息を吞のんで踏み留とどまった。

「う……っ」

　イクリプスが突き刺さった地面がたちまち蒸気を上げて溶とけ崩れていく……。

　濛もう々もうと立ち上る白煙に混じり、大だい戦せん斧ぷの巨刃から輝く紫煙が噴出しているのが分かる。

　酸の霧アシツドミスト。

　まるで赤せき熱ねつする鉄板に冷水を浴びせたよう。恐らくはこの気体が、触ふれたものを強酸のように溶解する性質を持っているのだろう。

（これは……）

　フェレスは宙に浮いた体勢から、深々と突き刺さった戦斧を強引に細ほそ腕うでの膂りよ力りよくで引き抜くや、頭上で旋せん回かいさせながら着地した。担かついだ武装のあまりの重量に、ズンと小さな足が地に沈む。

「専用武装カラミテイの『属性変異バレルチエンジ』……まだ貴女あなたには無理よ、サーティーンス」

「バレル、チェンジ……？」

　何のことだか分からなかった。ＬＴスフィアは休眠状態から覚かく醒せいした時、すでに様々な戦闘知識をアリスの脳に焼き付けている。だが、それがすべてではない。ＬＴスフィアが秘める機能は、いまだブラックボックスのまま頭の中に、施せ錠じようされた箱のイメージで幾つも安置されているのである。

　しかしながら……フェレスと初めて対たい峙じした時のように、何らかのきっかけがなければ、開けることは叶かなわない。

（武器が……強化されている……）

　属性変異バレルチエンジとやらを果たしたイクリプスは、いまやフェレスの周囲を酸の霧アシツドミストで覆おおいつつある。

　ジャバウォックの弾幕を阻はばんだ絡から繰くりもこれだろう。すなわち弾丸はフェレスの身体からだに届くことなく、すべてこの強酸じみた毒どく霧ぎりに溶とかされてしまったのだ。

「く……ぅ」

　先の一撃。たったあれだけの交戦で、アリスの服の至る所が溶とけて破れ始めている。

（これでは、まるで……）

　毒どく蛾がのようだ、とアリスは思った。

　傍そばに寄れば、朧おぼろに光る燐りん粉ぷんによって心身ともに溶かされてしまう。

　飛び道具はその身に届かず、例え近接武器を持ってしても近付くことすら叶かなわない。

　使い手を除く何もかもを溶解せしめる、攻防一体の酸の霧アシツドミスト。

　そして斬ざん撃げきに付随する酸の旋せん風ぷう。

　属性変異バレルチエンジを経て、大だい戦せん斧ぷはさらに凶きよう悪あくな武装へと進化を遂げた。

「くすっ……これがイクリプスの本当の姿。第二形態、とでもいえば分かりやすいかしら？　……それにしても、いやらしい姿になったじゃなぁい？　今すぐ邪じや魔まな服を全部溶かして、それから四し肢しを切断して……さんざんいたぶってから殺してあげる。はぁっ、愉たのしみね……この子を胸に、深々と埋うめてあげたなら、貴女あなたはどんな声で鳴いてくれるのかしら」

　喜色満面のフェレスは、ぶん、とイクリプスを一いつ旋せんさせて、アリスに向かって突き出した。

　攻撃動作ですらないたったそれだけのことなのに、穂先から生じた旋風が十メートルの間合いを奔はしり抜けて、びりびりとアリスの身体からだに圧力を加えた。

「熱っ……」

　じゅうじゅうという音を立てて、衣服が溶解されていく。

「この……っ！　ああああッ！」

　アリスは銃を持たぬ右みぎ腕うでで顔を庇かばいながら、拳けん銃じゆうを乱射したが──

「あははっ──無む駄だ無駄ぁ、無駄よ──」

　幾度弾たまを撃ち込もうと酸の領域テリトリーに触ふれた瞬間、跡あと形かたもなく溶け落ちてしまう。

「どうしろっていうんですか……こんなの……」

　心臓が激しく脈動し、警笛を鳴らしている。

（この武器には、勝てない──）

　諦てい念ねんが脳裏をよぎる。まるきり勝機が見えなかった。全身を苛さいなむ酸風に耐えきれず、アリスは一歩、二歩と後退してしまう。白はく皙せきには冷や汗がこびりついて、失せたはずの恐怖が再び首をもたげ始める。

「くぅ……んっ、いい顔……っ。でも、いいのかしら？　そんな弱気になると出力が落ちてきちゃうのに」

　フェレスの言うとおり、あれほど漲みなぎっていた力が少しずつ抜けていくのをアリスは実感していた。艶えん笑しようを顔面一杯に貼はり付けて、ゆっくりと歩み寄ってくる敵を前に、身体が金かな縛しばりにあったように動かない。

「ふふっ……もうお仕し舞まいね、貴女あなた」

「くっ、まだっ！」

　アリスは震える脚あしを強引に駆く動どうさせ、とにかく距離を離すべく後方に高く飛んだ。

（しまった……！）

　それが致命的な失策だったと、そう気付いた時は遅かった。

　奇くしくもこれは、つい先ほどアリス自身が指摘し嘲あざ笑わらったことだというのに。

「──チェックメイト。でも、死んじゃいやぁよ？」

　フェレスは逃走を計った標的を追い跳躍し、細く柔やわらかい肢し体たいを思い切り後方に反そらす。

　そして限界まで引き絞しぼられた弓矢を想起させる体勢から、信じられない行動を取った。

「まだまだ苛いじめ足りないんだからぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気勢とともにフェレスは車輪のように全身を縦たてに廻し、アリス目掛けて超重量の巨大戦せん斧ぷを──あろうことか軽量の手斧トマホークさながらに投とう擲てきしたのだ。

「なっ⁉　馬鹿げてます……！」

　傍そばに上手うまく足場になるものがあったのは僥ぎよう倖こうだった。アリスは咄とつ嗟さに街灯を蹴けって跳躍のベクトルを変更した。単なる武器であればこれで問題なく回避できただろう。しかし属性変異バレルチエンジを果たしたイクリプスは斬ざん撃げきの度に酸の旋せん風ぷうを発生させるという、凶きよう悪あくな武装である。

「冗じよう談だんじゃ……！」

　ヴォウンッ‼

　足あ搔がくアリスが生成する弾幕を打ち消しながら、異い形ぎようの戦斧が唸うなりを上げて飛ひ翔しようする。

　高速で順回転ドライヴする刃やいばが酸の暴風を吹き荒らしながら、もの凄すごい勢いで迫ってくる。

「きゃぁっ！」

　果たしてアリスは、直撃こそ避けたものの広範囲を溶解させる暴風からは逃れること叶かなわず、半身を灼やかれて撃げき墜ついされた。

　標的を外し水晶の城に激突したイクリプスは、建物の腸はらわたを喰い破り──極大の風穴を穿うがって貫通、遙はるか彼方かなたに消えていった。

「あぐ……っ」

　地上へと落下したアリスは無む惨ざんに灼け焦こげた胴を晒さらし、仰あお向むけに倒れた。致命傷ではないものの、その傷は浅くない。キリングドールの自己治癒機能セルフヒーリングをもってしても、しばらくは行動不能に陥るほどの重傷だった。

「ふぅん。よくかわしたわね。偉えらいわ、褒ほめてあげる」

「あ……っ、ぅ」

　身体を踏みつけにされても、アリスはもう目線で抗あがらうことすらできはしない。

　されるがままに……目を閉じて、すべてを諦あきらめようとした。

　その時だった。

　一番聞き慣れた男の子の声が、いまだかつてないほどの緊張をもって聞こえてきたのは。

「アリスっ⁉」

　何とか薄く目を開くと、ぼやけた視界の先に、ぼろぼろと涙なみだを流す三み月つきの顔がある。

（まさか、見られていた……いつから……）

　信じられなかった。これは夢なのかと思った。

（しばらく起きないと思っていたのに、どうして……）

　また思い出した。

　こいつはアリスがピンチになるといつだって、どこへだって、必ずやってくるんだ。

（何の役にも立たない癖くせに）

　──それでも、絶対に来てくれる。何の役にも立たなくとも、足手纏まといになろうとも。

　それは、ただそれだけで十分……他ほかに類を見ないほど貴重で、掛け替えのないことではないのか。

（……らしくない、ですね）

　普段のアリスなら、絶対にそんなこと、思いもしないはずなのに。

「三、月、くん」

「アリス……アリス……！」

　差し延ばした手が握られる。とても柔やわらかい、男の子とは思えない華きや奢しやな手だ。

　触ふれているだけで癒いやされていくよう……。けれどそんな安息は、無論長続きはしなかった。

「ハインツ、貴方あなたまで来たの……？　危あぶないわ、貴方にもしものことがあったら、私」

　アリスを放り出したまま、フェレスはハインツと呼んだその人物へと歩み寄る。

　慈愛を多分に含んだ、今までの彼女らしからぬ穏おだやかな声。

「ああ。はは、心配しないでいいよ。キミは黙ってボクの命令を聞くだけでいい」

　とても優しい口調なのに、その声には突き放すような冷たさがあった。

「うん……」

　嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるか弱い態度で俯うつむくフェレス。

「見てのとおり、サーティーンスは行動不能にしたわ。しばらくは動けないはずよ」

「そう……なら、そうだね。あまりここに長居するのもよくないし、もっと細かく分解してから運ぼうか。死にはしないだろう、そのくらいなら。使い道は幾らでもある……ボクとしても、素体は生きているに越したことはないのだからね」

　あくまで涼やかに、平然とそんなことを言う。

「な、何を言ってるの⁉　何で、何でこんなことをするんだよっ⁉」

　泣き腫はらし今も涙を流しながら、怒りと混乱に満ちた顔で、三月はハインツを顧かえりみる。

「……何って、さっきから何度も説明してあげたじゃないか。意外と物分かりが悪いんだね、キミって。だからさ、このサーティーンスはボクの研究に必要なモノだから、ばらばらに分解して持ち帰るって言ったんだよ……くす、分かった？」

　魅み力りよく的てきな笑顔をずい、と近づけて、さも面白そうにハインツは言う。

「分からない！　そんな馬鹿なこと！」

「おっと、フェレス」

　三み月つきは立ち上がり、ハインツに摑つかみ掛かろうとしたところで阻はばまれた。

「私のハインツに、そんなことしちゃだぁめ。殺しちゃうわよ、貴方あなた」

「く……ぁ……ぁ……」

　フェレスの繊せん手しゆで首を絞しめられて、三月はそのまま片手で宙吊りの体勢にされてしまう。

　すぐに死んでしまわぬようわざと力加減を調節して、苦痛を長引かせているようだった。

「…………ぅ、やめ」

　それを、アリスは倒れたまま、ただ見ていることしかできなかった。三月が傷つけられる光景を目にしても、かつてのように力が湧わき上がることもなく、戦意は萎なえきったまま沈黙している。

（だって）

　理由は明白だ。この期ごに及んでも、アリスはまだ三月に自分の本性を晒さらすことを恐れている。

（あんな、あんな姿は、見せられません……）

　嫌きらわれるのが、拒絶されるのが嫌いやだった。

　彼には、自分の綺き麗れいな姿だけを見ていてもらいたかった。

　だけどハインツの台詞せりふを鑑かんがみれば、もう手遅れだ。三月はアリスが殺さつ戮りくに狂う様さまを、すでに目撃してしまっている。

（きっと嫌われてしまいました。もう、元通りには戻れない……）

　狂気に溺おぼれ敵を屠ほふる、自分の姿。ＬＴスフィアの出力が低下し、正気に立ち返った今、思い返すだけで嫌けん悪お感かんが湧わき上がってくる。

　ラミアは三月を信じなさいと言ったけれど……あんな化物を、誰が好いてくれるものか。

（それでも、私は……まだ人間でありたい）

　戦う覚かく悟ごが決まらない。

　三月を救いたいのに、憎にくい敵を倒したいのに。

　人を棄すて、再び立ち上がろう──そう思うことができない。

（どうせ勝ち目はありません……）

　いまや、アリスの心は諦てい観かんと絶望に浸食され尽くしていた。

　やがて、バタバタと全身を暴れさせていた三月の身体からだから力が抜け、彼が大事に抱だいていた箱が落ちる。

「？　……あらぁ、これって」

　三月を吊つり上げて嗜し虐ぎやくに酔よっていたフェレスは、足下に落ちた『それ』を見るや、悪戯いたずらを思いついたように意地の悪い笑みを見せた。

「それ……は」

　青ざめた顔で、三み月つきが呟つぶやく。

　それは、三月がアリスに渡し損ねた……誕生日プレゼントの入った箱。

「んふっ……何が入ってるのかしら？」

　フェレスは足を器用に動かして、可愛かわいらしく包装された箱を上空に蹴けり上げた。

　宙に舞い上げられた箱は簡単に壊れてしまい、中身がひらひらと浮遊する。

「ぁ……」

　アリスもまた、虚うつろな瞳ひとみを凝ぎよう然ぜんと開いた。

《もう、完成してるから──楽しみにしててよ──》

　その言葉を思い出す。

　宙を舞う箱の中身は、手縫いの麦むぎ藁わら帽ぼう子しだった。

　ペアルックにしたつもりなのか、三月がよく被かぶっているものと同じデザイン。

　もちろん、サイズまでぴったり合わせた一品物だ。帽子に巻かれているのは、黒いリボン。

　丁てい寧ねいに作られてはいるものの……センスがなくて、すこし形が歪ゆがんでいて、こんなものをもらっても、アリスは絶対に被ったりしない。

　むしろ誕生日が台無しだと、憤ふん慨がいしてしまっていただろう。

（こんな、プレゼント、用意して……なにを、考えて……）

　だけど……それでも。

　これは三月が一生懸けん命めいに作ってくれた、アリスのための帽子だったのに。

「あはっ……なぁに、これ」

　なのにフェレスは、足下に落ちた帽子を軽々しく踏みにじった。とても愉たのしそうに。

「……ぁ…………っ」

　アリスの瞳どう孔こうが散大する。

　──プチン。張りつめた糸が千切れたような、細く高い幻聴がした。

「汚きったない。もしかして、こんなのがプレゼントだったの？　ふふ、最悪ね」

「────」

　無む惨ざんに踏み潰つぶされ、ぐちゃぐちゃになった麦藁帽子を見て、アリスの双そう眸ぼうから色彩が消失する。勢いをなくし、弱々しく燃えていた憎悪の焰ほむらは今度こそ完全に消え失せた。

　紅ぐ蓮れんの炎が温度を増し、冷厳に燃焼する青い炎へと色を変化させるように。

　荒々しい感情の奔ほん流りゆうはもはやどこにもなく、思考は凪ないだ海面のように乱れがない。

　眸ぼう子しの水鏡に、ただ破滅だけを映している。

　一切の無む駄だが剝はく落らくした、標的の破壊のみを唯一機能とする──殺さつ戮りく兵器の瞳だった。

（────もう、いい）

　そう思った。

（ごめんなさい……三み月つきくん）

　今まで積み上げてきた大切なものを、これでなくしてしまうとしても。

　思えばこいつが現われてから、何もかもが狂っていった。

　穏おだやかだった日常は崩壊し。望まぬ戦いを強制させられ。三月は怪け我がを負い。秘め隠していた精神的外傷トラウマを掘り返され。その上、夢見ていた大切な時を切り裂さかれて──

　だから最後の一押しは、堤防に致命的な罅ひびを刻む、ただのきっかけにすぎなかったのだろう。

　しかし堰せきは切られてしまった。もう自分でも止められない。

（今すぐ、ここで、こいつを殺してしまえるのなら）

　ガリ、と爪が大地を搔かく。

　アリスの潜在能力を引き出し、覚かく醒せいさせるのがフェレスたちの目もく論ろ見みだったというのなら。

　一連の計略は、きっとこれ以上ないほどに上手うまくいったのだ。

　恐らくは、彼女らの想定を遙はるかに凌りよう駕がする形で。

（私はもう……人じゃなくてもいい）

　そしてアリスは覚かく悟ごを決めた。涙なみだはない。苦痛もない。

　ふっと気持ちが軽くなる。心の底に孔あなが空いて、大事にしていた温かなものが剝はく落らくしていく。

　代わりに……虚うつろになった伽が藍らんには、冷たい殺意が満ちていった。

　漂ただよい始めた金の燐りん光こうが、ゆっくりと身体からだを覆おおう。

　どくんと心臓が拍動し、総そう身しんに再び圧倒的な力が漲みなぎってくる。

（征いきます……！）

　彼ひ我がの間合いは三メートル。

　敵は武器を持っておらず、油断していて、こちらへ向ける注意は散漫だ。絶対に外さない。

　アリスは速すみやかに立ち上がり突進した。

「⁉」

　フェレスは振り返り目を見張る。後方からの、しかも意識の外側からの急襲だ。完全に不意を突かれた彼女には、人ひと質じちを盾たてにする暇いとまさえなかったろう。

「噓うそっ、動けるはずが──⁉」

　一瞬にして加速したアリスは投じられたナイフのごとく跳躍し、飛び蹴げりを放った。ミートポイントは踵かかとではなく、刺し突とつの軌き道どうで延ばされたつま先である。

　命中した一撃はフェレスの喉のど元もとに突き刺さり、深々と骨肉を抉えぐった。
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（不意打ち……⁉　そんな……こんな短時間で回復するわけないのに……！）

　三み月つきを取り落とし、たまらず後方に飛び退のいたフェレスは膝ひざを着き、喉のどを押さえて激しく咳せき込んだ。

「か……はっ」

　言葉にならない呻うめきを漏もらし、数度に渡って喀かつ血けつする。

　無論そんな隙すきを見逃す敵ではなく、瞬時に間合いを詰められ再び蹴けり飛ばされた。

　サーティーンスの戦法が極めてえげつなかったのは、この前蹴りが再び喉を狙ねらったものだった点に尽きる。

　無ぶ様ざまに地面を転がったフェレスは何とか体勢を立て直し、イクリプスを再び顕けん現げんすべく右みぎ腕うでを横に振った。だが。

「………………」

　フェレスは啞あ然ぜんと下した顎あごを落とした。

（声が、出ない……⁉）

　専用武器カラミテイを顕現させるためには、キーワードを口頭で入力する必要がある。

　つまり。

「そう──喉を潰つぶしてしまえば、もう貴女あなたは武器を出せません……」

　青い炎ほのおを灯ともした双そう眸ぼうで、せせら笑うように黒衣の少女は言った。

（まさか、これを狙ねらったっていうの……？）

「ふぅん……確かに、敵の武装に太刀たち打うちできないのなら、使わせなければいいだけだよね。恐ろしく的確、かつ悪あく辣らつな戦法だ。くすっ……いや、本気で感心したよ」

　この状況でもハインツは依然余よ裕ゆうを崩くずすことなく、顎あごに手を当てて面白そうにしている。

　その隣となりでは三月が、ぐったりと蹲うずくまって首を押さえ咳き込んでいた。

「……」

　ようやく敵の姦かん計けいに気付いたフェレスは苦く渋じゆうを滲にじませた表情で、唇くちびるを嚙かんだ。

　片方だけが武装しているというこの状況は、奇くしくも前回と同じである。

　つい数秒前まで一方的に嬲なぶられるばかりだった少女は、いまや冷たい嗜し虐ぎやくの表情でフェレスに銃口を向けている。

「さあ──泣き叫んで、のたうち回りなさいッ！」

　ガゥンッ‼　高らかな宣言とともに、反撃の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。50口こう径けい弾だんの連続射撃が、驟しゆう雨うのようにフェレスの全身に襲いかかる。

（くっ！　やだ……ちょっとまずい、かな）

　何ら特殊機能の加護を受けていない通常弾の威力は、フェレスの身体からだを易やす々やすと貫けるほどではないが、一発一発が強烈な打撃同然に衣服を引き毟むしりながら突き刺さってくる。

　連続して被弾すればダメージの累積は避けられない。

　フェレスは魔銃の釣つる瓶べ撃うちから逃れるべく跳躍を繰り返すが、サーティーンスはその度に効率よく巧みに位置を変えて、最適な距離を堅持しつつ連続射撃を継続する。

　戦闘経験など殆ほとんどないはずなのに、スフィアから獲得した戦闘技術とセンスのみで、ありえないほどの手練を発揮している。

「逃がしません……！」

　ジャバウォックの銃口で次々に火花が狂い咲き、かわしきれなかった銃弾が、ズブリとフェレスの腹部に侵入してくる。

（あぁっ、熱い……やっぱり私が思ったとおり、最高に魅み力りよく的てきよ、貴女あなた！）

　フェレスは弾丸を喰らいながらも、歓喜に震え内心で喝かつ采さいを送っていた。彼女にとっては己を殺さんと放たれた弾丸すらもが、愛いとしい宿敵との絆きずなだった。

　それでもフェレスには、喉のどの再生が終わるまで遁とん走そうに徹する他ほかに手立てはない。

（あぁ……私の服を引き裂さいて、どうしようっていうの？　でも駄だ目めよ……これ以上喰らうわけにはいかないもの）

　倒とう錯さくした思考回路でも、フェレスは戦局を見誤らなかった。

　ハインツと三み月つきを巻き込むのは、二人共に本意ではない。敷地をめまぐるしく移動しながらも、戦闘は常にハインツたちから五十メートル以上の距離を開けて行われている。

「フェレス‼」

　ハインツは悪意を込めた喝かつ破ぱを放つや、三月から離れるように駆かけ出した。たったそれだけで主あるじの意思を汲くみ取ったフェレスは、こくりと頷うなずき三月の方へと疾しつ走そうする。

　時間を稼かせぐ策を実行するために。

「なっ、まさか！」

　フェレスの意図を察したらしいサーティーンスが短い悲鳴を上げる。

　声を出せないフェレスは、表情だけをいやらしく歪ゆがめて敵を一いち瞥べつし、振り返りざまに足下の瓦が礫れきを蹴けり飛ばした。無論狙ねらうはサーティーンスではなく、三月の方だ。

「く……！」

　思ったとおり、サーティーンスはフェレスへの追走を中断して三月を庇かばった。

　砲ほう弾だんのように真まっ直すぐ飛来する瓦礫は、蹲うずくまる三月に激突する寸前で割り込んだサーティーンスの肩かたに着弾する。

「貴女、よくも……！」

（ふふっ、そんなに睨にらまないで？　慌あわてなくても、もうすぐ遊んであげるから）

　敵を首尾よく足止めすることに成功したフェレスは、駆かけ寄ってきたハインツを抱かかえ遁とん走そうの体勢に入った。

　今の数瞬でかなり被弾してしまった。背や脇わき腹ばらから、楽観できない出血が確認できる。

（ごめんね……）

　ハインツを心配させてしまったかと思うと、胸が切なく締め付けられる。

　それに傷口は再生しても、流れ出た血液は戻らない。今も軽い目め眩まいを感じる……あまり長びかせるわけにはいかないようだ。

「……見たかいフェレス。サーティーンスは、すでに再生を終えている。あれほどの重傷だったのに、通常では考えられない現象だ。やはり十三番目のサーテイーンススフィアは、十二番目のトウエルフススフィアと同様、突き抜けた潜在能力を秘めている。絶対にいただこう。アレがあれば、ボクは──」

（……）

　フェレスは無言で頷うなずき、十分な距離を稼かせいだ上で、城の傍そばにハインツを下ろした。

　喉のどの再生もほどなく終わる。仕切り直して、反撃開始といこう。

「……ハ、インツ。下がって、いて。大丈夫、私が、すぐ、やっつけちゃうん、だから」

「ああ、頼りにしているよフェレス。でもね、ボクがキミに与える指示は、いつもどおりたった一つだけだ。他ほかのことはどうでもいい。ボクのことも、気にしなくていい。だから──」

　ハインツは少し歩いて振り返り、優しく穏おだやかな口調と満面の笑顔で、

「──死んでも殺せ」

　今までに何度も何度も繰り返してきた、同じ台詞せりふ、同じ命令を下した。

「うん……私、がんばる」

　フェレスはハインツにだけ見せる、慈じ愛あいの微笑で応こたえ……迫る敵を迎撃すべく地を蹴けった。

　冷たい怒りを瞳ひとみに宿し、疾しつ走そうしてくるサーティーンス。

　手負いのフェレスに止とどめを刺すべく、今までよりもさらに激しい乱射を浴びせかけてくる。

　だが、そんなものはもはや無む為い……確かにフェレスは敵の策略に嵌はまって、相当のダメージを負ってしまった。しかし逆に言えば、喉のどが再生する前にフェレスを倒しきれなかったことで、サーティーンスの勝機は無に帰したといえる。

「イクリプス」

　喚よび声に応こたえ、再び大だい戦せん斧ぷが顕けん現げんする。

　ヴンッ！　異い形ぎようの戦斧を一ひと薙なぎするや巻き起こった酸風が、フェレスに迫る弾幕を残らず溶解してしまう。

　フェレスの周囲に広がる酸の霧アシツドミスト。属性変位バレルチエンジしたイクリプスが常時発生させている難なん攻こう不ふ落らくの防ぼう御ぎよ陣じんは、ハインツを巻き込まぬために範囲を狭せばめている。

　戦闘に支障を及ぼさぬ最小範囲、すなわちフェレスの全身のみを朧おぼろに覆おおうそれは、霧の紗織ミストヴエールとでも呼ぶべきだろう。

　毒どく霧ぎりが届く範囲を狭せばめた分、攻撃手段としての性能は失うが、それでもジャバウォックの銃弾がフェレスに届くことはないし、何かの間違いで届いたとしても即死するような威力ではない。それはフェレスが自らの銃じゆう創そうを持って証明していることだ。

　断言できる、敗北する要素は一いち厘りんもないと。

「さぁ終わらせてあげる……」

　ほくそ笑んだフェレスだったが、ここでサーティーンスはさらに意表を突く行動に出た。

　銃撃など効かないと理解したはずなのに、再び闇やみ雲くもに乱射を始めたのだ。しかも今度はまったく手を休めることなくだ。狙ねらいを付けているのかすら疑わしい。自棄やけになったとしか思えない暴挙だった。たちまち周囲はガンスモークに覆おおわれて、視界が塞ふさがれてしまう。

「煙幕のつもり……？　どこまでも小細工が好きなのね、貴女あなた」

　多少見通しが悪くなったところで、お互い条件は同じなのだ。銃撃が通用しない以上、サーティーンスは酸によるダメージを承知で何らかの近接攻撃を仕掛けてくると思われるが、それならば元々近接武装であるイクリプスを持つフェレスが圧倒的に有利である。

　後はただ銃撃の来る方向と僅わずかな視界を頼りに補足して、酸の刃やいばを突き立てるのみ。

（来た……！）

　フェレスが勝利を確信した時、側面から高速で迫る気配を察知した。ついに観念して、破れかぶれの特攻をかけてきたらしい。ようやく無む駄だを悟さとったのか弾幕も張らずにだ。

「あはっ──ぐずぐずに溶とけちゃえッ！」

　フェレスは決着の予感に口くち端はを歪ゆがめ、哄こう笑しようとともにイクリプスを薙なぎ払った。

　が。

「え……？」

　イクリプスの刃が粉ふん砕さいしたのは敵ではなく、破は砕さいされた建物の残ざん骸がいだった。サーティーンスはこの巨大な瓦が礫れきを、煙幕に紛まぎれて投とう擲てきしてきたのだ。

（まさか、囮おとり⁉）

　謀はかられた。そうフェレスが気付いたときは遅かった。逆方向から時間差で突進してきたサーティーンスは片かた腕うでを犠牲に、霧の紗織ミストヴエールに焼かれながらも強引に腕うでを突き出して──

「砕くだけ散りなさい」

　フェレスの眼球に銃口を密着させて、無む慈じ悲ひにトリガーを引き絞しぼった。




　　　　　　†




　致死の手応えクリテイカルヒツト。強烈な反動がアリスの左手を痺しびれさせる。

　50口こう径けい弾だんの零ゼロ距離射撃を眼がん窩かから直接撃ち込まれたフェレスは、内部から頭ず蓋がいを粉砕されて脳のう漿しようを撒まき散しながら吹き飛んだ。

「か……あ……ッ」

　顔面を貫通され、常人ならば確認するまでもなく即死であろう有様で……しかし彼女は倒れてすらいない。

　地面をスライドするように吹き飛ばされたフェレスは両足を大地に嚙かませ、際どくも踏み留とどまっていた。仰のけ反ぞった身体からだを起こし、顔の半分を手で隠して、闇やみ色いろの隻せき眼がんで宿敵を凝ぎよう視しする。

「なんて、しぶとい……！」

　フェレスの執しゆう念ねんに、アリスは戦せん慄りつした。

　確実に致命傷を与えたはずなのに、この敵はいまだ戦意を失っていないのだ。

　何が彼女をここまでさせるのか、アリスには想像も付かなかった。

「……わた……し、がんばるから……がんばるから……」

　轟ごう、とフェレスを中心として颶ぐ風ふうが巻き起こり、イクリプスの形状が奇怪に歪ゆがんでいく。

　それに伴い、フェレスの出力が凄すさまじい勢いで上がっていくのが分かる。

「なんですか……⁉」

　不ふ穏おんな気配を感じたアリスは咄とつ嗟さに飛び退のいたが、

「くぅ⁉」

　心臓を引き裂さくような共振に襲われ、胸を押さえ前傾してしまう。

（なにが……）

　何が起こったのか、アリスには分からない。ただ、属性変異バレルチエンジを果たしたイクリプスが、いましもさらに強化されつつあることだけは確かだった。

　出力を上げすぎたためか、イクリプスから発生する酸風は、もはやフェレス自身すらをも溶解しつつある。

「……さよなら、ハインツ。今度の私は……ここで……」

　フェレスの眼まな差ざしに狂気はなく、深い感慨を湛たたえているように見えた。

「はぁ、はぁ、はっ……。あはっ……愉たのしかったわ、サーティーンス。最後に、私の愛で貴女あなたのすべてを溶とかしてあげる」

　フェレスは大だい戦せん斧ぷを両腕うでで天高く掲げ持つ。

　吹き荒すさぶ酸風は蕾つぼみのようにフェレスの身体を包み込み、急速に規模を広げていく。

「な……」

　アリスは慄りつ然ぜんと凍こおり付いて、眼前で起こった現象を見み据すえた。

　竜巻ツイスター。

　己の身を顧かえりみず、限界を超えた出力を引き出したフェレスは、さらなる異い形ぎようと化したイクリプスから酸の竜巻を発生させたのだ。

「災厄カラミテイ……って、こういう、ことですか」

　確かにこんなもの、そうとしか呼びようがない。

「出で鱈たら目めすぎます……こんな、の」

「えぇ、とっておきの抱ほう擁ようよ……。これから貴女は私と一緒に、身も心も溶とけて消えるの……素敵な最後でしょう……？」

　轟ごう々ごうという風音にかき消され、フェレスの声はアリスの聴覚でもほとんど拾いきれない。

　だが、もはや言うまでもない……彼女は酸の竜巻を身に纏まとったまま、アリスに特攻をかけようというのだ。

「くっ！」

　焦しよう燥そうに駆かられ、アリスは銃を連射するが──届きはしない。

　その上、圧倒的な共振反応エコーが、アリスの胸を引き絞しぼって動きを封じる。

「……逃げ──られない」

　敵を道連れに、自身諸もろ共とも溶解せしめる自滅攻撃スーサイドアタツクこそが、三番目の災厄サード・カラミテイの切り札だったのだ。

「────っ！」

　アリスは足あ搔がくようにジャバウォックのトリガーを引き続けるが、すべて無む為いに終わる。

「無む駄だ……よ。サーティーンス、絶対に逃がさないん、だから」

　フェレスを止める手段は何もなく、待たい避ひの余地もありはしない。

「そんな……そんな……っ」

　絶望的な確信があった。もう、どうにもならないと。

「ここまで、なんですか……？」

　──それも悪くないかもしれない。ここでフェレスを倒し、生き延びたところで……かつてあった日常は戻ってこない。殺さつ戮りく兵器になり果てた自分は、もう人間ではないのだから。

　せっかく一生懸けん命めい選んだ服はぼろぼろだ。自慢の肌はだはあちこち火傷やけどだらけ、特に左ひだり腕うでは醜みにくく焼けただれて感覚がほとんどない。

　絶望と諦てい観かんがＬＴスフィアの出力を引き下げて、身体からだ中から戦う力が抜けていく。

　アリスは力なく頽くずおれ、ゆっくりと目を閉じようとする。

　しかし……

「アリス────ッ‼」

「⁉」

　響く叫びが瞑つむりかけた瞳ひとみを開かせる。

　少年の声に宿った熱い想いが、アリスの諦念を絶望を、根こそぎ吹き飛ばしていく。

　状況を正しく理解しているわけではないだろう。混乱の只ただ中なかにあって、自分が何を叫んでいるのかも認識していないかもしれない。しかしそれでも彼は、胸の内にあるものを振り絞るように、一つの言葉に換えた。

「生きて……！」

　届いた。大切なものが抜け落ちて空っぽになっていたアリスの胸に、それは確かに届いた。

「────ふん」

　だからアリスは新たに湧わき上がる想いを振り絞り、不敵な笑みで立ち上がった。

（あぁ──そうでした）

　まるで自分らしくなかった。どうしようもない困難に衝しよう突とつしたからといって大人おとなしく諦あきらめるなんて、そんなのは九く条じよう院いんアリスの流りゆう儀ぎではなかったのに。ここで諦あきらめたら本当に、アリスが望む未来にはもう二度と手が届かなくなってしまう。

　冗じよう談だんではなかった。ここで終わるわけには絶対にいかなかった。

　天てん上じよう天てん下が唯ゆい我が独どく尊そん。どんな時も傲ごう慢まんに、誇り高く、そして精一杯生き抜くのが九条院アリスの生き方だ。そんなことも忘れていた。だけど思い出した。もう二度と忘れない。

「何もかも、これでお仕舞い。……さよならよ、サーティーンス」

　竜巻そのものと化したフェレスは天高く跳躍し、

「あああああああッ‼」

　命の焰ほのおを燃焼し尽くすように吼ほえた。

　遙はるか高みで反転した竜巻が不規則にうねりながら地上へと落ちてくる。

　最後まで足あ搔がき、逃れようと走るアリスに向けて軌道を修正ホーミング。決死の突貫を敢かん行こうしたフェレスが、大規模の暴風を吹き荒らして迫る。

「いいえ。この程度で……私は諦めません」

　アリスは立ち止まり、果か敢かんにも銃を構えた。

（認めます。私はあいつと同じ、殺さつ戮りく兵器だと。だったらあるはずです……何か、ここから逆転するための何かが。だって同じ存在であるのなら、この私が負けるわけがない）

　しっかりと両手で銃じゆう把はを握りしめる。

（そうでしょう──ジャバウォック！）

　逃れえぬ死を前に、運命を切り開くための言葉が閃せん光こうのように脳裏に浮かぶ。

　心の中でまた一つ禁断の箱が砕くだけ散り、新たな力がもたらされる。

「バレル『Ω』」

　属性変異バレルチエンジ。ジャバウォックの銃口下部がスライドし拡張、長方形の発射口が追加される。

　アリスの周囲に漂ただよう黄金の粒子が、砲ほう口こうへと一いつ斉せいに収束していく。

　ブラックホールへ吸い込まれる星ほし屑くずのような光景は、幻想的な神こう々ごうしさと、魔獣の吐と息いきを連想させた。

（これは……）

　砲口から眩まばゆい光が漏もれ出る。はちきれんばかりに圧縮されたエネルギーが、逃げ道を探し漆しつ黒こくの銃身で暴れ狂いながら咆ほう哮こうを渇かつ望ぼうしている。

「消え去りなさいフェレス────‼」

　そしてついに、アリスはカノンのトリガーを引いた。

　魔獣が断だん末まつ魔まを上げたがごとき轟ごう音おんとともに、ジャバウォックの砲口から闇やみを切り裂さく一条の光が迸ほとばしり膨ふくれ上がる。

　オメガブラスト──

　十三番目の災厄サーテイーンス・カラミテイ『ジャバウォック』の追加砲口から発射されるエネルギーカノン。

　光の奔ほん流りゆうは迫る竜巻を貫いて、進行方向にある何もかもを蒸発させながら一直線に奔はしる。

　超極大の光条は宵よい闇やみを薙なぎ払い、月を穿うがつように天高くどこまでも伸びていった。




　死闘は幕を閉じた。後に残されたものは、瓦が礫れきの山に変わった遊技場の骸むくろばかり。

　己がすべてをぶつけ合った宿敵の姿はどこにもなく、アリスは一人取り残されたような寂せき寥りようを感じた。断じて認めたくはないが……彼女はアリスと同じものだったから。

「はぁ……はぁ……は」

　力を放出し尽くしたアリスはふらりと揺らぎ頽くずおれる。

　疲労は限界に達していた。目め眩まいは酷ひどく、視界は霞む。

　オーバーロードを起こしたＬＴスフィアは一時的にその機能を停止しつつある。

　今のアリスは、ごく普通の身体能力を持つ少女でしかない。

「まだです……」

　アリスの宿敵として現われたフェレスは、もういない。

　だけどまだ、あと一人敵が残っている。

「アリス……！」

　背後から三み月つきの声が聞こえてくる。振り返りたくて、でもそんな力すらも残っていなくて。

「そこまでだよ」

　距離は十メートルと少し。

　薄くぼやける視界の先に、日本人形のように美しい、細い人影が立っている。

　ハインツはこちらに小型拳けん銃じゆうを向けていた。最強の手て駒ごまを失っても、スフィアの加護を失っている今のアリスならば十分に射殺できる。ハインツは現状をよく弁わきまえていた。

「まさかボクのフェレスが負けるなんて、ね。正直言って計算外だよ。くすくす……意外と使えないね、あいつも。とんだ出来損ないだ」

　この期ごに及んでもハインツは、狂った薄笑みを絶やさない。

「貴方あなたは……」

　アリスは言い差して、止やめた。問うまでもないことだったからだ。

　こいつには、自分のために命を棄すてた下げ僕ぼくのことなど、路上の木ぼく石せき同然にしか見えていない。

　アリスを殺しきれなかったことを蔑さげすみ、嘲あざけってさえいる。

　いかに外見が美しかろうと、その中身は醜しゆう悪あく極まりない下げ手て物ものだ。

　見ているだけで吐はき気をもよおす。

「申し遅れたね。ボクはハインツ。ハインツ・フレイという。改めまして、サーティーンス」

　ハインツは慇いん懃ぎんに名乗った。

「……」

　アリスは生理的嫌けん悪おを隠そうともせず、目を眇すがめた。

「さぁ、一緒に来てもらおうか。ボクにはキミが必要なんだ」

　銃口を向けたまま、ハインツはこちらに歩み寄り、優しい声で手を差し延べてくる。

　冗じよう談だんではなかった。その穢けがれきった手を握るくらいなら、死んだ方がましだと思った。

「ま……待て」

　その時、すっ、とアリスの視界を遮さえぎる影があった。

「三み月つきくん！」

　三月はアリスの前で両手を広げ、射線に立ち塞ふさがる。脚あしは震え、恐怖を隠しきれず……しかし断じて動かぬ不退転の構え。

「キミに用はない。邪じや魔まをしないでくれないか。まだ死にたくないのなら」

「嫌いやだ。退どかない。……僕は、今、目の前で何が起こっているのか、全然分からない。全然分からないけど……だけど一つだけ分かることがある。──ここでアリスを守れなかったら、絶対に僕は自分を許せない。だから、退かない」

「そう？」

　ハインツは銃を発はつ砲ぽうした。乾かわいた音が虚こ空くうに響き、三月の頰ほおに赤い線せん傷しようが刻まれる。

「っ……」

　微動だにしなかった三月を見て、ハインツは不ふ機き嫌げんに舌を打った。

「キミを見ていると、何故なぜかとても不快になるな。でも知っているかい」

　ハインツは無造作に間合いを詰め、陶とう酔すいするように目を細めた。

「そういう奴やつを痛めつけるのは、たまらなく気持ちがいい……」

　銃を持たぬ方の腕うでを三月の胸に差し延べて、ハインツは手に持った器具を起動した。

「が……⁉」

　スタンガン。胸に押しつけられた器具の先端からバチンと電撃が迸ほとばしり、三月を行動不能たらしめる。膝ひざを着き、うつ伏せに頽くずおれていく三月を無視し、ハインツはアリスへと近付いていく。

「最後にもう一度聞くよ？　ボクと一緒に来てくれないか、サーティーンス」

　ハインツは三月を背後に置く位置で立ち止まり、アリスに向けて銃を構える。

　距離は二メートルほどもない。狙ねらうまでもなく、どう撃とうと命中する間合い。

「お断りです。ふん、そんな言葉でこの私を手に入れようだなんて──おこがましいにもほどがあるんですよ」

　無防備な状況。拳けん銃じゆうを突きつけられてなお、アリスは小揺るぎもしなかった。

「じゃあ仕方ないね。残念だけど、さよならだ。くすくす……キミの身体からだは余すところなく有効利用させてもらうから、心配しないでいいよ」

「く……！」

　悔しげに唇くちびるを嚙かむアリスの眉み間けんに、小型拳銃の照準がポイントされる。アリスは最後の瞬間まで、睨にらむ瞳ひとみを逸そらさない。

「やらせない……！」

　その時、動けないはずの三み月つきが地べたを這はいずって、ハインツの足首を摑つかんでいた。

　例え時間を稼かせいでも、この状況が好転することはない。そもそもハインツがその気になれば、いつだってアリスたちを射殺できる。たかが足を摑んだくらいでは、何の邪じや魔まにもならない無む為いな行動でしかない。

　しかしハインツは上気した顔で振り返り、三月の頭を足裏で踏み躙にじった。

「あうっ⁉」

「参ったな……そんな素敵な顔をしないでくれよ。キミなんかに構ってる暇ひまはないっていうのに……無視できなくなるじゃないか……！」

　アリスの眼前で、ハインツは恋する乙女おとめの表情で三月をいたぶり続ける。

「やめ……なさい！」

「はぁっ、嫌いやだよ。やめられるわけがない、こんなに愉たのしいのに」

　アリスの静止も聞かず、ハインツは足首を摑む腕うでを思い切り踏みつけて引き剝はがした。

　そしておもむろにしゃがみ込み、三月の顔を覗のぞき込んだ上で首筋にスタンガンを押しつける。

「あぐ……っ」

　びくんと三月の背が仰のけ反ぞって痙けい攣れんする。

「はは、もう一度！」

　バチン、と今度は脇わき腹ばらに電流を流し込んだ。

「やめてっ‼　もう……やめて、ください」

　アリスの必死の懇こん願がんにも、ハインツは反応しなかった。

「……ぅっく」

　アリスは俯うつむき、隠された口元から弱々しい嗚お咽えつめいた吐と息いきを漏もらす。

「ア……リス」

　計三度の電撃を受けた三月は、それでも失神することなく、手を延ばした。ハインツではなく、その後ろに蹲うずくまるアリスに向かって。

　滂ぼう沱だと涙なみだを流した、これ以上ないくらいに情けなくて格好悪い姿。

　段々と視界が薄くなり、闇やみに包まれていく意識の中で……アリスは彼に応こたえるように、左腕を差し出した。

　ハインツはすっかり三月を嬲なぶる行為に没頭し、こちらを顧かえりみることはない。

「ははっ……ねぇ、キミはいったい何がしたいの？　こんなことをしても、ボクを愉たのしませるだけなのに」

　口を動かす力さえないのか、三月からの答えはない。

「キミの婚約者は、見てのとおり人間じゃない。単なる戦いの道具……あの出来損ないと同じ、人の形をしているだけの殺さつ戮りく兵器に過ぎない。こんなモノのために頑がん張ばって……どこまでも愚かしいね、キミは」

　ハインツは白い繊せん手しゆで、三み月つきの頰ほおをそっとなぞる。涙なみだで指が湿しめる感触に、ぞくぞくと背筋を震わせる。荒い吐と息いきには、隠しもしない官能の色があった。

「……ない」

「え、なぁに？　聞こえないよ……？」

「関係ない……そんなこと！　アリスは、道具だとか、兵器だとか、そんなんじゃない……ううん」

　三月は苦しそうに首を振る。

「道具だって、兵器だって……構わないよ。……僕の知ってるアリスは、誇り高くて……可愛かわいくて、すごく意地悪で……もの凄すごく我わが儘ままで、いつも僕を振り回して、苛いじめてばかりで……でも本当は優しいところもあって」

　潤うるむ瞳ひとみは、澄み切った湖面のようだ。三月は声を振り絞しぼり、しっかりと顔を上げてハインツの濁にごった瞳を見み据すえた。

「だから……だから、人間じゃないとか、そんなのは些さ細さいなことなんだ」

「……ふん」

　ハインツの眉まゆが不快げに顰ひそめられる。

　三月の頰ほおを一筋の涙が伝う。

「きっと、あの娘こだって──同じだったのに」

「それって……まさか、フェレスのことを言っているの？」

「うん……事情なんて何も知らない僕にだって分かる。あの娘は、きみのことが大好きで、だからあんなにがんばって、きみの命令を果たそうとしたんだ。なのに、それなのに出来損ないだなんて──あんまりだ。あの娘の想いが、どうしてきみには分からないんだよ……！」

　三月は拙つたない言葉で、必死に訴えかけた。

　自分を殺そうとしたフェレスのことなのに、彼は心底同情し、その死を悼いたんでいるから。

「分かってるさ」

　ハインツは両眼をすっと細めて立ち上がり、三月を見下ろした。

　あれ程高ぶっていたテンションは零れい下かにまで急降下し、冷たい殺意のみがそこにある。

　三月が放った言葉のどこかが、ハインツの琴きん線せんに触ふれていたようだった。

「あいつのことは、ボクが誰よりもよく分かっている。……不完全なクローン技術で生み出された劣化デツドコピー。造り物の身体からだに借り物の記き憶おく。生まれながらの偽にせ物ものであり、出来損ないデイフエクテイブである『それ』は、擦すり込みのように主あるじを慕したう。誰も彼も、偽物なんかを人間扱いしてはくれないのに。都合よく使い棄すてられるだけの道具なのに──棄てられるか壊こわれるまで盲目的に従い続けるのさ。愚かしくもね。ああ、よく分かっているとも」

　ハインツは早口でまくし立てた。

　冷静を装った口調のそこかしこから負の感情が漏もれ出ている。

　たった今語ったすべてが、まるで自分自身のことであるかのように。

「だから造ったからには最後まで、責任を持って使い潰つぶしてやらなきゃならないのさ。ボクは、あいつを絶対に棄てたりしない。棄てたりはしない。絶対に、絶対に、絶対に、だ。だって道具はね、役目を終えて壊れる時が一番幸せなんだから。フェレスも、きっと幸せだった。あれがボクの愛し方だ。ボクたちのことを何も分かっていないキミなんかに、文句を付けられたくはない。むしろ、ボクにはキミがまるきり理解できない。道具でも兵器でも構わないだって？　人間かどうかなんて些さ細さいなこと？　そんなのは、噓うそだ。噓に決まってる……！　そんな馬鹿げたことを言う奴やつは、今まで誰もいなかったのに……！」

「……噓じゃない。些さ細さいなことだよ。確かにきみたちのことは、分からないけど。誰がなんと言おうと、僕にとって、アリスは、アリスだから」

　対極の二人は、水と油のように相容れない。

「そう……」

　ハインツは静かに三み月つきの額ひたいに銃口を突きつけ、

「なら、もうボクの前から消えてくれ」

　引金に指をかけた瞬間──




　ハインツの胸を、背後から光こう条じようが貫いた。




「な……」

　胸にゴルフボール大の風穴を穿うがたれたハインツが、愕がく然ぜんと振り返る。死に行くものの黒こく瞳どうには、弱々しく突きつけられたジャバウォックの銃口が映っていた。

「…………馬鹿な」

　もうそんな力が残っているわけはないのに──そんな驚きよう愕がくの相そうを刻んだまま、ハインツ・フレイは物言わぬ屍しかばねと化して地に沈んだ。

「……知らなかったんですか、ハインツ・フレイ。限界なんて、簡単に超えられる……貴方あなたのフェレスが教えてくれたことなのに」

　顔を上げたアリスの口元からは弱々しい、嗚咽めいた嘲笑が漏もれている。

「これ……愛の力っていうらしいですよ？」

　アリスは最後に残された一ひと欠片かけらの力を、ゆっくりゆっくり砲口に集積させ──極小の光条オメガブラストを発射したのだ。

　気付かれればそれで終わりの危あやうい賭かけ。

　止とどめを刺すことなくアリスから目を離したのが、ハインツの最大の失策だった。

「アリス……」

「ふ……ん、三み月つきくんにしては、上出来、でした。貴方あなたの泣き顔なんて見たら、誰だって夢中で苛めずにはいられなくなるに、決まっているん、ですから──」

　そこでアリスに限界が来た。視界が明滅し完全に暗転する。

　役目を終えた漆しつ黒こくの魔銃は、金色の粒子に解ほどけて消えていった。
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　暗い海底から上昇していくような浮遊感とともに、アリスは昏こん倒とうから覚かく醒せいした。

「う……ん」

　三月が運んでくれたのか、アリスは崩くずれかけた女神の噴水の縁ふちで寝かされていた。

　頭には柔らかい感触。目の前には、瞳ひとみを潤うるませた三月の顔がある。

　アリスは彼の膝ひざを枕まくらにしているようだった。

「三月、くん？」

「……アリス。目、醒さめたんだね。……よかった、もうこのまま起きないんじゃないかって……僕」

　頰ほおに落ちてくる雫しずくは、温かった。

「……ん」

　そっと身体からだを起こすと、三月は顔を真まっ赤かにして、慌あわてて視線を逸そらした。
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　アリスはその意味が分からなくて首を傾げ、

「あ……！」

　自分の姿を顧かえりみて、狼ろう狽ばいしてしまう。

　ブラウスもスカートもぼろぼろになって、いたるところから肌はだを晒さらしてしまっていたからだ。

「やっ！　み、見ないでくださいっ！」

　アリスは涙なみだ目めできっと三月を睨にらみ付け、身体を腕うでで抱だいた。

「ご、ごめん⁉　いや……そのっ」

　隣となり合わせに座って赤面してしまう二人。

　僅わずか十五センチの隙すき間まに横たわる、気まずい沈黙を破ったのは三月の方からだった。

「今、ラミアさんに連絡したから……もう、大丈夫だよ」

「そう……ですか」

　それなら、もう心配はいらない。アリスは安心の息いきを吐はく。

　フェレスは跡あと形かたもなく消滅し、黒幕だったハインツも……いなくなった。

　日常を脅おびやかすものはみんな消えて。

　だけど、三月にアリスの秘密を何もかも知られてしまった。

　大切だったはずのものは脆もろくも崩くずれ、きっともう今までと同じ二人には戻れない。

「三み月つきくん。私……貴方あなたに言わなければならないことがあります」

　皮肉なものだと思った。

（この場所で──こんな台詞せりふを言うことになるなんて）

　零こぼれそうになる涙なみだを押しとどめ、アリスは真まっ直すぐに三月を見詰める。

「いいんだ……もう、いいから。何も、言わないで……」

「いいえ」

　もしもこれで二人の関係が完全に壊こわれてしまうとしても、真実を自分の口で告げないと。

　それがアリスらしい、幕の引き方だから。

　この瞬間に。アリスは三月と出会ってから今までの、十余年の歳さい月げつを思い返していた。

「私、もう、人間じゃないんです」

「……そっか」

　お互い何を言っていいのか分からなくて、黙り込む。

「それが、アリスの秘密？」

「……はい。ごめんなさい、今までずっと黙っていて」

　俯うつむくアリスが聴いたのは、拒絶の言葉ではなく、

「なぁんだ」

　ごく軽い、安心したような声だった。

「え……？」

　思ってもいなかった言葉に、アリスは顔を上げる。

　三み月つきは涙なみだを拭ふいて、拙つたない……だけど自分の言葉で気持ちを伝えようとする。

「さっきも言ったけど……人間とか、人間じゃないとか、そんなのはきっと些さ細さいなことで……僕には関係ないんだ。アリスの正体がなんだって、きみは昨日きのうと同じアリスなんだから。……確かに、きみには僕の知らない一面があったのかもしれないけど。それは、それだけのことで、何かが変わってしまったわけじゃないだろ」

　目を潤うるませ、無理矢理作ったであろう笑顔で、きっぱりと三月は言った。

「教えてくれて、ありがとう」

　いつもどおりの、優しい声。

「だけど、私は……」

　変わっていないわけはない──まるきり違う。

　今やアリスは、人を棄すてた殺さつ戮りく兵器になってしまったのに。

「いいんだ。アリスは、アリスさ。その……詳くわしい事情は、まだよく分からないけど。……僕たちはずっと一緒にいるのが当たり前だったんだから。だったら、これからだって、そうに決まってるよ」

「三月、くん」

「だから──十五歳さいの誕生日、おめでとう、アリス」

　夢みたいに、三月は言った。

　それでようやく、アリスは日常が喪うしなわれていなかったことを実感する。

　人間じゃなくなっても、あんな姿を晒さらしても。この少年は何一つ変わらずにいてくれた。

　三年前からずっと続いていた恐怖を、こんな些細な言葉だけで拭ぬぐい去ってくれた。

「あ……は」

　あんなに悩んでいたのが馬鹿らしくなってしまう。

　そうだった、忘れていた。九く条じよう院いんアリスの婚約者は、こういう奴やつだったんだ。こういう──

　張りつめていた緊張が溶とけて、力が抜ける。

　涙を堰せき止めていた色々なものが役割を終えて、消えてなくなる。

　アリスは今の顔を見られたくなくて、くるりと背を向けた。

　ありがとう、と言おうとして、

「やっぱり……どうしようもないばかですね、三月くんは。本当に、変な人です……」

　結局口から出てきたのは、そんな言葉。

「でも、ごめんね……プレゼント、こんなになっちゃった」

　三月は背に隠していた、無む惨ざんに潰つぶれた麦むぎ藁わら帽ぼう子しを両手で掲げ見せて、落ち込んだ声で詫わびる。

「……いいえ」

　こっそりと涙なみだを拭ぬぐう。

　振り返ったアリスは三み月つきの手から、ぼろぼろの麦むぎ藁わら帽ぼう子しを摑つかみ取り、

「……プレゼント、確かに受け取りましたよ」

　それを頭に乗せて、にっこりと微笑ほほえんだ。

　破れ溶とけた服に、潰つぶれた帽子。我ながら、酷ひどい格好だと思う。

「──はは」

　だけど、それを見た三月は破顔して、

「うん……似合うよ。すごく、可愛かわいい」

　アリスは涙の跡が残る頰ほおを赤くして、視線を逸そらす。

「ふん……私はどんな格好をしたって、可愛いに決まってます。この私に、こんな下手へたくそな帽子を贈ろうなんて、信じられません」

「あ……ご、ごめん」

「──再提出です。私の誕生日プレゼントに相応ふさわしい帽子に、きっちり綺き麗れいに作り直してください」

「う、うんっ！　まかせて……！」

　二人とも傷だらけで、ぼろぼろで……今日は本当に、最悪の誕生日だ。

　でも……だけど。

　この日のことは、一生……絶対に忘れない。
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　人ひと気けのない廃はい墟きよに、穢けがれのない純白の衣服を着た銀ぎん髪ぱつの少女が立っている。

　十二番目トウエルフスが佇たたずむのは、もはや原型を留とどめぬほどに破壊し尽くされた遊園地の残ざん骸がいだ。

　ディフェクティヴ・ドールは、一定以上の損傷を受けると爆発する。使い捨ての人形には、亡なき骸がらすらも残らない。組織へ繫つながる物的証拠は、何一つ残りはしない。

「ずいぶん派手にやったものですのね……暴走しかけていた三番目サードもそうですけれど」

　オメガブラスト。あの圧倒的な破壊の光景を思い返し、トゥエルフスは柳りゆう眉びを顰ひそめた。

「いきなり最終形態から発動するなんて……どんな出で鱈たら目めですの、あの子」

　呆あきれたように言う。

「このまま放置しておくわけには……いきませんわよね、やっぱり。最悪の場合……わたくしがお相手することになるのかしら」

　物憂げな吐と息いきを漏もらした少女は、視線をとある一点で止める。

「…………でも」

　トゥエルフスは想い出す。

　大切な少女を助けようと、ぼろぼろになって、必死になって、拙つたない言葉を尽くした健けな気げな少年の姿を。

「あの方に免じて、羨うらやましい貴女あなたを壊すのはもう少しだけ──様子を見てからにして差し上げても……よろしいですわ」




《関係ない……そんなこと》

《道具だって、兵器だって構わない》

《だから……だから、人間じゃないとか、そんなのは些さ細さいなことなんだ》




　少年の言葉はトゥエルフスの心にも、深く深く届いていたから。

「では──。わたくしにも、同じことを言ってくださいますの……？」

　銀ぎん髪ぱつの少女は、慈じ愛あいの表情で目を瞑つむる。

　止めた歩みを再開したトゥエルフスは、豊かな胸に掌てのひらを押し当て鼓こ動どうの変化を確認しつつ、瓦が礫れきの中をしばし徘はい徊かいする。やがて彼女は立ち止まり、足下に落ちていた小さな硝子ガラス球だまのようなものを手に取った。

「……」

　それは、明らかに単なる硝子などではありえない。細い指先に摘つままれた球体は、淡い紫光を発して輝き始めた。この硝子球めいた極小の球体こそが、災さい厄やくの元げん凶きようたるＬＴスフィアである。

　十二番目トウエルフスは発光する三番目のサードスフィアを、氷のような眼まな差ざしで睥へい睨げいし、呟つぶやく。

「オメガブラストの直撃でも壊こわせませんのね、これは。本当に厄やつ介かいなもの……」

　スフィアを強く握りしめる。

　その時だった。

　ＬＴスフィアを奪うべく、背後から気配のない人影が躍おどりかかってきたのは。

「淑女レデイの前に現われる時は、もう少しエレガントになさったら？」

　不意を打たれたトゥエルフスは、言葉を発した時にはすでに、その場から一歩も動かず襲しゆう撃げき者を解体していた。

　彼女の凶きよう器きは武器ですらない、指に挟はさまれた一枚のトランプだった。

　目にも止まらぬ一瞬のうちに、十以上の断片に分割された襲撃者は、自分が何をされたのかすら理解できなかっただろう。しかし、

「……酷ひどいな。こんなになるまで切り刻むなんて」

「⁉」

　さすがのトゥエルフスも、これには少し驚いた。当然だ。ばらばらにしてやったはずなのに、切断した襲撃者の頭部が平気な顔で喋しやべっているのだから。

　その顔は、意外な人物のものだった。

「ハインツ・フレイ……そうですわよね、貴方あなたが自ら戦場に出てくるなんて、おかしいとは思っていましたもの。『斑まだら傀儡くぐつ』の二つ名は、ダブルミーニングということかしら」

「さて、ね。自分で名乗ったわけでもないよ」

　つまりこのハインツの身体からだは、ドール製造の技術を応用して作った遠隔操作の『傀儡くぐつ人形』というわけだ。

「くすくす……そのスフィアは、ボクのものだ。是ぜ非ひとも返してくれないか」

　首だけになったハインツが囁ささやく。

「お断り致します。貴方はこれを使って、また彼女のように、哀れな人形を作るつもりなのでしょう？　それを許すわけには……いきませんわ」

　あくまで典てん雅がな口調が僅わずかに揺らぎ、隠しきれぬ怒りが混じる。

　それに気付かないわけはないのに、ハインツはまるで意に介かいさぬ台詞せりふを紡つむぐ。

「あはは、困ったな。じゃあ、それはキミにあげる。その代わりにボクの下へ来る、というのはどうだろう。実のところ、ボクとキミの目的の方向性は一致している。ボクたちは協力しあえる……そうは思わない？　キミが協力してくれれば、ボクの計画も一足飛びに進展する。そしてキミは、組織の中に協力者を得るわけだ。第三研究室のバックアップのおまけつきでね。悪くない取引だと思うんだけどな」

「ええ、本当に。悪くない取引ですわね」

　トゥエルフスはまるで抑よく揚ようのない声で囁いて、

「だけど、遠慮しておきますわ。貴方もまた、わたくしが倒すべき敵ですもの」

　傀儡人形ハインツの眉み間けんに、深々とカードが突き刺さる。電話を切るような気軽さで人形の息の根を止めたトゥエルフスは、優ゆう雅がに銀ぎん髪ぱつを翻ひるがえして薄うす闇やみの中へと踵きびすを返した。

「斑傀儡ハインツ、四番目フオース、十二番目わたくし、そして十三番目サーテイーンス……この町は、混こん沌とんの中にありますのね。……しばらく、離れるわけにはいかないようですわ」

　カードに刻印された数字はⅫトウエルブ。

　ハートの女王クイーン。

　ここに一つの幕は下り……少女は次の舞台に向けて、しずやかに歩いていった。
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　　　エピローグ







　翌日。制服姿のアリスは、玄関で母の見送りを受けている。

「いってきます、お母さん」

「あっ、ちょっと待ってアリス、いってきますのちゅーは？」

「ビデオに写っているお父さんとすればいいですよ。いつものように」

　例のごとく目も当てられない格好のラミアは、大おお袈げ裟さに驚いた。

「ちょっ……なんでママの隠された日課を知ってんの貴女あなた⁉」

「テレビ画面に付着した口くち紅べにを拭ふくの、いつも私なんですけど？　どの口でそんな戯ざれ言ごとをのたまいますか、この半無職が」

　侮ぶ蔑べつも露あらわに吐はき出された猛もう毒どくが、眇すがめ見る冷たい視線と絡からまりあって飛んでいく。

「うぉぉ……今日の毒舌は一段と冴さえ渡ってるわね。グサっと刺さったわよマイハートに」

　研究にかまけてお金を浪費するばかりの母へと言葉のナイフが突き刺さるが、大したダメージは与えられない。脳に羞しゆう恥ちを感じる機能がないのかもしれない。

　今回の戦いで学んだことだが、この脳内桃もも色いろ露出魔といい、どこぞのサドロリ男女といい、科学者というのはどいつもこいつも脳のネジがごっそり抜け落ちている奴やつ等らばかりだ。

「大丈夫、こんな時のために、私にはパパが遺のこしてくれた、愛という名の莫ばく大だいな遺産があるのだわ。具体的には家とか銀行預金とか色々」

　七代遊んで暮せるわよとラミアは親指を突き出した。

「滅め茶ちや苦く茶ちや俗物的な愛ですね」

　しかし一方で、頷うなずける部分も大いにありますとアリスは思う。そのあたり、三み月つきには頑がん張ばってもらわねばならないところである。

「じゃあアリス。そのチョーカー、外しちゃ駄だ目めよ」

「分かってます」

　アリスの首から下がるのは、誕生日プレゼントとしてラミアがくれた、青い宝石が付いた黒いチョーカー。

　ＬＴスフィアの機能を抑よく制せいする効果があるそうで、これを付けている限り、アリスは普通の女の子としての力しか発揮することはできない。同時に共振反応エコーによって、索さく敵てきされてしまうこともなくなる。

　一いち抹まつの不安は残るけれど、これで今までどおりの日常を送ることができるだろう。
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　学校手前の交差点で待ち合わせをするアリスたち。

　今この場にいるのは、アリスと怜れい奈なという珍しい組み合わせだ。

　何故なぜいつものように誠人まことと一緒に来ないのかと問えば、不満げな怜奈はこう言った。

「わたしは今朝けさ、とても頑がん張ばって早起きしたんだ」

「はあ」

　全力をもって気のない返事をするアリス。

「せっかく時間があるのだから、わたしの部屋でゆっくりしていけばいい──そう誘ったのだが、何故か誠人は固こ辞じしてな。鬼おに百合ゆり君を迎えに行ってしまった」

　怜奈としては早起きして誠人に褒ほめてもらおうという腹づもりだったのだろうが、その結果時間に余よ裕ゆうが生まれた委員長は、さっさともう一人の遅刻常習者を迎えに行ってしまったという悲劇である。

「わたしのお色気シーンを完全スルーした上でだ。どういうことだと思う？」

「きっと照れているんでしょう、男の子って、大抵そういうものですよ」

　めんどうなので、アリスは適当なことを言った。

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、ここまで行動が裏目裏目に出ると哀れみを禁じ得ない。

　怜れい奈なのバカ話を聞いていると、ほどよく時間が過ぎたらしい。

　待ち合わせ場所に、三み月つきと誠人まことが喋しやべりながら歩いてきた。

「よう」

　誠人が鞄かばんを掲げて挨あい拶さつしてくるが、アリスはそれどころではなくなっていた。

「お、おはよう……アリス」

「あ、はい。その……おはようございます、三月くん」

　一夜明けて三月の顔を見たら、なんだかもの凄すごく照れ臭くさくて、まともに顔を合わせられない。

　どうやら三月も同じようで、初心うぶな二人がお見合いをしているような状況になってしまう。

　昨夜は色々あったけれど。別に、関係が進んだとか、そういうわけでもないのに。

（や、やだ……なんですか、これ……）

　胸がどきどきするのは、どうしてだろう。自分で自分が分からない。

「なにやってんだ、おまえら」

「ふうん……？」

　顔を赤らめて、俯うつむき加減で向き合う二人を、誠人と怜奈が怪け訝げんそうに見詰めていた。




　一行は校舎に向けて歩き始めた。

　現在の登校陣じん形けいは、男二人、女二人が組になって会話しているというものだ。

　多少ましにはなったものの、まだ三月と顔を合わせるのが恥ずかしい。

「そういえば、先日は九く条じよう院いんさんの誕生日だったな。おめでとう」

　相変わらず感情が読めない声で、怜奈が話しかけてくる。

　できれば怜奈を保護者に押しつけたいアリスだったが、それでも律りち儀ぎに答えてやる。

「ええ、怜奈さんもまた一つ大人おとなになって美の女神に近付いた私を祝福して、贈り物を献けん上じようするといいですよ。ちなみに、最近の私は可愛かわいらしいお人形が所望です」

　怜奈の実家は有名な玩具おもちやメーカーである。なにか掘り出し物がもらえるかもしれないと少しだけ、ほんの少しだけ期待をするアリス。

　もちろんそれは大間違いだった。

「ならばミヤタ社特注[image: ]怜奈ちゃんフィギュアを差しあげよう。ミヤタの造形技術は世界一だ。可か憐れんな美少女わたしを完全再現しているがどうだろう」

「そんな馬鹿でかい人形は要いりません。御社の開発部は狂っていますと、カスタマーアンケートを出してもいいですか？」

「特別に作ってもらったんだ。本当は、去年のクリスマスプレゼントにするはずだったものなのだが。紆う余よ曲きよく折せつあって、結局受け取ってもらえなかった」

　誰に贈るつもりだったのかとか、その後の顚てん末まつとか。

　あまり詳しよう細さいを聞きたくないエピソードだった。

　嫌いやな顔をしたアリスを尻しり目めに、怜れい奈なの独白は止まらない。

「雪が降りしきるイヴの夜。つけヒゲをたくわえ、白い大袋に怜奈ちゃんフィギュアを詰め、赤い衣装を着込んだわたしはそれはもう頑がん張ばって男子寮の壁面を登坂したものだ」

「どう見ても泥棒です。警備員が飛んできたでしょうに」

「無論倒した。強敵だった」

　一定速度で歩きつつ、抑よく揚ようのない声で怜奈は言った。

　馬鹿は運動能力ばかり高くて困るとアリスは思う。

「あいにく寮に暖だん炉ろや煙えん突とつはない。ベランダの鍵が開いていたのは僥ぎよう倖こうだった。あまり手荒な手段を使いたくはなかったからな」

　当時を回想しているのか、独白のテンションは嫌な感じに上昇していく。

「彼はよく眠ねむっているようだった。タンスを開けたところで、怜奈ちゃんフィギュアは靴下には入らない。そう判断したわたしは」

「わたしは？」

「大サービスで、布団の中に入れて一緒に寝かせておいた」

　ぽっと無表情で頰ほおを染める怜奈を横目に、アリスはその状況をシミュレートし結論を出す。

　そして振り返って、後ろを歩く男性陣じんに声をかける。

「誠人まことくん、去年のクリスマスについて感想をどうぞ」

「……お、俺おれが朝目覚めると、同級生の死体と同どう衾きんしていた。何を言ってるのか分からねーと思うが、俺も何が起こったのか分からなかった。頭がどうにかなりそうだった。催さい眠みん術じゆつだとか悪夢だとかそんなチャチなもんじゃ断じてねぇ、もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ……」

　これ以上誠人の精神的外傷トラウマを抉えぐるのは可哀かわい想そうなので、この話はもう止やめておこう。

　この二人の関係は、たぶん一生進展しない。

　校門を潜くぐり、桜並木に差し掛かったところで下級生の集団に遭そう遇ぐうする。

「おはようございますっ！　九く条じよう院いん先せん輩ぱい！」

「お誕生日、おめでとうございます」

　などなど、声をかけてくる後こう輩はいたち。

　早朝、登校時にはさすがに取り囲まれることはないが、男性陣が何故なぜか居心地悪そうにしているのが面白い。

　そんな折。誠人は何かを思いついたようで、ぽんと手を打った。

「あぁ、そういや今年は九条院の誕生会をやってねえわな。今度改めて、やるか。別に後れて祝ったって、構わねぇだろう？」

「あ、いいね、それ」

　誠人まことの提案に、三み月つきが乗り気で頷うなずく。

「あいつらも呼んでやったら、さぞや喜ぶだろうよ」

　三月に次つぐお人好し二号である誠人は、可愛かわいらしい下級生たちを横目で見て微笑した。

　凶きよう悪あくな三さん白ぱく眼がんで見み据すえられた後こう輩はいたちが、恐れ戦おののいて退ひいていく。やはり彼の人望も、一年生──特に女子生徒には行き届いていないらしい。

「ところで、二人きりで誕生日を過ごしたんだろう？　さっきの様子を見るに、何か進展があったのか？」

　怜れい奈なは話を切り替えるように言った。誠人もその話題には興味を引かれたのか、さりげなく傾聴の姿勢になる。

「進展っていうか……」

　アリスは言い澱よどむ。

　非常に濃密な日ではあったのだけど、ありのままを言うわけにもいかないし、さりとてどう話したものか判断が付かない。

　迷っているうちに、三月が代わりに答えていた。爛らん漫まんな笑顔で。

「そうだね。色々とアリスの知らない部分を見せてもらったかな」

「ぶっ」

　誠人は思い切りむせた。

「ほほう……それはそれは」

　得心した様子を見せる風紀委員。

「な、ななな何かもの凄すごい誤解をっ⁉　ちょっと、今のなしです！　違いますから！」

　アリスは錯さく乱らんしてしまう。破は廉れん恥ちすぎる話題はアリスの精神防壁を容易たやすく貫いて、理想のお嬢じよう様さまの殻からを打ち砕くだいてしまうのだ。

「まあ落ち着け九く条じよう院いんさん。つまり、整理するとこういうことだろう？　君は婚約者にいまだかつてない部分をさらけ出し、そして二人の関係が進展した、と。そうだな鬼おに百合ゆり君」

「うんっ」

　満面の笑みで頷うなずく三月。

「あああああ！　この無自覚セクハラ男……！　銃殺されたいんですかっ⁉」

「アリスそれ洒落しやれになってな、痛い、痛いって、首締めないで……⁉」




　賑にぎやかな日常は、こうして再び巡めぐっていく。

　何もかもが元どおり。二人の関係は変わらずに、これからも続いていく。

　人間でも、そうでなくとも。そんなことはきっと些さ細さいなことなのだ。だってアリスはここにいて、隣となりに三月もいてくれるから。だったらそれで何一つ問題はない。

　例え人ではなくなったとしても、自分が自分であることには何の変わりもない。

　そんな自分をあるがままに受け入れてくれる人がいるなら、なおのこと、そうだ。

　誰に憚はばかることなく、そう確信できる。

　なんでもない穏おだやかな日々というのは、実はとても凄すごいことで、きっと幸せということなんだろうな──と。今はそう思う。

　もしも再び日常を脅おびやかす奴やつが現われたなら、アリスは何度だって戦うだろう。

　大切なものを守るため、自分の生き様を貫き通すために。手段を選ばず悪あく辣らつに、最適効率で叩たたきのめすだろう。それがアリスらしい、いつもどおりのやり方なのだから。

　だけどそんな日が来るまでは、この尊い退屈な日々を謳おう歌かしてやろうと思う。

　空は快晴。夏真っ盛り。

　燦さん々さんと日光が降り注ぎ、さんざめく蟬せみ時雨しぐれが生命賛歌を斉せい唱しようしている。

　願いとは、誰かに叶かなえてもらうものではなく、自分自身の手で無理矢理にでも叶えるものだ。

　だから蒼そう天てんを見上げ、お日様ではなく自分に祈る。

　今日もいい日でありますように、と。
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　教室に着いた一行は、それぞれの席についてホームルームを受ける。

　なんでもない日常風景。アリスが自分の手で取り戻した日々。

　穏おだやかに、退屈に過ぎていくはずだったそれは……担任が口にした台詞せりふによって新たな因いん子しを加えられることになる。

「転校生を紹介する」

　ざわめく教室。

　物音を立てず、あくまで優ゆう雅がに教壇へと歩いてくる転校生は、美しい銀ぎん髪ぱつの少女だった。

　制服ではなく、豪ごう奢しやな純白のワンピースに身を包んでいる。

　華か美びなスカートを両手で摘つまんで、一礼。

　まるで演劇のヒロインのような、絢けん爛らんたる登場シーン。

「…………」

　しん、と教室中が静まりかえり、一拍後に盛大な歓声と拍手が巻き起こる。

　喧けん噪そうが落ち着くのを待ってから、彼女は誇こ張ちようでなく、天使のように微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう皆様。本日から、クラスのお仲間に加えさせていただくことになりました。まだ日本は不慣れですので、ご迷惑をお掛けすることもあるかと思いますが──どうかよろしくお願いいたしますわ」

[image: ]

　流りゆう麗れいなアルファベットで名前を板書し、リリス・グラムと転校生は名乗った。

　アリスは不ふ機き嫌げんに目を眇すがめ、眉まゆを顰ひそめ、転校生の姿を凝ぎよう視しして、

（……なんたるおっぱい）

　その圧倒的な性能に戦せん慄りつした。

　抑制機チヨーカーを握りしめる。アリスは幻痛を覚え胸を押さえてしまう。

（なんですか……この感覚）

　正体不明の苛いら立だちに、アリスはとまどう。

　リリスと名乗った転校生は教室中央、空あいていた三み月つきの隣りん席せきへと歩を進める。

　アリスに匹敵する完かん璧ぺきな美び貌ぼう──悔くやしいことにそう認めざるを得ない──を持つ転校生に、教室内の誰もが陶とう然ぜんと見とれてしまう。

「今日から、お隣となりですわね。よろしくお願いいたしますわ、三月さま」

「ぁ……う、うんっ」

　だから、意外と大きな胸が好みな三月が、デレデレと顔を赤らめてしまうのも無理はないことだとは思う。それに男は大抵、アリスには到底理解できないことだが……あのホルスタインみたいな肉にく塊かいに致命的なまでに弱いのだ。

　──だが許せない。

（おのれ……なにをデレデレしてやがりますか……！　くっ、どこを見て……！）

　抑制機チヨーカーを付けていなかったなら、凄すさまじい勢いで共振反応エコーを撒まき散らしていたことだろう。

　いまやアリスの背後には、嚇かく怒どの極ごく炎えんが燃えさかっていた。

　彼女──リリスを見ていると、苛立ちや怒りに混じって、奇き妙みような疼うずきのようなものを感じる。

　その正体は判然としないけれど、ただ一つだけ確信していることがあった。




　──お母さん、大変です。恋敵ライバルが現われました。











to be continued...









　あとがき




　初めまして、伏ふし見みつかさと申します。本書『十三番目のアリス』がデビュー作です。

　まずは本書を手に取ってくださいました貴方あなたへ、謹つつしんで御礼を申し上げます。

　そして最後まで読んでくださいました貴方へ、改めて感謝を。ありがとうございました。

　本作は、第十二回電撃ゲーム大賞へ応募した原稿をベースに、およそ半年をかけて大幅改稿──というよりも大改造を施したものです。

　二〇〇五年の十月後半。編集部からお電話をいただきまして、それはもう吃驚びつくりいたしました。

　詳しくは申し上げませんが──私、担当編集様ともに「！」「？」「⁉」という感嘆符や疑問符が乱舞するスリリングなファーストコンタクトであったことを、今もありありと思い出すことができます。

　それから紆う余よ曲きよく折せつありまして、こうして皆様の前に作品をお届けすることができました。

　本書に関わったすべての方々に御礼を申し上げます。特に担当編集の三み木きさん、小こ原ばらさん。そしてイラストレーターのシコルスキーさんには、感謝の言葉もありません。この中の一人でも欠けていたら、本作はまるで違うものになっていたことでしょう。僭せん越えつながら『十三番目のアリス』という作品は、私個人というよりも、この四人で作り上げたものである──そんなことを思うのです。

　未熟者ですが、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　一番最初の打ち合わせで、日常シーンとラブコメを増量して、学園ものでいきましょうと決まった時には、本当にどうなることかと心配で……煩はん悶もんしていた私は、帰りの電車を乗り間違えた挙げ句、さながら地下迷めい宮きゆうのごとく広大な東京駅構内で迷まい子ごになってしまうほどでした。

　もう東京駅には二度と行くまいと思いました。でもおみやげは買いました。ひよこのお饅まん頭じゆう。

　それはともかく。今となっては、編集者様の判断は大正解だったと思えます。作品にメリハリが付き、何より書いていて楽しかったです。

　ところで本書を手に取ってくださったのは、素敵な表紙イラストに惹ひかれた方が殆どではないでしょうか。私もこの表紙を拝見したときは、心が震えましたもの。喩たとえるならば、麻雀マージヤンで想像を遙はるかに凌りよう駕がする良い配はい牌パイがきてしまった時の昂こう揚よう。高笑いしてもいいでしょうか。

　担当様方の尽じん力りよくに助けられ、素す晴ばらしいイラストによって魂たましいを吹き込まれ──ついに本書は完成しました。如何いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたのならば、それが私にとって何よりの幸いです。

　再び貴方とお会いできますよう、日々努力を重ねていく所存です。





二〇〇六年六月　伏見つかさ









伏ふし見みつかさ

１９８１年生まれ。関東在住。ラヴコメを書く面白さに開眼。もっと楽しく笑える日常を描けるよう日々精進していきます。著者近影は、好物のシュークリーム。略して生シュー。生命と活力と贅肉の源である魅力のスイーツ。語るには到底スペースがありません。

[image: ]




シコルスキー

昭和57年生まれ。夕方寝て深夜に目覚める珍しい（？）タイプのダメ人間。不摂生にトロけた体と脳を引きずりつつ、近所の猫どもに癒しを求める怠惰な日々を送ってます。ちなみに汁しる粉こスキーではありません。









電撃文庫





十じゅう三さん番ばん目めのアリス











伏ふし見みつかさ








二〇十三年六月二十七日　配信









発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二─八五八四　東京都千代田区富士見一─八─十九







(C)2006 TSUKASA FUSHIMI/ASCII MEDIA WORKS











本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。
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